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　あとがき









　　　【プロローグ】







　切り立った絶ぜつ壁ぺきは、ほぼ垂すい直ちよくに近い傾けい斜しやで見る者を圧あつ倒とうしていた。

　長年酸さん性せい雨うに晒さらされた岩いわ肌はだは赤黒く変色し、高さも優ゆうに二〇〇メートルを超こえている。

　分ぶ厚あつい壁かべを思わせる断だん崖がいは、東西一〇キロにも及およぶと言われていた。

　ルワイサト北壁。そう呼よばれるこの絶壁は、新大陸フロンテイアの中心部に長々と横たわっていた。アトラス地方とギアナ地方を分断するこの奇き観かんもまた、《古代災厄オールド・ハザード》によって生じた大陸の歪ゆがみのひとつである。

　以来、絶壁は人を寄よせ付けず、この地に偉い容ようを横おう臥がさせたままであった。




「だからってさ！」

　荒あら々あらしい声で、ライオットは言い捨すてた。

「登山道の一本ぐらい、誰だれか作ってくれてもいいじゃない！　なんなのよ、これ！　マジで人じん跡せき未み踏とうの絶壁じゃないのさ！」

　不平を言いながらも、岩肌に力強く登山鉤ハーケンを打ち込んでいく。慣なれた手つきで登山縄ザイルを通し、赤い髪かみの娘むすめはまた一歩ルワイサト北壁を登っていた。

　断崖に挑いどむ瞳ひとみも燃もえるように紅あかく、強きよう靭じんな意い志しがむき出しになっている。

　傭よう兵へいとして幾いく多たの戦場を往おう来らいしたライオットでも、これほど過か酷こくな地形と格かく闘とうするのは初めてであった。突とつ風ぷうにあおられぬよう、愛用の外套マントも背せに折り畳たたみ、荷物と一いつ緒しよにまとめてある。

　だがその荷物も、無様なほどにかさばっていた。食しよく糧りようと燃ねん料りようを詰つめ込こんだ背負い袋バツクパツクはともかく、長大な電でん磁じ大たい剣けんまで担かついでいる。白兵戦武ぶ器きとしての威い力りよくは絶大だが、その重量と長さは邪じや魔ま者もの以外の何物でもなかった。

　しかしライオットがいらついているのは、自分の荷物のせいではない。

　遅おそい歩みの相あい棒ぼうと、一緒に背負っている相棒の分の荷物のせいだったのだ。

「早く登って来なさいよ、ジャスティス！　日が暮くれるわよ！」

　遥はるか眼がん下かに向かって声を飛ばす。

「あんた身軽でしょうが！　荷物なんにも持ってないんだから、とっとと登んなさい！」

「そ、そうは言うけどさあ～」

　震ふるえながら、声だけが絶壁を登ってくる。

　登山縄ザイルのずっと下では、白い服を着た小さな少年が岩肌にしがみついていた。

「焦あせって足踏ふみ外したら、危あぶないじゃないかあ～もっとゆっくり行こうよお」

　艶つややかな金きん髪ぱつをなびかせた少年……ジャスティスは、両手で必死に登山縄ザイルを握にぎり、一歩一歩着実に断崖を登ってはいる。だがその歩みはあまりに遅い。天使めいた純じゆん真しんな笑え顔がおを見せてはいるが、ガチガチと歯が鳴る音があからさまに聞こえてきた。

「あんたのペースに合わせてたら、登りきるのに五年はかかるわよ、根こん性じよう出しなさい！」

「だってライオットは力が強いからいいけど、僕ぼくはさあ……」

「ばかっ、あんまり見上げないでよ！　あんた、あたしのお尻しりに喋しやべってるでしょ！」

「そ、そんなことしてないってば！　変なこと言わないでよ！」

「と、とにかく早くしないと、あんたの荷物こっからぶちまけるわよ！」

　言って、ライオットは背せ中なかの荷を大げさに揺ゆすぶった。

「ほおら、あんたの大事な超ちよう濃のう厚こうチョコレートムースとブランデー漬づけフルーツケーキちゃんよ。それに蜂はち蜜みつかけたアップルパイも入ってるんでしょう～？」

「やめて、やめてよ、ライオット！　お願い、それだけは絶ぜつ対たい落とさないで！」

「あんた、杖つえよりお菓か子しが大事なワケえ？」

　ライオットは呆あきれて、相棒を見下ろした。

　彼女の背には、電磁大剣と一緒にジャスティスの杖がくくりつけられている。

　希き宝ほう石せきメタライトを備そなえたそれこそ、ジャスティスの身分と能のう力りよくを証しよう明めいするものだ。

　だがジャスティスは何より大事なデザートのため、急に動きを速めた。

「絶対捨すてないでよ！　横のポケットも潰つぶさないでね！」

「はいはい、生クリームたっぷりのシフォンケーキが入ってるんでしょ。ああ、なんだか名前言うだけで口ん中、甘あまったるくなってきちゃったわ」

　気分を悪くしながら、ライオットも登とう攀はんを続けていった。

　眼下には、一面の荒こう野やが広がっている。ジャスティスを後ろに置いたまま、やがてライオットは断だん崖がいの頂ちよう上じように手をかけた。

「よっしゃ、これで……これで終わりと……」

　岩場を一気に踏ふみ越こえた瞬しゆん間かん、ライオットは思わず目を伏ふせた。

「な、なにっ……！」

　莫ばく大だいな光が、視し界かいを遮さえぎった。天から降ふり注ぐ強きよう烈れつな光に、ライオットは身を硬かたくする。

（まさか、この光って……）

　期待と畏い怖ふを込こめて、上空を仰あおぎ見る。

　そこには相変わらず、新大陸特有の雲海がどこまでも広がっていた。

　だが明らかに、雲の層そうが薄うすい。毒々しい色しき彩さいも皆かい無むである。

　たなびく雲には幾いくつもの切れ間が生じ、荘そう厳ごんな光の帯おびが地上に降り注いでいた。

「太陽……なの……？」

　ライオットは、生まれて初めて浴びるその光にしばし呆ぼう然ぜんとしていた。

　新大陸の空は《古代災厄オールド・ハザード》以来、ずっと厚あつい雲に覆おおわれている。日光は、過か去こに滅ほろび去った自然の恵めぐみのはずだ。それが今、ライオットの身体からだに優やさしく降り注いでいる。

（太陽が降る土地が幾つかあるとは聞いてたけど……）

（ここもそのひとつだったのね……）

　大きく深しん呼こ吸きゆうしてみる。大気も、他の土地よりずっと清せい浄じようであった。

　そして目の前に視し線せんを向けると、ライオットは今一度言葉を失った。

　眼前には、緑色の平原が地平線まで広がっている。

　緩ゆるやかな川の流れがうねり、樹じゆ木もくが生い茂しげる森も見えた。

　あまりに現げん実じつ離ばなれした、美しすぎる景観である。

「はあ～っ、着いたよ、ライオット……うわっ、なに！」

　ようやく断崖を登り切ったジャスティスも、あまりの眩まぶしさにひるんでいる。

　我われに返ったライオットは、相棒の手を力強く引っ張ぱってやった。

「しっかりしなさい。どうやらここが悠ゆう久きゆう平へい原げんの端はしっこらしいわよ」

　微笑ほほえんで、ライオットは一面の緑を指さした。

　当然、ジャスティスもしばし声が出ない。

「噓うそみたいだ……太陽……それに草木がこんなに生はえてるなんて……」

「気流のせいかしらね、雲海がここだけ薄くなってるのは。あの丘を越こえればバザラの宿場に着くはずだから、もうちょっとがんばりましょ」

　ライオットは、今夜の目的地を指し示しめす。

　だがジャスティスの耳に、その言葉は入っていなかった。うっとりと平原の優ゆう美びさに見み惚とれ、足あし下もとの草を撫なで回す。少年は、大地に息づいた生命いのちを愛いとおしんでいた。

「すごいんだね、太陽の力って……僕、こんなに青々とした草を見たの、初めてだよ」

「あたしだってそうよ。新大陸にもこんな場所があったなんてね」

「あっ、ライオット、見てよ！」

　言うなり、ジャスティスは近くの岩場に駆かけだした。

「ほらっ、花が咲さいてる！　すごいよ、いっぱい！」

　少年が示した岩場の亀き裂れつから、白く大きなユリが幾つも花を咲かせていた。

　陽ひの光を存ぞん分ぶんに浴びた、白く清せい楚そな大輪の花である。

（ほんと、きれい……）

　ライオットも素す直なおにそう思う。

　だが同時に、遠い記き憶おくが薄ぼんやりと脳のう裏りに滲にじんできた。

　誰だれかがライオットを呼よんでいる。優やさしい声で。花のような芳ほう香こうを伴ともなって。

　ライオットは歓かん声せいを上げて、その腕うでに飛び込んでいった。

　柔やわらかい肌はだに顔を埋うずめ、思いっきり甘えた記憶。あれはいつの日の事だったのか……

「ほら、ライオット、これあげるよ」

　不意に、ジャスティスの声で白はく昼ちゆう夢むから引き戻もどされた。

　驚おどろいたライオットの目の前に、少年は美しい花を差し出している。

「やだ、なによ、急に……」

「だからあげるってば。あ、言っとくけどね、引っこ抜ぬいたんじゃないよ。可か哀わい想そうだからね。落ちてたのを拾ったんだ。それならいいでしょ？」

　ジャスティスは、いつもの満面の笑みを取り戻していた。

　その笑顔が眩しすぎて、ライオットは思わず顔を背そむけた。

「バカね、そんなのあたしがもらってどうすんのよ」

「うーん、髪かみに飾かざるってどうかな？　似に合あうと思うよ？」

「冗じよう談だんでしょ？　あたしに似合う？　あんた、相手見てプレゼント選びなさいよ」

　だがせせら笑うライオットに、ジャスティスは小首を傾かしげてみせた。

「おかしいなあ。女の人は花をもらうと喜ぶはずなんだけど」

「そんな古くさい知ち識しき、どこで仕入れたのよ？　正せい解かいだとしても十年早いっつーの」

「昔、母さんに花をあげたこと、あったんだ……」

　言って、ジャスティスはかすかにうつむいた。

　それ以上何も言わず、一輪の花を握にぎりしめる。

　ライオットも沈ちん黙もくし、しばし相あい棒ぼうの少年を見下ろした。

（母さんか……）

　その言葉が、ライオットの遠い記憶に重なっていく。

　顔も知らぬ希き薄はくな存そん在ざい。覚えているのは、ただその温ぬくもりだけであった。

「わかったわよ、もらっとく！」

　ライオットは面めん倒どうそうに言うと、ひょいと花をジャスティスから取り上げた。

「でも次はもっときれいな花見つけなさいよ。あたしを飾るのにこれじゃあ、淋さびしすぎるじゃない、いいわね？」

「うん、僕、もっときれいな花、探さがしてあげるよ！」

　ジャスティスは、ライオットの背から自分の杖つえを引き抜くと、平原へ嬉うれしげに駆かけだしていった。

「早くおいでよ、ライオット！　ここ、ほんとにきれいだよ！」

「見りゃあ分かるわよ、さっきまでのへこたれっぷりが噓みたいね」

「なんだかさあ……こんなところでずっと暮くらせたらいいのにね！」

　何気なく、ジャスティスは言ってみせた。

　しかしその言葉は、ライオットの四し肢しに微び弱じやくな震ふるえをもたらしていた。

（こんなところでずっと暮らせたら……か……）

（ずっと暮らす……誰だれかと……）

　思いを巡めぐらせ、ライオットは捨すて鉢ばちに笑った。

　そんな時が来るはずがないのだ。人として生を受けたはずなのに、ライオットの身体からだは人工筋きん肉にくと人工臓ぞう器きで埋うめ尽つくされている。手足の末まつ端たんまで武ぶ器きを埋め込こまれた戦争の権ごん化げ、戦せん鎧がい鬼き。それがライオットである。

　幸福な暮らしなど、人生のどこにも見あたらなかった。探すことすら諦あきらめている。

（今さら……）

　もう一度笑って、ライオットはジャスティスの後を追っていった。




　バザラの宿場は、悠久平原を貫つらぬく街かい道どうに位置していた。

　アトラス地方とギアナ地方の境きよう界かいに接せつするこの地には、未いまだ都市国家の類たぐいは建けん設せつされていない。その代わりに無数の開かい拓たく村むらが点在していた。バザラの宿場は、その開拓村を繫つなぐ地方ネットワークの中心地のひとつのはずだった。しかし……

「待って、ジャスティス」

　宿場の入り口に達した時、ライオットは静かに警けい告こくした。

　すでに日は地平線に沈しずみかけ、周囲は夕暮れ時を迎むかえている。オレンジ色の空を背はい景けいに、十数軒の家屋から成る宿場は黒いシルエットを浮うかび上がらせていた。

　だがこの時じ刻こくだと言うのに、宿場には明かりひとつ点ついてはいない。夕ゆう餉げの支し度たくの気配も、一日の仕事を終えた人々の賑にぎわいも皆かい無むである。

「さっきから鼻が感づいてるのよ、ったく」

「うん、僕も気づいてた」

　言いながら、ジャスティスも杖を両手に握にぎりしめ、すり足で態たい勢せいを整えている。

　少年とは言え、ジャスティスはこの世に巣くう邪じや悪あくと戦う職しよく責せきにあった。

　彼も辺りに充じゆう満まんした血の臭においをすでに嗅かぎ分けている。

　傭よう兵へいライオットにとっても、死し臭しゆうは慣なれっこだった。好ましい臭いではないが。

「何かあったらすぐ声に出すのよ、いいわね」

　いつもの指し示じを出し、ライオットは宿場を貫く通りへ歩を踏ふみだしていった。

　音もなく背から電でん磁じ大たい剣けんを引き抜き、左右に視し線せんを放つ。

〈全人工筋肉、リミッター解かい除じよ〉

〈魔導線ノイズスキャナー起動、自動照しよう準じゆん機き能のうに接せつ続ぞく〉

　ライオットの網もう膜まくを、素す早ばやく表ひよう示じ文字が流れていく。全身の戦せん闘とう機能を準じゆん備び状じよう態たいに移い行こうした戦鎧鬼は、暮れていくバザラの宿場をゆっくりと前進していった。

　左右に並ならぶ商店に人の気配は無く、古ぼけた看かん板ばんたちが風に揺ゆられて軋きしんでいる。

（どっちだ……？）

　次し第だいに強まる血の臭いを求め、ライオットは視線を巡めぐらせ続けた。と、背はい後ごで……

「ぐっ……！」

　ジャスティスの喉のどが、思わず悲鳴を漏もらした。

　その驚きよう愕がくに気づき、ライオットが素早く少年に振ふり返った。

「どうしたの、ジャス……っ！」

　ライオットはジャスティスの視線の先に気づき、沈ちん黙もくと共にその場から後ずさった。

　二人の目の前には、宿場の中央に位置する交差点が現あらわれていた。

　不意に湧わき起こった突とつ風ぷうが通りを駆かけ、ライオットの鼻に強きよう烈れつな悪臭を突き立てる。

　だが臭いなど問題ではなかった。

　交差点の中央には、何本もの不気味なオブジェが屹きつ立りつしている。

　それは大地に突つき刺ささった長大な槍やりの群むれであった。

　等とう間かん隔かくに並んだその槍には、びっしりと人間の首が突き重ねられている。

　男、女、老人、子こ供ども……みな頭とう頂ちようから穂ほ先さきを突き刺され、顎あごの下へ貫かれていた。

　したたる鮮せん血けつは、大地にどす黒い血ち溜だまりを描えがいている。

　死臭は、そのオブジェが発しているものだった。

「……なんて……」

　ライオットは、それしか口に出せない。今まで何度となく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくを見てきた彼女にしても、これほど残ざん忍にんな殺さつ戮りくを目にしたのは初めてだった。

　槍は十二本。およそ百人の首が晒さらされている。宿場の者であるのは明白だった。

「血けつ盟めい者しやの仕し業わざね……それ以外、考えられないわ。けど……」

　ライオットの脳のう裏りに、つい数時間前の光景がよみがえった。

　暖かい陽光の温ぬくもり。緑広がる平原。胸むねにしまった白い大輪の花。

「やっぱりここも新大陸ってことね……」

　やりきれぬ思いを込めて、大きく息を吐はく。

　だがジャスティスは、その言葉に全く反はん応のうしなかった。

　ただじっと、殺さつ戮りくのオブジェを凝ぎよう視ししている。そして不意に歩み出す。

「ジャスティス？」

　ライオットの呼びかけにも応こたえず、少年は一本の槍に歩み寄よった。

　苦く悶もんにねじ曲がった犠ぎ牲せい者しやたちの首が、血にまみれて連なっている。

　それを間近に見つめ、ジャスティスは喉の奥おくをひくつかせた。

「同じだ……」

「同じ？　なにが？」

「十二本の槍……晒された首……」

　そこまで言った時、ようやくライオットも気づいた。

　同時に、背筋を冷たい電光が走り抜けていく。

「噓うそでしょ、ジャスティス……」

「同じなんだよ……父さんがいなくなった時と……」

　恐きよう怖ふを顔に滲にじませ、ジャスティスは錯さく乱らんした声を震ふるわせた。

「二年前の……あの時と……」

　つぶやくジャスティスの横顔に、ライオットも総そう毛け立だった。

　ジャスティスに蘇よみがえった記き憶おくこそ、全すべての物語の始まりに等しいはずだ。

　たとえどれほど忌いまわしいものであろうとも……




　あの時、ジャスティスは暗黒の中でもがき続けていた。

　一いつ切さいの衣服をはぎ取られ、強きよう靭じんな拘こう束そく空間の中を泳ぎ続けていた。

（お教えください、お願いです……）

（僕ぼくが何をしたのですか……）

（僕は何の罪つみで、この喚かん問もんを受けているのですか……）

（お教えください、虹にじ色いろの教きよう皇こう陛へい下か……）

　至し高こうの存そん在ざいに対して、何時間も問いかける。

　いや、あれは数日間だったかもしれない。または数週間だったのかも。

　だがジャスティスは息苦しい闇やみの中に放置され、答えも得られないでいた。

　そして朦もう朧ろうとする意い識しきにようやく呼よびかけた声は、酷ひどく冷たいものだった。

〈見つかったそうです、ジャスティス〉

（誰だれが……ですか……？）

〈貴き官かんの父、アイゼンの部下たちです〉

　声は女のものだったが、憮ぶ然ぜんとした怒いかりを秘ひめているのは確たしかだった。

　それでもジャスティスは、思わず安あん堵どの息を漏もらしていた。

（良かった……心配してたんです……）

〈でしょうね〉

（見つかったのは誰なんです……ゾック様……リミア姉さん……ウラールさん……）

〈全員です。十二人全員〉

（本当に……本当に全員……！）

　その歓かん喜きで、ジャスティスは自分が受けている辛しん酸さんを忘ぼう却きやくした。

　喜びの涙なみだが頰ほおを伝ったのも昨日のことのように覚えている。

（みんな無事なんですね、ああ、創世神かみ様さま……）

　だが、ジャスティスは気づいていなかった。

　自分を見つめる無数の視線に。

　疑ぎ念ねんと憤ふん怒ぬに満ちた、教皇たちの視線に。

（それで父はどこに？）

（みんな、父の居い場ば所しよは知らないんですか？）

（父がどこに消えたか、知らないんですか？）

　問いかけたジャスティスに、教皇の女声が冷ややかに応こたえた。

〈聞いてご覧らんなさい、彼ら自身に〉

〈できるなら私も、問うてみたいのですが〉

　そして、暗黒が晴れた。

　唐とう突とつに視し界かいが開け、ジャスティスの目前に広こう漠ばくたる世界が広がる。

　できれば見たくはなかった。

　それは暗黒より無む慈じ悲ひな、物語の始まりだった。

（リミア姉さん……）

　虚うつろな声で、ジャスティスはその首に呼よびかけた。

　長い槍やりに貫つらぬかれた血ち塗まみれの首。

　だがそれは確たしかに、姉のように慕したっていた女聖せい騎き士しのものであった。

『こちら都市国家ビゼルタ、聖騎士リミアの遺い体たいを収しゆう容よう。生存住民無し』

『こちら都市国家ラランヌ、聖騎士オラフの遺体を収容。生存住民、発見できず』

『こちら都市国家ナルオラ、聖騎士ウラールの遺体を収容。住民を捜そう索さく中ちゆう』

　誰かの声と共に、目前の映えい像ぞうが切り替かわる。

　だが映うつし出されるのはいずれも、廃はい墟きよに取り残された見知った首ばかりだった。

（みんな……みんな、どうして……）

〈私も教えて欲ほしいのです、その答えを〉

　嗚お咽えつするジャスティスに、教皇の声が問い返した。

〈なぜ彼らは、遠い南極の地で死んだのです？〉

〈なぜ彼らは、遠い南極の地に行ったのです？〉

〈なぜ貴官の父は、彼らを南極の地に連れていったのです？〉

〈貴官の父は、十二の都市の百二十万の民たみをどうしたのです？〉

〈答えるのです、ジャスティス……！〉

　詰きつ問もんの声がジャスティスの意い識しきの中で反はん響きようした。

　思わず耳を塞ふさいで、かぶりを振ふる。

（僕は知りません、何にも……何にも……！）

〈噓うそを申すな、ジャスティス！〉

　突とつ然ぜん、凜りんとした若わかい男の声が問いただす。

〈ならばその印はなんだ！　己おのれの手をよく見てみよ！〉

　言われて、ジャスティスは自分の両手を見下ろした。

　視界が真っ赤に染そまる。

　妖よう光こうを放つ正体を知った瞬しゆん間かん、ジャスティスは意識を失った。

　悪あく夢むだと思いたかった。

　だがその悪夢と、もう二年も戦い続けていたのだ。




　全すべては、そこから始まったのだ。ジャスティスの苦く難なんも、ジャスティスの旅も。

　何ひとつ手がかりのない二年間。

　だが眼がん前ぜんの残ざん虐ぎやくな光景は、ジャスティスが探さがし求める父を鮮せん烈れつに思い出させたのだ。

「どうしてここに……どうしてなんだ……」

　ジャスティスはうわごとのように繰くり返し、辺りに視し線せんを泳がせる。

　自分の杖つえを放ほうり出すと、暮くれゆく宿場に声を張はり上げた。

「父さん、僕だよ！　返事してよ、父さん！　父さん！」

　やおら近くの商店に駆かけ込こみ、無人の店内に叫さけび続ける。

「どこにいるんだよ、父さん！　いるんだろ！　父さん！　父さん！」

　次々に扉とびらを開け、商品を蹴け散ちらし、つまずいても呼びかけを止めようとはしない。

　ライオットは、その狂きよう態たいを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

（ジャスティス、あんた、そんなに……）

　会いたかったのか……今さら、思い知らされていた。

　たとえ父親を探す旅であろうとも、わき目もふらず尋たずね歩いたわけではない。

　ジャスティスは、頼たのみにされれば喜んで自分の力を貸かし、寄り道は惜おしまなかった。

　我が慢まんするのではなく、ただ純じゆん粋すいに人々を助けることに尽じん力りよくした。

　むしろライオットがいらつくほど、目的を先さき延のばしにしてきたのだ。しかし今……

「父さん！　父さん！」

　悲しいほどに、父親の姿すがたを求めていた。

　ライオットは、胸むねに溜たまった何かをこらえ、ジャスティスの元に駆け寄った。

「落ち着くのよ、ジャスティス。落ち着いて」

「だってここには父さんが……きっと父さん、ここに……！」

「そんなの分かんないわ。いなくなった状じよう況きようが同じなだけよ」

　強く少年の手首を引くと、その手に拾い上げた杖を握にぎらせた。

「相手は、まだこの辺りに潜ひそんでるかもしれないわ。勝手に歩き回っちゃ危あぶないわよ」

　有う無むを言わせぬ声のはずだった。

　だがジャスティスは、きっぱりライオットの手を振り払った。

「嫌いやだよ、ライオット！　僕はここで父さんを探す！　父さんの手がかりを探すんだ！　何かあるはずだよ！　お願いだから！」

「ジャスティス！　あんたのためよ！」

　ライオットも、声を荒あららげた。

「聞いて、いつものあんたじゃない。そんなに動どう揺ようしてどうすんのよ」

「動揺ぐらいするよ！　だってようやく……」

「聞くのよ、聖戦官クルセイダージャスティス！」

　雷らい鳴めいのような声で、叩たたきつけた。

「あんた、いつも言ってるじゃない。邪じや神しんや血けつ盟めい者しやは人間の心の隙すき間まにつけ込むって。今のあんたを倒たおすなら、下級の邪神でも十分なはずよ」

　その言葉に、ジャスティスは息を吞のみ込こんだ。

　たとえ十三歳さいでも、邪神と戦うために選ばれた神の代理人……聖戦官クルセイダーとしての責せき任にん感かんは人一倍強かった。その証あかしである聖せい戦せん杖じようをぎりぎりと握にぎる。そして大きく息を吐はいた。

「ごめん、そうだね……ほんとだね……」

　少年はおもむろに振り返ると、痛いたましい光景に十字を切る。

　弔とむらいの祈いのりすら忘わすれた自分を恥はじているのか、瞑めい目もくはいつもより長いものだった。

（けど、ほんとにこれは……）

　ライオットも、冷静に周囲を見み渡わたした。

　ジャスティスをたしなめはしたが、手がかりが欲ほしいのは彼女とて同じだ。

　何か見つけてあげたい。そう思った時……

「ジャスティス！」

　ライオットは、鋭するどく警けい告こくの声を放った。

　少年が握る聖戦杖の頂ちよう上じようで、希き宝ほう石せきメタライトが赤い怪かい光こうを発したのだ。

　ジャスティスもまぶたを開き、尋じん常じようではない気配の現げん出しゆつに身をひるがえした。

「向こうだ、ライオット！」

　二人は同時に、背はい後ごに視し線せんを向ける。

　夕日に照てらされた街路に、一いち迅じんの風が突とつ如じよふくらみ過すぎ去っていく。

　その直後、大地に幾いくつもの歪ゆがみが生じた。波は紋もんの如ごとく、次元を隔へだてる不可視の壁かべがゆらぎ、異い世せ界かいから青緑の肉体が徐じよ々じよに姿を現あらわした。

《デア……デア……イデル……》

《ブゾルニエ……デア……デア……ゾエル……》

　ぬらぬらと濡ぬれ光る骨ほね張ばった脚あしが、次元歪わい曲きよくの中から蠢しゆん動どうする。

　やけに長い三本の指を有した脚は、蜘く蛛もめいてガサゴソとせわしない。

　脚はやがて四本に達し、腕うでの根本に球形の胴どう体たいが据すえられていた。

　胴体はさながらヤドカリに似にた甲こう殻かくを有し、その中に潜ひそんだ本体は姿を見せない。

　ただ甲殻の隙間から、白い粘ねん液えきをだらだらと垂たれ流すだけであった。それが四体。

「放出魔導ノイズ線量、四〇〇超こえてるわ」

「邪神伯級イフリート・クラスか、こいつらがこの村を……」

　言いかけて、ジャスティスは右に飛んだ。

　同時に先頭の二体が、甲殻の中から勢いきおい良く粘液を吐き飛ばす。

　大きく後方へ飛び退のいたライオットも、間かん一いつ髪ぱつその攻こう撃げきを回かい避ひした。

　粘液が着ちやく弾だんした地表は、じゅうじゅうと音を立てて溶よう解かいしていく。

「分かんないけど、切り抜ぬけるわよ！」

　ライオットは射しや撃げきをかわすべく、細い路地へ飛び込んだ。

　ジャスティスも反対側の商店へダイビングする。

　それを追って、四体の邪神も左右に散った。

　疾しつ走そうに近い、巨きよ体たいとは思えぬスピードで商店に突つっ込こみ、路地へ殺さつ到とうする。

《デア！　ゾエル！　デア！》

　奇き態たいな言語をわめきながら、四本の脚で家屋の壁かべをぶち抜き、家具を蹴け倒たおす。

　再ふたたび通りへ駆かけ出すジャスティスめがけ、矢や継つぎ早ばやに粘液を射出した。

「こいつら、早いっ！」

　叫さけびながら、ジャスティスは商店の窓まどガラスに体当たりをくらわす。無数の破は片へんと共に大地に転がると、素早く態たい勢せいを整え聖せい戦せん杖じようをかまえた。

「第一撃テイク・ワン！」

　右手の指を器用に曲げ、印を結ぶ。

　ジャスティスは、その聖せいなる印を商店で暴あばれ回る二体に突きつける。

　だが背後から、ライオットを追ったはずの一体がきびすを返して舞まい戻もどっていた。

　長い前脚を振り上げ、少年の背に鉤かぎ爪づめを振ふり下ろす。

《デア！　ゾエル！　デア！》

「頭下げな、ジャスティス！」

　しかし邪神の咆ほう哮こうを制せいするように、ライオットの怒ど声せいが急追した。

　地を蹴った戦せん鎧がい鬼きは舞うように跳ちよう躍やくすると、大上段から一気に電でん磁じ大たい剣けんを叩たたきつける。

　まず邪じや神しんの前脚を一本、ど真ん中で断たち割わると、大剣の刃はを猛もう速そくで跳はね上げた。

　続けて残ったもう一本の前脚を下から斬きり飛ばす。

　刃の長さ一メートルを超える巨大な得物だ。それを軽々と、小こ枝えだの如ごとく振ふり回す。

　人間に許ゆるされた力ではない。脳のう以外の全身を機械化し、無数の武ぶ器きを内ない蔵ぞう、戦せん闘とう機き能のうを特化させた人じん造ぞう生命体だからこそ為なせる技わざだ。

　殺さつ戮りくと破は壊かいの権ごん化げ、戦鎧鬼。

　望んで得た力ではないが、戦場こそライオットの生きる場所であった。

《デア！　ゾエル！　デア！》

　二本の脚を失った邪神は、悶もん絶ぜつしながらも突とつ進しんを継けい続ぞくする。

　切断された脚から青緑の体液を振りまき、なおもジャスティスに食らいつこうとする。

　ライオットは大剣を右手のみに握にぎり替かえ、素す早ばやく左腕の義ぎ手しゆ部分を引き抜いた。

「しつこいし、うるさいっ！」

　五・五六ミリ小型ガトリング砲ほうの黒い銃じゆう身しんが、剝むき出しになる。

　束ねられた三本の銃口を邪神に向け、問答無用とばかり銃じゆう弾だんを叩き込む。

　物理的攻撃をよせつけぬ邪神の肉体だが、至し近きん距きよ離りから、しかも聖せい鋼こうゾダニウムの弾丸を浴びせられてはたまらない。否いや応おうなく、後こう退たいを強しいられた。

　そしてライオットがまず一体を撃げき退たいする間に……

　ジャスティスは、結んだ指先に思念を込めていた。

　その聖なる印は、少年の持つ杖に至し高こうの力を降こう臨りんさせている。

　全すべての父にして全ての母。造物主。

　創そう世せい神しんアイオロスが、彼の力……奇跡サウンドをこの少年に託たくしたのだ。

　邪じや神しんと戦う者にして神の代理人、聖戦官クルセイダージャスティスに。

「迂回衝撃弾ラウンダバウト！」

　指先から飛び出した聖光が、四つに分かれ飛ひ翔しようする。攻撃用奇跡アタツク・サウンドは、商店から飛び出した二体の邪神に正面から突進した。が……

《デア！　ゾエル！　デア！》

「ばかなっ！」

　邪神の咆ほう哮こうと、ジャスティスの声が交こう叉さする。

　二体の邪神が前脚を左右に開くと、その間に赤いプラズマが帯おび状じように展てん開かいした。

　ジャスティスの放った奇跡サウンドは、まともにその遮しや蔽へい幕まくに激げき突とつし、四散する。

「奥おくの手があったか！」

　歯は嚙がみしながら、ジャスティスはライオットと背せを合わせる。

　四体の邪神はあらためて包囲の輪を狭せばめ、奇跡サウンドに対抗するプラズマを放ち続けた。

「ジャスティス、こいつら迂回衝撃弾ラウンダバウトじゃ物足りないってよ！」

「分かってる、神聖炎熱堕撃パイロマニアで倒たおすよ！」

　少年は新たに、より強力な奇跡サウンドの召しよう喚かんにとりかかろうとした。

　当然ライオットは時間を稼かせごうと、腰こしの手しゆ榴りゆう弾だんに手を伸のばす。

　だがその背はい後ごで、不意にジャスティスが地に膝ひざを落とした。

「ジャスティス、なによ……」

　迫せまる邪神から一いつ瞬しゆん視し線せんを逸そらし、相あい棒ぼうに振り返る。

　そこにはぶるぶると震ふるえ、己おのれの手を見下ろすジャスティスの姿すがたがあった。

「あ……ああっ……」

　ジャスティスの声は、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふが入り交まじったものだった。

　少年の手の甲こうが左右とも、赤く明めい滅めつを始めている。

　その中心には、奇き怪かいにねじくれた紋もん様ようが不気味に浮うかび上がっていたのだ。

「う……噓うそでしょ……ジャスティス……」

　ライオットも、その光景が信じられなかった。

　大陸に住む者なら知らぬ者などいない、邪じや神しん帝ていルシフェルの紋もん章しよう。
















　ジャスティスの意い志しには関係なく、三度の奇跡サウンドを召喚すると、現あらわれる邪悪の印。

　だがジャスティスはまだ、一度しか奇跡サウンドを行使していない。

　しかし確たしかに少年の手には邪じや宗しゆう紋もんが現れ、彼の意い識しきは急速に薄うすらいでいった。

「ラ、ライオット……」

　聖せい戦せん杖じようがからりと地に転がり、ジャスティスも続いて昏こん倒とうする。

　ライオットは、素早く義手を左ひだり腕うでにはめ、その華きや奢しやな身体からだを横よこ抱だきにひっつかんだ。

「なんで今なのよ、ジャスティス！　なんで！」

《デア！　ゾエル！　デア！》

　一いつ斉せいに邪神たちも突とつ進しんを開始する。

　四方向から突っ込む巨きよ体たいに、大たい剣けんを背に戻したライオットは迷まよわず上空へ飛び上がる。

　最も近い一体めがけ空を蹴けり、急きゆう迫はくする前脚をかいくぐる。

　甲こう殻かくを蹴って、さらに跳ちよう躍やく。右手に聖戦杖、左手にジャスティスを抱かかえ、戦せん鎧がい鬼きは強ごう引いんに包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした。

（あたし一人じゃ無理だ！）

　いくらライオットが人外の戦せん闘とう力りよくを持つとは言え、邪神伯級イフリート・クラス四体を相手にするのはあまりに無む謀ぼうであった。ジャスティスの奇跡サウンドなくして、勝利はない。

　だがそれよりライオットは、この場に満ちた罠わなの臭においにようやく気づいていた。

　誰だれかに操あやつられているとしか思えない。

　かつてない敵てきの存そん在ざいを察し、ライオットの鼓こ動どうが速まっていく。

　その焦しよう燥そうをあおるように、邪神たちは苛か烈れつな追撃を開始した。

《デア！　ゾエル！　デア！》

　逃にげるライオットの周囲に、粘ねん液えき弾だんが次々と撃うち込まれる。

　最前とは異ことなり、今度は爆ばく裂れつする粘液だ。大地が震ふるえ、土つち塊くれが飛ぶ。

　路地に逃げ込めば、左右の家屋ごと爆ばく砕さいする。

　頭上から降ふり注ぐ木もく片へんに、ライオットは悲鳴を発した。

「目を醒さまして、ジャスティス！　あんたの力、こんなもんじゃないでしょ！」

　だが腕の中の少年は、ぐったりと青ざめた顔を晒さらしている。

「ジャスティス！　起きてよ、ねえ、ジャスティス！」

《デア！　ゾエル！　デア！》

　突とつ然ぜん、爆発が立て続けに起こった。しかも間近で。

　悟さとった時には、ライオットの身体は十数メートル先まで吹ふき飛ばされていた。

「ああああっっ！」

　手からジャスティスの聖戦杖がこぼれる。少年を抱きしめ、戦鎧鬼は地に転がった。

　衝しよう撃げきで網もう膜まくの表ひよう示じ文字がゆらぎ、戦鎧鬼は骨こつ格かくが砕くだけるような激げき痛つうにあえいだ。

「がっ……ああっ……」

　唇くちびるが大地に押おしつけられた。赤い髪かみに土と砂すながまとわりつく。

《デア……デア……イデル……》

《ブゾルニエ……デア……デア……ゾエル……》

　勝利を確かく信しんしたのか、邪じや神しんたちは悠ゆう然ぜんと二人に接せつ近きんする。

　気配を察して、ライオットは痛いたむ頭を強ごう引いんに振り払った。

「やらせはしないよ……」

　ライオットは、諦あきらめずに視し線せんを飛ばした。

「あんたら如ごときにやらせはしないよ、聖戦官クルセイダージャスティス様をね……！」

　尽つきたかに思えた力を、最後の一いつ滴てきまで振り絞しぼる。

　たとえ死んでもかまわない。

　いや、死ぬまで戦わねば気が済すまなかった。ジャスティスを守るために。

　だが腕の中の少年は、昏倒したままだ。

　ライオットはゆっくりと身を起こし、邪神の前に立ちふさがろうとした。

「死んでもこの子だけは守ってやるさ……かかってきな！」

　ぎちぎちと軋きしむ邪神の節足に、ライオットは痛む腕を腰に伸ばした。

（一発放てば、その隙すきになんとか……）

　かすむ視し界かいに邪神を捉とらえながら、ライオットの手が拳けん銃じゆうを探さがし求める。

　だが唐とう突とつに、彼女の目前が純じゆん白ぱくに覆おおわれた。

　痛む頭を振り払って、もう一度まぶたを開く。

　いつの間にかライオットの前には、白い装そう甲こう鎧よろいに包まれた背せ中なかが直立していたのだ。

　振り返ったのは、白はく髪はつを肩かたまでなびかせた若わかい男であった。

「動くなよ、すぐに終わる」

　淡あわい緑色の瞳ひとみに見み据すえられ、なぜか急にライオットの心が安らいだ。

　あの眩まぶしい陽光に照てらされた、ざわめく緑の森の色。

　こんな戦いのさなかだと言うのに、ライオットは男の瞳を美しいと感じていた。

「あ、あんたは……？」

　だが声を発した途と端たん、ライオットの意い識しきが暗転する。

〈許きよ容よう度ど外の衝撃が動どう力りよく炉ろに波は及きゆう。再さい点てん検けんの必要があります〉

〈起動中の全機能、一時強きよう制せい終しゆう了りよう〉

〈全機能再点検開始。点検終了後、再起動します〉

　最後のメッセージを網もう膜まくに読みとり、ライオットはその場に崩くずれ落ちた。

「なんだってそこまで戦う……」

　男は尖とがった顎あごを撫なでると、不思議そうにライオットを見下ろした。

　やがてその視線が、隣となりで倒れるジャスティスの赤い紋もん章しように吸すい寄よせられる。

　一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ後、大きく吐き出す。

「こいつのために……か……」

　白髪を搔かき、呻うめくようにつぶやいた。そしておもむろに振り返る。

　四体の邪神伯イフリートは、そろって前脚を振り上げ、その鉤かぎ爪づめに緑の電光をまとわせていた。

　攻撃用魔導アタツク・ノイズの輝かがやきが、男の顔を無ぶ遠えん慮りよに照らす。

　だが男は目を伏ふせもせず、微び笑しようすらこぼして語りかけた。

「行けよ。用はない」

　説くような声で、邪神たちを睥へい睨げいする。

「帰って主に伝えろ。二度とこの地に手を出すなとな」

　だが邪神たちは、咆ほう哮こうでそれに答えた。魔導ノイズの電でん撃げきを、男に向けて解とき放つ。

　それでも男の微笑は、消きえ失うせなかった。

　空にはひとつの星もなく、ただ暗黒が広がろうとしている。

　全すべての星座を失った、新大陸の夜空であった。







　　　【第一章　ワイルダー村／将しよう星せい】







　かつて惑わく星せいには、八大陸があったと言う。

　創そう世せい神しんアイオロスの庇ひ護ごの下もと、人類文明は長き繁はん栄えいの時代を過すごしてきた。

　だが邪じや神しん帝ていルシフェルが、その時代に終しゆう止し符ふを打った。

　数億に及およぶ邪神群ぐんを率ひきい、創世神を暗黒の彼方かなたへと追放したのだ。

　強大無む比ひな魔導ノイズによって星座は四散し、太陽は妖よう雲うんにかき消された。

　八大陸は激げき突とつし、変動は八十億の人類を炎ほのおと津つ波なみの中に吞のみ込こんでいった。

《古代災厄オールド・ハザード》。そう呼よばれる終末から、すでに二千年。

　滅めつ亡ぼうを逃のがれた人類は、未いまだ邪神との戦いを新たな大陸で展てん開かいしていた。

　新大陸フロンテイア。邪神と人間の戦場であった。




　辺りにはなにも無かった。

　ただ真っ白い空間がどこまでも広がっている。

　ライオットは、その白い世界をもう何年も彷徨さまよっているかに感じていた。

（ジャスティス）

　少年の名を呼よんでみる。

　すると遥はるか彼方かなたに、白い聖せい衣いを着たジャスティスの姿すがたが忽こつ然ぜんと現あらわれた。

　こちらに背せを向け、ただじっとその場に立ちつくしている。

（ジャスティス、何してるの？）

　呼びかけても答えはない。

　近づこうとしても、ライオットの脚あしは容よう易いに前に進まない。

　からみつく白い闇やみを振り払って、ライオットはもう一度少年の名を呼んだ。

（ジャスティス、あたしよ。聞こえないの？）

　その声でようやく、ジャスティスが反はん応のうした。

　焦じらすようにゆっくりと、ライオットを振ふり返る。

（聞こえてるよ、ライオット）

（僕ぼく、父さんに呼ばれてるんだ）

　少年は水色の瞳ひとみを輝かがやかせ、幸せそうに微笑ほほえんでみせる。

（父さんって……あんた、父さんに……）

（うん、会えたよ。やっと会えたんだ）

　唐とう突とつな告白に、ライオットの胸むねがきりきりと痛んだ。

（そ、そうだったの……良かったわね、ジャスティス）

（ありがとう、ライオットのおかげだよ）

　嬉うれしげに笑うジャスティスは、優やさしくライオットに手を振った。

（だから僕たちの旅ももう終わりだよ）

（今までありがとう、ライオット。じゃあお別れだね）

　その言葉で、ライオットの喉のどの奥おくに何かがこみ上げてきた。

（そうね……あんたはこれから……）

（父さんと一いつ緒しよに行くよ。ライオットはどうするの？）

　小首をかしげたジャスティスの姿が遠のいていく。

（僕と別れて、君はこれからどうするの？）

（どこか行くところがあるの？）

　唐突に、ライオットの足あし下もとの床ゆかが崩くずれ落ちた。

　ジャスティスの笑顔が急速に遠のいていく。

　ライオットは、その少年にすがるように手を伸のばした。

（あたし……あたしが行くところなんて……そんなところ……）

　世界が暗転し、暗黒に吞のまれた。

　それでもライオットは、遠ざかる少年に必死に手を伸ばし続けていた。

（ジャスティス……あたしは……あたしは……）




「ジャスティス！」

　もがいた手が、シーツをきつく握にぎりしめた。そして驚きよう愕がくする。

（シーツ……ベッド……！）

　跳はね起きたライオットは、薄うす暗くら闇やみに目をこらした。

　人工網もう膜まくに、静かに表ひよう示じ文字が列を成していく。

〈動力炉ろ、再さい点てん検けんを完かん了りよう〉

〈全ぜん機き能のう再点検完了。再起動、完了しました〉

　寝ね汗あせをぬぐったライオットは、室内を一望した。

　丸太で組まれた簡かん素そな小部屋。小さなベッドに、ライオットは身を起こしていた。

　隣となりのソファではジャスティスが毛もう布ふにくるまれて眠ねむり、室内は物音ひとつしない。

　傍かたわらには、ライオットとジャスティスの荷がまとめられている。大たい剣けんも聖せい戦せん杖じようも。

　窓まどの外は暗く、網膜に点灯する時じ刻こく表示は深夜を示しめしていた。

　部屋に満ちた丸太の香かおりを吸すい込こみ、ライオットは大きく深しん呼こ吸きゆうする。

「なんなの、これ……」

　状じよう況きようがまるで見えず、ライオットは額ひたいを手で覆おおった。

　身体からだは、いつもの皮ひ革かく鎧よろいをまとったままだ。外がい傷しようもない。四体の邪神伯イフリートはどこに行ったのか、どうやってあの危き地ちから脱だつしたのか。皆かい目もく見当がつかなかった。いや……

（あの男……）

　ようやく、その微び笑しようを思い出す。

　同時に、部屋の隅すみから椅い子すが軋きしむ音が聞こえてきた。

「寝起きが悪いようだな」

　ライオットは、ぎくりと鼓こ動どうを高鳴らせた。

　気配すら気づかなかった。聞き覚えのある若わかい男の声。

「誰だれなのっ！」

「レギオス」

　誰すい何かの声に、男はゆっくりと名乗りを上げた。

「この家の主だ。それぐらいは教えてもいいさ」

　そう言って男は椅子から立ち上がり、ランプを手にライオットのベッドに近づいた。

　肩かたまで流れる白はく髪はつ。緑色の瞳ひとみ。確たしかにバザラの宿場に現れた男だ。

　しかし咄とつ嗟さに戦せん鎧がい鬼きは、腕うでに仕込んだ炎熱刀ヒート・ブレードを起動しかける。

　だが気配を察して、レギオスと名乗った男は小さく笑った。

「よすんだな。子こ供どもが寝てる」

「それ以上、近づくと……」

「いいから……夜中に迷めい惑わくだよ」

　微笑ほほえんで、すっとライオットの間合いに入った。

　ライオットは、呆あつ気けにとられた。間合いに入られれば、即そく座ざに撃うつのが彼女の鉄てつ則そくだった。だがレギオスは、難なんなくそのタイミングをかわしている。

　殺気を寸すん前ぜんで見切られ、ライオットは憮ぶ然ぜんとするしかなかった。

「あんたが助けてくれたの？」

「そうかもしれん。そうでないかもしれん」

「なによ、それ。あんた、誰だれなの？」

「聞きたいのか？　俺おれにはどうでもいいんだけどな。お前が誰なのか、お前の連れの子供が誰かなんて事はね」

　レギオスは、ライオットのベッドに腰こし掛かけると、ジャスティスの寝顔を覗のぞき込んだ。

　ライオットは息を吞のみ、その横顔を睨にらみ付ける。

　ランプの灯ひに照らされたレギオスの表ひよう情じように、邪じや気きは微み塵じんもなかった。

　だがライオットには分かっている。この男、油ゆ断だんはしていない。

　しかもその警けい戒かいぶりを微塵も表に出してはいない。

（くえない奴やつ……）

　不ふ快かいではないが、愉ゆ快かいでもなかった。

　二十歳はたちほどであろうか。それにしては、妙みように老成したような雰ふん囲い気きがある。

　装そう甲こう鎧よろいは脱ぬいでいたが、瞳には猛もう禽きんめいた強きよう靭じんさと冷れい徹てつな知ち性せいが共きよう存ぞんしていた。

　助けてくれたとしたら、何者なのか。

　相手は邪神伯イフリート四体である。決して一人で太た刀ち打うちできる敵てきではない。

　もし倒たおすのなら、かなり高位の奇跡サウンドが必要になる。少なくともジャスティス以上の。

　でなければ、邪神の仲間……ライオットは、安あん堵どするのを躊ちゆう躇ちよした。

「見たんでしょ、あんた……？」

「なにを？」

「惚とぼけなくてもいいわ、この子の……」

　言いかけて、唇くちびるを嚙かむ。

　ジャスティスは、邪じや宗しゆう紋もんを浮うかべたままでレギオスに発見されたはずだ。

　だが邪神帝ルシフエルの名を口にするのは、ライオットとてためらわれた。

「変なことを気にするんだな」

　不意に笑って、レギオスは傍かたわらのテーブルからガラス瓶びんを引き寄よせた。

「俺は怪あやしい奴なら助けたりはしない。怪しい奴なら自分の家に入れたりもしない」

「やっぱり助けてくれたんだ。けど……」

「飲めよ、声がかれてるぜ」

　レギオスは、瓶からグラスに黄金色の液えき体たいを注そそぎ込んだ。

「蜂はち蜜みつ入りのテテ茶だ。よく冷えてる」

　確たしかに、ライオットの喉のどは緊きん張ちようと疲ひ労ろうでからからだった。

　怪しむ気持ちも、レギオスの笑え顔がおにかき消されていく。

　うなずいてグラスを受け取ると、ライオットはそれを一気に飲み干ほした。

「もう一杯ぱい？」

「あ、ありがと……」

　喉のどを通るテテ茶の冷たさにようやく息を整え、ライオットは身じろぎした。

「お礼が遅おくれたけど……助けてくれてありがと」

「ん……まあ、いいさ」

「ここはどこなの？　あたしたち、これから……」

「こんな時間にややこしい話はやめようぜ」

　うなじを搔かいて、レギオスは椅い子すの方へ戻もどっていった。

「話は明日聞く。明日が来ればの話だが」

「どういう意味よ？」

「世の中、確かなことなんて何一つないって事さ。おやすみ」

　言うなり、レギオスは粗そ末まつな毛もう布ふをかぶり、椅子にもたれかかった。

　ライオットは、困こまって口をねじ曲げた。

「ちょっと、この部屋で一いつ緒しよに寝るつもりなの？」

「でかい声出すなよ、子供が起きる」

「あ……だけど椅子で寝るなんて……」

「俺のベッドはお前が使ってる。だからこれでいいんだ」

　面めん倒どうそうに顔を背そむける。そのレギオスの背せ中なかに、ライオットは頭を下げた。

「何度も言うけど……ありがと」

「いいさ。お前は客だし、お前は女だ」

　その言葉に、ライオットはシーツをきつく握にぎりしめた。

「あたし……普ふ通つうの女じゃないわ」

「じゃあ、特別な女って事か。それもいいな」

　それだけ言って、さっさと寝息をたて始める。

　広い背中が呼こ吸きゆうする姿すがたに、ライオットはなぜだか微笑ほほえみがこぼれた。

（まだあたし、名前も言ってないのに）

（変な奴……）

　ふと、握りしめたシーツの匂においが感じられた。

　レギオスと同じ匂いがする。身体からだの緊張が解とけ、心が安らぐ。

　と、隣となりのソファでジャスティスが寝ね返がえりをうった。

「う……んん……」

　毛布の裾すそがめくれ、小さな手が中からこぼれ落ちる。

　その手は、白い包帯で覆おおわれていた。まだ邪宗紋は完全に消えてはいないはずだ。

　しかし包帯は、忌いまわしい紋もん章しようを完全に隠かくすように、厚あつく丁てい寧ねいに巻まき付けてあった。

（レギオス……）

　ジャスティスの手を毛布の中に隠し、そっと寝汗を拭ふいてやる。

　そしてもう一度、ライオットは広い背中を振り返る。

　男は何も言わず、もう安らかな眠ねむりの中に埋まい没ぼつしているようだった。

（あんたいったい……）

　問いかけた思いが、壁かべ際ぎわに吸すい寄よせられる。

　レギオスのすぐ側には、小こ振ぶりな剣けんが二本立てかけてあった。

　この狭せまい室内でも、あれならば振り回すのは容よう易いだ。

（信用してんだか、してないんだか）

　推すい測そくするのを止めて、ライオットは彼の匂いのするシーツを引き上げる。

　しばし、視線はレギオスの背中に釘くぎ付づけであった。




　深い、呼こ吸きゆうの気配が闇やみにこだました。

　闇は、ときおり赤黒く変色し、唸うなりをあげて渦うずを巻く。

　歪ゆがんだ時空の奥おく底そこでは音のない雷らい光こうが駆かけ回まわり、瞬しゆん間かん辺りを照らしてくれる。

　それでも、呼吸する気配の肉体を目視することは不ふ可か能のうであった。

　そもそも肉体と呼よべるものを持っているのか。

　呼吸する暗黒。そうとしか呼べぬ存そん在ざいは、ただ時空の裂さけ目を見つめ続けていた。

　映うつし出されていたのは、静かに眠るジャスティスの横顔であった。

《やはり気になるようだな……》

　突とつ然ぜん、周囲から低い声が鳴り響ひびいた。

《いくら確かく実じつな罠わなを仕し掛かけたとは言え、まこと捕とらえたかどうか確たしかめるとは》

　周囲の暗黒が鳴動し、次元が大げさに震しん動どうする。

　と、燃もえさかる巨きよ大だいな炎ほのおが、円えん環かんを成して現げん出しゆつした。

　炎の環わは黒い影かげに近づくと、その火か勢せいをさらに強めていった。

〈少し離はなれよ、邪神王アスモデ殿どの〉

　黒い影は、ジャスティスから視し線せんを転じて、炎の環にため息を吐ついた。

〈そなたの炎は強すぎる。私は寒い国の男なのだ〉

《邪神帝ルシフエル様直ちよつ轄かつの血けつ盟めい者しやである貴き様さまが音ねを上げるとは……くくっ、やはり人間とはおかしな生き物だな。肉体を失っても故ふる郷さとに縛しばられるか》

〈邪神王アスモデ殿の炎は、かつてギアナ大陸の半分を焼き払はらった。熱くても不思議ではない〉

　黒い影は、邪神王アスモデと呼ぶ炎の環に形式的な賞しよう賛さんを与あたえた。

　邪神王アスモデも、心のこもらぬ言葉を気にもせず、ただ笑って体型を小さく整える。

　彼とて、決してぞんざいにされていい存そん在ざいではない。

　第十二位、邪神士デイモン級。その数五億体。

　第十一位、邪神長メフイスト級。その数五千万体。

　第十位、邪神鬼テイターン級。その数二百万体。

　第九位、邪神騎アーレス級。その数十万体。

　第八位、邪神伯イフリート級。その数一万体。

　第七位、邪神侯ブエル級。その数一千体。

　第六位、邪神将アーシユラ級。その数百体。

　第五位、邪神官アスタロス級。その数四十八体。

　第四位、邪神王アスモデ級。その数十六体。

　第三位、邪神帥バハムート級。その数八体。

　第二位、邪神公テイアマト級。その数四体。

　そして唯ゆい一いつ存在する第一位、邪神帝ルシフエル。

　総計約五億を超こえる邪神帝ルシフエルの軍ぐん勢せいにあって、第四位邪神王アスモデの威い勢せいは大きい。

　彼ら十六体は、かつての《古代災厄オールド・ハザード》において八大陸を撃げき滅めつした主戦力であった。

　決して血盟者ごときが、軽んじてはならない存在だ。

　しかし黒い影が血盟を結んだ相手は、絶ぜつ対たい者しや邪神帝ルシフエルなのだ。

　創世神かみを放ほう逐ちくした力の行使を許ゆるされた存在と言っていい。

　邪神王アスモデが、扱あつかいに苦く慮りよしても不思議ではなかった。

〈確実な罠か……たしかに私には、これ以上の誘おびき餌えは出せぬ〉

《謙けん遜そんだな、血盟者。邪神帝ルシフエル様の懐ふところ刀がたなにしては》

〈だが村ひとつ消したおかげで、ジャスティスはこの地にしばし留とどまろう〉

《その間にどうしろと？》

〈彼を迎むかえる準じゆん備びをしてほしい〉

　黒い影は、有う無むを言わせぬ声で厳げん命めいした。

〈それが邪神帝ルシフエル様の勅ちよく命めいなのでな〉

《では奴やつの苦行を終わらせるというのか》

〈終わればの話だ。終わらせるだけの力があるかどうか……〉

《確かめるのも貴様の役目か。分かった》

　邪神王アスモデは熱量を高めると、狡こう猾かつな哄こう笑しようを響ひびかせた。

《礼を言うぞ。ジャスティスを我われらが勢力に引き込む企くわだてに参加できるとはな》

〈三年もかかった。しくじりは許されぬ〉

《三年か……人間には長くとも、我ら邪じや神しんにはさしたる時ではない》

　言うと邪神王アスモデは、ジャスティスの姿すがたから少しだけ視し線せんを動かした。

《しかし、あの男がいる。計算外であった》

〈奴の名ならば、私も聞いたことがある〉

《奴も貴様の名ぐらい知っているのだろう？　お互たがい様だな》

　邪神王アスモデは、ごおごおと燃もえ盛さかって運命を笑い飛ばすが、血盟者はため息で応こたえた。

〈この出会いは不幸すぎる偶ぐう然ぜんだ。奴は我らが思う以上の障害になろう。だからと言って、諦あきらめはせぬがな〉

　眠ねむるレギオスの横顔に、血盟者は静かに戦意をたぎらせていた。




　窓まどから、かすかな朝日が差し込んでいた。

　そのわずかな日光から逃のがれるように、寝ね返がえりをうつ。

　だが安あん眠みんを貪むさぼるライオットの上に、だしぬけに重い何かが落下してきた。

「わーい、どすーん！」

「ぐええっ！」

　十六歳さいの娘むすめとも思えぬ悲鳴を発して、目を醒さます。

　ベッドでのたうったライオットは、慌あわてて半身をひるがえした。

「な、なんなのよ、もおっ！」

「お姉ちゃーん、朝ですよお」

　見知らぬ女の子が、ライオットの上に覆おおい被かぶさっている。

「あ、あんた誰だれよっ！」

「わたち、アンナあ」

「わたし、シーナ」

　二人、三人と立て続けに、ベッドめがけてダイビングを敢かん行こうする。

「起きなさーい、お姉ちゃーん」

「わーい、私もお！　どすーん！」

「お、重いっ……死ぬ……」

　寝ね癖ぐせのついた髪かみを搔かきむしって、ライオットは起き上がった。

　見れば隣となりのソファにジャスティスの姿はなく、毛もう布ふはきちんと畳たたまれている。

「なんなのよお、あんたたち？」

「なんなのよお、あんたたちぃ」

　ライオットの問いを真ま似ねして、アンナと名乗った女の子はきゃあきゃあ笑っている。

　寝ぼけ眼まなこで立ち上がり、ライオットは子こ供どもたちに手をひかれるまま扉とびらを開いた。

　と、レギオスの笑え顔がおがこちらに振ふり向いた。

「意外に早く起きたな、我わが家のめざましはどうだった？」

「あれで起きない奴がいたらお目にかかりたいわよ、もお」

　うんざりした声で、ライオットは背せ筋すじを伸のばした。

　部屋は、かなり広いものだった。

　中央には、木材で組まれた無ぶ骨こつなテーブルが長々と据すえられている。

　そのテーブルに、レギオスはてきぱきと朝食を並ならべていた。

　卵たまごと野菜がじゅうじゅうと音を立てる鍋なべを引ったくり、次々皿によそっていく。

　部屋にはもう熱いギアナコーヒーの香かおりも満ちていた。

「ちょっと待ってよ、何人分なの、これ？」

「今朝はお前たちがいるから十六人分だ。もっとも十三人は子供だがな」

「うそっ……まさか全部……」

「おいおい、俺おれは人間製せい造ぞう器きか？　言っておくが俺は独どく身しんだ」

「じゃあ、いったい……」

「朝食の時間にややこしい話はやめようぜ。それよりもうできるぞ」

　レギオスは、家の外を指さして微笑ほほえんだ。

「向こうに井戸がある。顔、洗ってこいよ。食事にしよう」

「あ、だけど……」

「もたもたするなよ。あいつらの食欲は一個師し団だん並なみだ。余あまったもんを残してくれるほど、うちの子供たちは甘あまくないぜ」

　そう言って、タオルを放ほうってよこす。

　受け取ったライオットは、ともかくうなずくことにした。

「分かった……ありがと」

「ついでに馬小屋にいる連中も呼よんできてくれ。ジャスティスもそっちに行ってる」

「え、なんで……」

　驚おどろいたライオットに、レギオスは困こまったような顔をしてみせた。

「あいつならもう起きて、子供たちを手伝ってくれてる。名前も教えてもらったさ。お前のも、ついでにな……ライオット」

　気軽にそう呼びかけた。昨夜の警けい戒かいぶりは解とけたかに見える。

　しかしライオットは、レギオスの無む駄だのない挙動に気づいていた。

　朝食を作る時ですら、四方に目を配り、一いち分ぶの隙すきも見せてはいない。

　何かあれば、手近なナイフを投げてよこすぐらい造ぞう作さもないだろう。

　それでもなぜか不ふ快かいな相手ではなかった。

（まあ、すぐに信用するワケないか……）

　ぎごちなく笑みをこぼし、ライオットは家の外へと歩みだした。

「わあっ……」

　思わず、その絶景に声が出た。

　レギオスの家は、なだらかな丘の頂ちよう上じように位置していた。

　斜しや面めんは緑に包まれ、遥はるか彼方かなたにはギアナ地方北部の山さん岳がく地帯が冠かん雪せつしている。

　一面に生い茂しげった牧草をはむのは十数頭のアトラス馬、そしてその倍の数の乳牛だ。

　斜面の下には小さな集落が見え、開かい墾こんされた畑があちこちに広がっていた。

（のどかねえ……）

　神話でのみ知る青空こそ無いものの、心からくつろげる場所に、新大陸で出会おうとは思わなかった。思わず、深しん呼こ吸きゆうする。

　振り返れば、レギオスの家が背はい後ごに立っていた。

　素そ朴ぼくな丸太小屋だが、堅けん牢ろうな造つくりの二階建てだ。木の香かからしてまだ新しい。

　馬小屋と牛小屋は、家からほんの少し離はなれた斜面に据えられていた。

　意外に大きなその建物からは、もう子供たちの声が聞こえていた。

（ジャスティス）

　ライオットは、相あい棒ぼうの姿をとらえた。

　ジャスティスは手にモップを握にぎり、汗あせを拭ふきながらかいば屑くずを掃はき集めている。

　笑え顔がおを浮うかべてはいるが、その手にはまだ包帯が巻まかれたままであった。

　その周囲には、何人もの男の子たちがじゃれついている。

「ねえ、ジャスティス様あ、もう僕ぼくの名前覚えてくれたあ？」

「ええと、君はね、マシュウ……マシュウだよね」

「俺の、俺の名前は、ジャスティス様？」

「えっと、君はボルダン……」

「違うよお、俺、ボルタスだよお」

「あ、そうだっけ。ごめん、ごめん。いっぱいいるからまだ覚えられなくってさ」

　困った顔を見せるジャスティスの姿に、ライオットは安あん堵どの息を吐はいた。

　昨日の今日だ。何か身体からだに変化があるかもしれない……そんな不安も拭ぬぐい去られたと分かって、ライオットは相棒に手を振った。

「ジャスティス、こっちよ」

「ライオット！」

　呼ばれて振り返ると、ジャスティスはモップを握ったまま近づいてきた。

　その周りには、数人の男の子たちがまとわりついたままだ。

「おはよう。僕、レギオスさんに頼たのまれて馬小屋の掃そう除じしてたんだよ」

「それはいいけど、ジャスティス、あんた足……」

　ライオットは、すぐに少年のぎごちない動きに気がついた。

　だが微笑んで、ジャスティスは服の裾すそを引っ張ぱってみせる。

　少年の右くるぶしは、包帯で丁てい寧ねいに手当てされていた。

「うん、捻ねん挫ざらしいんだ。ちょっと痛いたいけど」

「ごめん、あたしが守れなかったから……」

「いいんだよ、それよりライオットも……」

　二人は、一いつ瞬しゆん黙もくして見つめ合う。

　その時、背後の家からレギオスの声が聞こえてきた。

「早く来ーい、冷さめちまうぞ！」

「わっ、ジャスティス様、早く行こうよ！」

　気づいた男の子たちが袖そでを引く。

　うなずいて笑いかけると、ジャスティスはその背せ中なかを優やさしく押おしてやった。

「うん、大だい丈じよう夫ぶさ。君たち、先に行ってていいよ」

「早く来ないとなくなるからねー」

　男の子たちは、元気に家の中に飛び込んでいく。

　その背を見送り、ジャスティスはようやく顔に翳かげりを表した。

「僕、よく覚えてないんだけど……」

「ジャスティス……」

「僕が奇跡サウンドを使えなかったの、あれ本当だよね？　一度しか使えずに邪じや宗しゆう紋もんが出たの……あれって夢ゆめじゃないよね？」

　ジャスティスはモップを地に落とし、ライオットの両りよう腕うでを握りしめた。

　ライオットは夢だと言ってやりたかった。だが静かに首を縦たてに振る。

「考えても今は仕方ないわ。怪け我がを治すのが先決。それが済すんだら……」

「やっぱりあの宿場には何かあるはずだよ。僕、もう一度、あの宿場に行ってみたいんだ。ね、いいよね、ライオット？」

　分かったわと返事をし、ライオットは相あい棒ぼうの肩かたを叩たたいた。

「焦あせらないで、ジャスティス。あたしもじっくり考えるから」

「うん。でも……なんか焦っちゃうな」

「大丈夫よ。それから手の包帯……外さない方がいいわ」

　笑顔を見せつつも、冷静に忠ちゆう告こくする。

　ジャスティスは、不安を拭いきれずに拳こぶしを握りしめた。

「レギオスさん、僕の手のことは……」

「知ってるはず。でもあいつは……」

　どう見るべきか。未いまだライオットにも分からなかった。

　緑に輝かがやく草原で、ライオットは胸むねの暗雲にため息を吐ついた。




　丘のふもとに見える村は、ワイルダーという名の開かい拓たく村むらであった。

　この悠ゆう久きゆう平へい原げんには、未だに都市国家の類たぐいが建けん設せつされていない。それどころか、アトラスとギアナの境きよう界かい線せんにまたがっているため、双そう方ほうの聖せい教きよう会かいの影えい響きようも及およんではいなかった。

　自然に悠久平原は解かい放ほうされた土地となり、険けわしい難なん所しよを乗り越こえて多くの難なん民みんが流れ込んだ。彼らが自由勝手に建設したのが、各地に点在する開拓村である。




「じゃああんたたちは、みんな……」

「うん、難民の子なんだ」

　一番年長のリッグスと名乗る少年がライオットにうなずいた。

「みんな、自分たちの街や村が魔導汚染ノイズハザードで住めなくなってさ。よそに移うつり住むったって、どこも食しよく糧りよう不ぶ足そくだからね。受け入れてもらえなくて困こまってた奴やつばっかりだよ。な？」

「う、うん……」

　線の細いクライストと言う少年が、気弱そうな声で応こたえる。

　心ここ地ちよい風の吹ふく丘の中ちゆう腹ふくで、リッグスたちは黒いアトラス馬にブラシをかけていた。

　周囲で働く子こ供どもたちも、馬に餌えさを与あたえたり、蹄てい鉄てつを打ち換かえている。

　まだ三、四歳であろう女の子たちも巨きよ大だいな乳牛から乳を搾しぼっていた。

　ライオットとジャスティスも、果実を馬に与えつつ、リッグスの話に聞き入っていた。

「レギオス兄ちゃんは、そんな僕たちをまとめてここまで連れてきてくれたんだ。もう三年になるかなあ……最初の年はずいぶん苦しかったけど、今じゃ小麦もとれるし、牛乳も売れる。この馬だって農のう耕こう用ように高く売れるんだよ」

　栗くり色いろの髪かみのリッグスは、十一歳だと言う。それでも年ねん齢れいよりしっかりして見えた。

　難民としての過か酷こくな人生を生き抜ぬいてきたのが、ライオットにはすぐ分かった。

「レギオスが十三人の親代わりってことなのね」

「親以上だよ！　僕の本当の親なんて……はあ、思い出すのも嫌いやだよ。なんたって、僕の臓ぞう器きを売って自分たちの食い扶ぶ持ちにしようとしたんだから」

「そんなまさか……」

　さらりと言ってのけるリッグスに、横からボルタスが口を挟はさんだ。

「俺なんて奴ど隷れいに売られてたんだぜえ。レギオス兄ちゃんに助けてもらったけどさ」

「ジョセフは捨すて子だし、リロンも奴隷だったって話さ。でもクライストなんかもっと酷ひどいよ。魔導汚染ノイズハザードにかかってたから、奴隷商人にも買い取ってもらえなくてさ、その……」

　口ごもるリッグスに、クライストはかすかに笑顔を見せた。

「うん、肉屋に売られるとこだったんだ……家か畜ちく用ようのね」

　色白の少年は、咳せき込こみながらそう言った。

「レギオス兄ちゃんに助けてもらわなかったら、僕、どうなってたんだろうね」

　子供たちの過か去こに、ライオットは思わず言葉を失った。

　過去をさらりと口にしているが、本当は辛つらいはずだ。

　そして未だに誰一人、ライオットとジャスティスの過去を訊きこうとはしていない。

　外見を見れば、ライオットが機械人間だということは一目瞭りよう然ぜんのはずだ。

　辛い過去を持つ者は、他人の過去を詮せん索さくしない……子供とは言え、みな自分たちの掟おきてを持っているのだ。
















「肉屋だなんて……酷すぎるわね」

「僕もそう思いたいよ。でも仕方ないけど現実なんだよね、これが」

　クライストの言い方に、ライオットは思わず微笑ほほえんだ。

　どこか育て親のレギオスの口くち振ぶりを真ま似ねているかのようだった。

「あんたたち、レギオスのこと好きなのね？」

「うん、そりゃあね……こうやって仕事を教えてもらってるし」

「僕も病気を治して、早く兄ちゃんを手伝いたいよ」

　クライストが言うと、リッグスはうなずいて戦せん鎧がい鬼きを見上げた。

「ねえ、ライオット姉ちゃんは、兄ちゃんのことどう思う？」

　問われて、ライオットは不自然に視し線せんを動かした。

　家の裏うら手てに広がる畑では、一人レギオスが鍬くわをふるって大地を耕たがやしている。

　首くび筋すじから胸むな元もとに、大おお粒つぶの汗あせが滝たきのように流れていた。

「ま、まあね、あたしたちも助けてもらったからね。感かん謝しやしてるわよ」

「違ちがうよ、ライオット。リッグスはどう思うかを訊きいてるんだよ」

　唐とう突とつに、ジャスティスが袖そでを引っ張ぱった。

「僕ら助けてもらったんだよ。感謝してるなんて当たり前じゃないかあ」

「なによ、昨日会ったばっかで好きも嫌きらいもないわよ」

「ええーっ、じゃあレギオスさんの事、嫌いなの？」

　ジャスティスが問いかけると、リッグスも口を開いた。

「レギオス兄ちゃん、普ふ段だんあんまり女の人の事、寄よせ付けないんだよ。なのにライオット姉ちゃんを連れて帰ったから、僕らびっくりしてるんだよ」

「そうそう、村の女の人だって滅めつ多たにさあ……」

　クライストの相づちに、ジャスティスは腕うで組ぐみしてみせた。

「なるほどね。じゃあレギオスさん、ライオットは特別なのかなあ」

　やけに考え込むジャスティスを突き放し、ライオットは草原に腰こしを下ろした。

「生意気な事、考えんじゃないわよ。あー、あたし疲つかれた。馬の世話はあんたしといて」

「わーっ、サボリだ、サボリ。助けてもらったうえに泊とめてもらったんだから、せめて手伝いくらいしないと僕の気が済すまないよ」

「あんたは、でしょ。あたしはもういいの」

　言って、ごろりと草原に仰あお向むけになる。

　四し肢しを伸のばして、大きなあくびをかました。

（それにしてもあいつ……）

　頭上を行き過ぎる雲海に、レギオスの横顔が浮うかんだ。

　悪い男ではないと思う。

　だが何者なのか、子供たちに訊く気にはなれなかった。

　恐おそらくジャスティスを上回る奇跡サウンドを使い、四体の邪神伯イフリートを倒たおしたからには、かなり高位の聖せい騎き士しなのかもしれない。

　しかしそんな男が難なん民みんの子を引き連れて、こんな辺へん境きようで畑仕事に精せいを出している。

　何か理由があるとしか思えなかった。その理由が不幸なものならば……

（訊けないよなあ……）

　ライオットも、難民の子供たち同様暗い過か去こを背せ負おって生きてきた。

　幼おさなくして脳のう以外の全身を機械化され、魔導ノイズによって突然変へん異いした生命体……変へん異い獣じゆうと戦うことを強きよう制せいされた。物心ついた時からの戦場暮ぐらし。時には金のために戦い、時には金のために戦わなかった。あの頃ころの自分を思い出すだけで吐はき気がこみ上げる。

　レギオスにもそんな過去があるならば、詮せん索さくなどしたくない。しかし無む性しように……

「ぼおっとしやがって」

「わっ……！」

　突とつ然ぜん、寝ころぶライオットを汗まみれの微び笑しようが覗のぞきこんだ。

　慌あわてて跳はね起きれば、背はい後ごにはいつの間にか鍬を手にしたレギオスが立っていた。

「な、なによ、急に……！」

「声はかけたぜ。お前が気づかなかっただけだ」

「う、うそ……あたしには聞こえなかったわよ！」

　と、傍かたわらのジャスティスが不思議そうに振り返った。

「本当だよ。レギオスさん、ライオットの名前呼よんだって。なにか考え事してたの？」

「い、いろいろね……子供には分かんない悩なやみがあんのよ」

「ええーっ、どんな悩み？　顔が赤いよ？」

　問われたライオットは、もう一度大地に仰向けになった。

「い、いつまでもここにはいられないでしょ。いつ出発するか、考えてただけよ」

「あ、そうか……」

　かいば桶おけから手を放して、ジャスティスも顔色を深しん刻こくに変える。

　だがレギオスは、悠ゆう然ぜんとライオットの隣となりに腰を下ろした。

「行くのか、もう」

「う、うん、そりゃ……ちょっと理由があんのよ！」

「ふーん、そうか」

　レギオスは、それだけ言って詮索を止やめた。

　相変わらず、人の間合いに飛び込むのが絶ぜつ妙みようにうまい。

　それでいて、自分の間合いは保たもっている。武ぶ芸げい者しやの動きだ。

　急に接せつ近きんしたレギオスの匂においに、ライオットは少しだけ身体からだを遠のける。

「それにさ、いつまでも甘あまえてられないし、迷めい惑わくだろうし……」

「俺おれは別に迷惑じゃないぜ」

「だってこんなにたくさん子供を抱かかえてるのに、あたしたちまで……」

「リッグス、お前、迷惑か？」

　レギオスは、ライオットの言葉も聞かず、少年に問いかける。

「お客さんがいると、お前たち、何か困こまることあったっけ？」

　リッグスは、ぶるぶると首を横に振ふって否ひ定ていした。

「冗じよう談だん言わないでよ。ジャスティス様は聖戦官クルセイダー様だよ。迷惑だなんて……」

「おいおい、聖戦官クルセイダーだから泊とめるってのか？」

「またそういうひねくれたことを……分かってるくせに」

　親代わりの男に呆あきれると、リッグスはジャスティスに振り向いた。

「ずっといてよ、ジャスティス様。ね、いいでしょ？」

「う、うん、それは嬉うれしいけどさ……」

「それに僕ぼくたち、これから旅のお話、いっぱい聞きたいのに」

「そうよお、聞きたいのにい」

　慌てて走ってきたアンナが、ジャスティスの足にしがみつく。

　周囲には、いつの間にか作業を止めて、子供たちが集まっていた。

　ジャスティスが去りはしないかと、不安げな顔を見せる子供もいる。わずかに半日、いや数時間だけで、ジャスティスは子供たちの心を捕とらえてしまったようだ。

　その表情に満足したように、レギオスは微笑みを増ました。

「行くのはいいが、ジャスティスは捻ねん挫ざしてる。この先の山やま越ごえはきついぜ」

　汗あせを拭ぬぐうと、ライオットに語りかけた。

「それに今は晴れてるが、まだ雨期が終わったわけじゃない。この辺りの豪ごう雨うは、街かい道どうを川に変えちまうぞ。それでもいいなら、俺は止めないがね」

　勝ち誇ほこったような笑みに、ライオットは困った顔しかできなかった。

　陰いん謀ぼうを巡めぐらす顔には見えない。と言って信用していいものか。

　だがライオットも、己おのれの直感に頼たよるしかなかった。

「じ、じゃあ悪いけど……」

「決まったな」

　そう言って立ち上がると、再ふたたび鍬くわを肩かたに担かつぎ上げる。

「リッグス、今夜はお客さんの歓かん迎げい会かいだ。ジムカの店で晩ばん飯めし喰くうぞ、いいな」

　その言葉に歓かん声せいが上がるが、一人クライストだけが青い顔をうつむかせた。

　レギオスは、すぐその表ひよう情じように気がついた。

「どうした、気分悪いのか？　無理せずに休んでろよ」

「へ、平気だよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「お前がそう言う時は、無理してる時だ。ふらついてるじゃないか、ほら」

　レギオスは鍬を地に置くと、軽々とクライストを抱だきかかえた。

　クライストはみなの前のせいか、足をばたつかせて赤面した。

「いいよ、兄ちゃん、恥はずかしいよ！」

「うるさい、子こ供どもは大人に甘えるもんだ」

「ああ、嫌いやだな、僕……」

　笑って、レギオスはクライストを抱かかえ、家に向かって歩き出していった。

　ジャスティスは、何か憧あこがれるような視し線せんでその背せ中なかを見送った。

「いい人だね、レギオスさんって。みんなのこと気き遣づかってさ」

「ん……そうかもね」

「でも、ただの人には見えないよ。どうやって僕らのこと、助けてくれたの？」

　ライオットは、思わず口ごもった。

　ジャスティスも、レギオスの奇跡サウンドを見てはいないのだ。

　だがライオットとて、その理由を説明できない。

　考えれば考えるほど、不可思議な男であった。




　純じゆん白ぱくの宇う宙ちゆう。八大陸と同じ時じ間かん軸じくに存そん在ざいする閉へい鎖さ空間。

　教きよう皇こう神しん殿でん。そう呼よばれる異い空くう間かんであった。

　聖せい教きよう徒とたちが名のみ知るその空間は、邪じや神しんからのあらゆる攻こう撃げき、侵しん入にゆう、そして魔導汚染ノイズハザードを防ふせぐため、何重もの積せき層そう空間に守られている。

　八人の聖せい職しよく者しやは静せい寂じやくの中に集つどい、円えん卓たくに映うつされた惑わく星せい全図を眺ちよう望ぼうしていた。

　やせて学者めいた若わかい男は、極北の地ヴォルガ地方をおさめる灰はいの教皇。

　たくましい髭ひげ面づらの戦士は、ザクセン地方をおさめる黒の教皇。

　かぎ鼻の理知的な男は、ローマナ地方をおさめる赤の教皇。

　厳げん格かくそうな老人は、新大陸最大のアトラス地方をおさめる白の教皇。

　浅黒い肌はだの若い女は、赤道直下のギアナ地方をおさめる緑の教皇。

　左右に黒くろ髪かみを束ねた女じよ性せいは、ヤマト地方をおさめる黄の教皇。

　骨ほね張ばった身体からだの老人は、砂さ漠ばく化かしたイスラマ地方をおさめる青の教皇。

　髪を無数の飾かざり玉で彩いろどるのは、最南なん端たんアフロス地方をおさめる紫むらさきの教皇。

　かつての八大陸であった地ち域いきは、地図上でそれぞれの教皇色に塗ぬり分けられていた。

　そしてその八人の他に三人……

　最も若く、輝かがやくばかりに美しい青年こそが黄金の教皇。

　その隣となりで、静かに長い髭ひげを撫なでる老人が白はく銀ぎんの教皇。

　二人を左右に従したがえ、憂うれいに満ちた横顔を惑星に向ける女性が虹にじ色いろの教皇であった。

〈報ほう告こくがありました〉

　首席教皇を務つとめる虹色の教皇が穏おだやかな声こわ音ねで告げた。

〈悠ゆう久きゆう平へい原げんの北にて、宿場がひとつ消えたと〉

　全人類の命運を託たくされた会議にしては、あまりにささいな事じ件けん。

　だが虹色の教皇があえて口にするだけの理由があると、誰だれもが黙もくして理り解かいしていた。

〈宿場の者の首は槍やりに貫つらぬかれ、晒さらされていたそうです。その槍の数、十二本〉

〈あの時と同じと言うわけじゃな〉

　咳せき込こむように白銀の教皇が言い、円卓の一同を見み渡わたした。

〈さて、アイゼンが動き出したと考えるのは愚ぐ考こうであろうか〉

〈素す直なお過すぎるな、ご老人。目的が分からぬ〉

　真っ先に答えたのは、赤の教皇であった。

〈あの辺境にはいかなる戦せん略りやく的てき意い義ぎもないはず。魔導汚染ノイズハザードをまぬがれた数少ない地域とはいえ……それだけのことではないか〉

〈ならば戦せん術じゆつ的てき意義については？〉

　灰色の教皇が、ずれた眼鏡めがねを直しつつ問いかけた。

〈たとえデモンストレーションとは言え、あれを見せられれば、我われ々われとて穏やかではいられませんよ。場合によっては手持ちの教皇連隊から調ちよう査さ隊たいを出さねばならない〉

〈小さな事件と思って油ゆ断だんさせ罠わなにかけると？　まわりくどすぎるわ〉

　やけに平へい易いな物言いで、緑の教皇が円卓を指で叩たたいた。

〈それとも何か我々の知らない意義が存そん在ざいするとでも？〉

　その質しつ問もんに、虹色の教皇は小さくうなずいた。

〈巡じゆん礼れいの聖戦官クルセイダージャスティスが、かの地に赴おもむいています〉

　急きゆう激げきに、室内の空気に微び妙みような緊きん張ちようと驚おどろきが拡かく散さんしていった。

〈まさか、誘さそいか……〉

　常つねに積極的な発言で知られる赤の教皇ですら、その一言のみで沈ちん黙もくに没ぼつ入にゆうする。

　重苦しい空気は身じろぎも許ゆるさず、呼こ吸きゆうの音すら控ひかえられた。

　しかし唯ゆい一いつ、黄金の教皇だけが、白い指を優ゆう美びな動きで顔の前で組み合わせた。

〈時代の転てん換かん点てん……その始まりにしては、小さな動きだ〉

〈だがあの親子が出会えば……始まるぞ〉

　誰一人として、言葉を出せずにいる。

　静せい寂じやくが続けど、教皇たちの胸きよう中ちゆうには呻うめき声が渦うず巻まいていた。

　その沈黙を睥へい睨げいすると、黄金の教皇は苦く渋じゆうを吞のんで決けつ断だんを下した。

〈……私の教皇用回線を開く。連れん絡らくをつけねばならん〉

〈今からでも遅おそくはない。ジャスティスに監かん視し役やくをつけるのだ〉

　だが彼の言葉を、虹色の教皇は腕うでを振って静かに制せいした

〈その必要はありません、黄金の教皇。彼はすでに……ジャスティスと出会っています〉

　黄金の教皇は、彫ほりの深い表情に驚きを素直に表あらわした。

〈私が誰の事を言っているのか、ご存ぞんじなのですか？〉

〈それは私にも分かりません……しかし、かつてあなたが最も信しん頼らいしていた部下ならば知っていますよ〉

　虹色の教皇の言葉に、他の教皇たちはまた新たな驚きよう愕がくを重ねることとなった。

　この数年間、一人として、彼を忘わすれた教皇はいなかった。

　黄金の教皇は、降こう参さんしたようにため息を吐つく。

〈いや、確たしかに同じ男です。今はここにいないが……私があの席に座すわってくれるものとずっと信じていた……彼ですよ〉

　あきらめた声で、黄金の教皇は円卓の一いち隅ぐうを指さした。

　十二個用意された椅い子すには、十一人の教皇が座ざしている。

　唯一の空席も彼を待ち続けてはいたが、その願いは空むなしく消え去ったのだ。




「おばちゃん、川かわ海え老びの黒ショウガ炒いためおかわりーっ！」

「はいよー、ちょっと待ちな！」

「ねえ、わたしのシチューまだあ？」

「はいはい、今持ってくってば！」

　狭せまい店内では、十三人の子こ供どもたちが次々に料理をたいらげていた。

　ワイルダー村唯一の食堂であり酒場、そして唯一の宿屋には〈ジムカのなごみ亭てい〉なる看かん板ばんがぶら下がっている。

　その名の由来、女主人のジムカは、レギオスと子供たちに自じ慢まん料理をふるまっていた。

「はいよ、レギオス、追加分だよ」

「ああ、悪いな。さあ、どんどん食べろよ。アンナ、野菜も食べなきゃだめだ」

「わたち、野菜、嫌きらいなのにい」

「野菜喰くわんと美人になれんぞ。俺の婆ばあさんがそう言ってた。ボルタスも肉ばっかり食べやがって……ああ、クライストは無理せず食べろよ」

「分かってるよ、レギオス兄ちゃん」

　さっきまで休んでいたクライストも、みなと一いつ緒しよに食事をしている。

　レギオスは子供たち一人一人に目を配り、自分も炙あぶった鶏とり肉にくを食いちぎった。

　そのテーブルの喧けん噪そうを眺ながめ、ライオットは食後のギアナコーヒーをすすっていた。

「夕飯は毎まい晩ばん、ここで食べるの？」

「いや、たまにだ。いつもは俺が作ってる」

　レギオスは冷たいテテ茶を口に運び、アンナと呼んだ女の子の口元をぬぐってやる。

「お前たちを村の者にも紹しよう介かいしなきゃならん。ここで一晩メシを喰えば、村の主だった者には全員会えるんでな」

　確かに、店には入れ替かわり立ち替わり村の者が訪おとずれていた。

　今も隣のテーブルでは、村むら長おさの役目を務つとめるロッシ老人が水パイプをふかしている。

「お前さんの客人じゃ、レギオス。みんな歓かん迎げいするさ」

「ありがとうございます、ロッシさん」

　聖せい衣いに着き替がえたジャスティスは、デザートのエドナプリンを前にしてお辞じ儀ぎした。

「僕の怪け我がが治るまで、お世話になりますので」

「ゆっくり治されるがいいさ、聖戦官クルセイダー殿どの」

　温おん厚こうな笑顔の老人だった。だが彼も、そして元気に笑うジムカもかつては難なん民みんだったのだ。しかし辛つらい過か去こは微み塵じんも感じさせない微笑ほほえみだ。

（この土地のせいかな）

　ライオットは、思ってコーヒーを口に運ぶ。

　深い心の傷きずでも、この村で暮くらせばいつか消えそうに思えた。

「あの、レギオスさん」

　ジャスティスはエドナプリンに手をつけぬまま、白はく髪はつの男に問いかけた。

「教えてください……僕とライオットを助けてくれたのは、レギオスさんですよね？」

　レギオスは答えずに、子供たちの様子をじっと眺めている。

　それでもジャスティスは質しつ問もんを繰くり返した。

「すごく感かん謝しやしています。でも……どうして助けてくれたんですか？」

「あの宿場に馬車で買い出しに行ったのさ。それで偶ぐう然ぜん、お前たちを……」

「あ、ごめんなさい。質問が違ちがうな……えっと、どうやって助けてくれたんですか？」

「…………」

　黙だまるレギオスを、ライオットは斜ななめに見つめた。

　ジャスティスは、ひたむきに問いかけを繰り返す。

「あの村には邪神伯イフリートが四体もいました。もし倒たおしたんだとしたら、あなたは……」

「晩飯の時間にややこしい話はやめようぜ」

　何度も繰り返したセリフを再ふたたび口にした。

「お前は生き残った。それでいいじゃないか」

「そんな、ロッシさん……？」

　ジャスティスは困った顔で老人を振り返る。

　だが水パイプをくわえたまま、村長は首を横に振った。

「ここは難民の村じゃ、聖戦官クルセイダー殿どの。相手の素す性じようは詮せん索さくせんのが暗あん黙もくの掟おきてになっておる」

　ふうーっと白い煙けむりを吐はき、満足そうに笑いかけた。

「言いたくないことは言わんでもいいんじゃ。それはあんたたちも同じじゃよ」

　見み透すかされ、ライオットはぎくりと肩かたを揺ゆすらせた。

　老人の視し線せんは、愛いとおしむように彼女に注がれている。

　観念したように、ライオットはコーヒーを一気に飲み干ほした。

「いいじゃない、ジャスティス。あたしもややこしい話はしたくない気分よ」

「う、うん、そうだけどさ……」

　ジャスティスが口ごもった時、一座にジムカの手が割わり込こんできた。

「なに辛しん気きくさい顔してんだね、少しアルコールでも入れた方がいいんじゃないの？」

　言うなり、テーブルにどんとワインの瓶びんを載のせる。

「あんたらにプレゼントだよ。とっときの一本だ、一万ドルクはする代しろ物ものだよ」

「なにがとっときだ、俺がこないだ川に沈しずんでた定期馬車から引き上げた奴やつだろ」

　レギオスは、瓶のラベルを一いち瞥べつして笑い飛ばす。

「元手はどうせタダじゃねえか。大げさなんだよ、言い方が」

「お黙り、レギオス。要は心の問題だよ。ありがたく受け取りな」

　ばんとレギオスの肩を叩く姿すがたに、ジャスティスは笑いをひきつらせた。

「あ、あの、僕は戒かい律りつで飲酒は禁きんじられているので……」

「ああ、そうだったね、聖戦官クルセイダーの坊ぼうや。なら、レギオスとあんた……ええと……」

「ライオットよ、おばちゃん」

「そう、ライオット。あんたたち二人で飲めばいいのさ。いいムード間違いなしだよ」

　今度は、豪ごう快かいにライオットの背中を叩く。

　テーブルにのめりそうになり、ライオットは慌あわてて椅い子すにしがみついた。

「ちょっ、ちょっとおばちゃん、変な冗じよう談だんよしてよ！」

「冗談？　あたしゃ思いっきり本気なんだけどねえ」

「だってあたし、昨日、こいつに会ったばっかりで……」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて叫さけぶライオットに、見かねてレギオスが口を挟はさんだ。

「勘かん弁べんしてやれよ、ジムカ。若わかい娘むすめを苛いじめて何が楽しい？」

「あら、あたしはあんたのためを思って言ってやってんのに」

「どこが。十代への過か剰じような嫉しつ妬とと個人的な楽しみのくせに」

「だって、こんなへんぴな村で若い男がずーっと独どく身しんでいるなんて気の毒を通り越こして、哀あわれじゃない。毎日毎日、十三人分の世話で、手なんてこんなに荒あれちゃって」

「ほっとけ。俺おれは好きでやってるからいいんだ」

「村の娘ん中にも、あんたを気に入ってるのはゴマンといるんだよ。それを普ふ段だんは無む視ししちゃってさ」

「へーっ、やっぱりそうなんですかあ」

　納なつ得とくするジャスティスに、ジムカは顔をしかめた。

「女嫌ぎらいのレギオスなんて言われてさ……でもようやくあんたも目覚めたんだね、自分から女を家に連れて帰るなんてさ。いい獲え物ものだよ、でかした、でかした」

　ジムカの説教はいつもの事らしく、子供たちも食事の手を止め、その声に聞き入った。

「そうだよ、レギオス兄ちゃん、お嫁よめさんもらいなよ」

「やかましいぞ、リッグス。アンナがまた真ま似ねするだろ」

「そうよお、お嫁さん、もらいなさいよお」

「見ろ、言わんこっちゃない。俺は先に帰るぞ。勘かん定じようはつけといてくれ」

　耳を塞ふさいで、レギオスは席を立つ。

　慌てて子供たちも口を拭ぬぐって、ばたばたと駆かけだした。

「兄ちゃん、僕ぼくも一いつ緒しよに帰るよ！」

「わたしも帰る！　おばさん、ごちそーさまあ！」

　はいよ、またおいでとジムカは手を振る。

　ジャスティスとライオットもおもむろに店を後にした。

「じゃあしばらくご厄やつ介かいになります、ロッシさん」

　ジャスティスが老人に別れを告げる間に、ライオットは表に出ていった。

　星のない夜空の下、夜風が戦せん鎧がい鬼きの肌はだに冷たく吹ふきつける。

　レギオスは子供たちに囲まれて、もう丘の斜しや面めんを登り始めていた。

　じゃれつく子供を順番に抱だき上げる横顔は、まるで少年のようだ。

　しかし未いまだに……

（本ほん性しようを見せない）

（訊きいても、するりとかわしていく）

　ライオットは、風にあおられた前まえ髪がみを撫なでつけた。

（別に知る必要なんてないけど……）

　気になるのは確たしかだった。

　一緒にいて、こんな気持ちになる相手も初めてだ。なぜなのか……？

「ほんとに……レギオスさん、みんなに慕したわれてるんだね」

　ふと、追いついたジャスティスが声をかける。

「まるで本当の家族みたい。うらやましいと思わない？」

　ライオットは視線を変えず、疲つかれた声で答えた。

「あたしはずーっと一人で生きてきたからね。今さら、家族なんて欲ほしくないわよ」

「そうなの？　僕、ライオットとレギオスさん、お似に合あいだと思うけどな」

　その言葉に、思わずライオットは吹きだした。

「あんたねえ……昨日会ったばっかよ。なんでお似合いだなんて分かるのよ」

「うーん、なんとなく」

「なんとなくであたしの彼氏を決めないでよ」

「でも、僕レギオスさんの事は知らないけど、ライオットの事なら知ってるつもりだよ。ライオットにはきっと……ああいう人がいいのかなあと思って」

　呆あきれたように、ライオットは肩をすくめてみせた。

「あたしはあいつの家族になる気はないわよ。いきなり十三人の母親になるなんてさ……だいたい今はあんた一人の子守で大変だっつーの」

　ライオットは、ジャスティスの額ひたいを指先で軽く弾はじく。

　しかしジャスティスは、真ま面じ目めな顔でライオットを見上げた。

「じゃあライオットはさ……どんな男の人が好きなの？　どんな人を好きになるの？」

　唐とう突とつにライオットは、自分の身体からだの芯しんが震ふるえたように思えた。

（あたしが好きになる人……？）

　その瞬しゆん間かんに、脳のう裏りを幾いくつもの情じよう景けいが横切っていった。

　誰だれかのために朝食を作り、誰かのために洋服を縫ぬう。

　子供をあやし、育て、成長を見守り、そして老いていく。

　長いはずの人生を早送りでかいま見た後……

「ばかね、ジャスティス」

　ライオットは、捨すて鉢ばちな笑い声を響ひびかせた。

「あたし、戦鎧鬼よ。まさか忘わすれたんじゃないでしょうね？」

　そう言って、レギオスたちの後を追う。

　後ろに残したジャスティスを振り向きもせず。

　こぼした涙なみだを見られぬように。




《で、どうするつもりだ？》

　邪神王アスモデは、血けつ盟めい者しやを見下ろした。

《やはりレギオスがいるうちは手が出せぬか》

〈そうもいかん。時が経たてば、奴やつらの警けい戒かいも結けつ束そくも強まる〉

　血盟者は、時空の裂さけ目からレギオスを睥へい睨げいする。

〈正面からの力押しには限げん界かいがある。搦からめ手から奴らを攻せめる〉

《レギオスを罠わなにかけると言うのか、笑止な》

《奴はすでに一度……》

　だが血盟者は、レギオスに視線を据すえたまま、邪神王アスモデの思念を遮さえぎった。

〈だからこそ、奴は信しん頼らいできる者を求めている。己おのれを裏切らぬ者を求めている〉

〈幼おさな子ごを集めているのは、それ故ゆえだ〉

　そこには楽しげな子供たちの笑え顔がおがあった。

　邪神王アスモデも思念をこらし、目標を発見するや、にたりと歪ゆがんだ笑みをちらつかせた。

《なるほど、その願望に隙すきがあるか》

　邪神王アスモデは、目標と定めた魂たましいに強きよう烈れつな思考を発信した。

《馬ば鹿かな男だ。幼子とて純じゆん真しん無む垢くではない》

《奴らもまた人間だ。強い欲よく望ぼうを持つ者もいる。この中にもな……》

　血盟者も満足げにうなずいた。

〈なんとしてでもレギオスからジャスティスをきり離はなすのだ〉

〈手しゆ段だんはお任まかせする、邪神王アスモデ殿どの〉

　心得たとばかりに、邪神王アスモデは思念を強めた。

　ねじくれた欲望から生まれた、誘ゆう惑わくと言う名の思念を。







　　　【第二章　ワイルダー村／疑ぎ念ねん】







　まだ朝日が窓まどから射さし込む前に、部屋の外で子こ供どもたちの足音が響ひびきだした。

　ベッドから起き出したライオットは、前まえ髪がみを搔かき上げてあくびを吞のむ。

　ソファで眠ねむるジャスティスを起こさぬよう足音を消し、彼女も部屋から出ていった。

「なんだ、早いんだな。おっと……」

　もう台所に立つレギオスは、フライパンを火にかけていた。

　周りでは子供たちが寝ね間ま着きを脱ぬぎ捨すて、次々作業着に袖そでを通している。

「おはよう、ライオットお姉ちゃん」

「おはよう、お姉ちゃん。わたち、これから牛小屋のお掃そう除じするのよお」

　自じ慢まんげに言うアンナに微笑ほほえみ、ライオットは大きく伸のびをした。

「偉えらいわね……にしても、あんたたちこそ早いじゃない」

「農家の朝はこんなもんだ」

　レギオスはフライパンにベーコンを投げ入れ、パンを用意しようとする。

　どうやら朝食ではなく、作業前の軽い食事のようだ。

　台所で奮ふん戦せんするレギオスの背せ中なかには、微み塵じんの緊きん張ちよう感かんもない……かに見える。

　だが未いまだに、それとない警けい戒かいを放っているのがライオットには分かった。

（そんなに信用できないかな）

　心の奥おくにはっきりと、いらだつ気持ちが芽生えていく。

　だがそれを振ふり払はらい、ライオットは自然に前に歩み出た。

「……なんか手伝おうか？」

「悪いな。じゃあサンドイッチ作ってくれ。とりあえず食わせないとうるさいんでな」

「だって重労働だもーん」

　笑って、リッグスが野菜の入ったカゴを持ってくる。

　ライオットは、そこから赤レタスと小さなトマトをより分けると、慣なれた手つきで食べやすい大きさに切っていく。

「わあ、速い。お姉ちゃん、料理上じよう手ずう」

　年長の女の子、シーナが感心して言った。

　ライオットは、苦笑いするしかない。

「ただ切ってるだけよ。旅してる間は、ずっと自分で作るからね。慣れただけなの」

　そんな事で褒ほめられたのは初めてだった。照れ笑いが浮うかぶのを必死にこらえ、パンに切れ目を入れ、野菜を挟はさみ込こんでいく。

　と、急にレギオスが声をかけた。

「おい、これ付けろよ」

　振り返ると、手元にたたんだ白いエプロンが飛んでくる。

「服が汚よごれると困こまるだろ、着てろよ」

　それだけ言って、またフライパンに向き直る。

　ライオットは、真新しいエプロンと自分の汚れた皮ひ革かく鎧よろいを見み比くらべた。

　エプロンの白さと血の臭においが染しみついた鎧はあまりに違いすぎる。

　この台所でそれを着た自分の姿すがたを想そう像ぞうするのも、妙みような違い和わ感かんがあった。

　だが思い切って、それを身に付ける。後は黙だまって、料理に没ぼつ頭とうしようとした。

　しかしシーナを始め女の子たちは、その姿に思わず歓かん声せいを上げていた。

「ライオットお姉ちゃん、似に合あう！」

「バカね、こんなもん誰が来たって似合うわよ」

「ううん、鎧着てるよりずっといい。ね、レギオス兄ちゃんもそう思うでしょ？」

　ベーコンと格かく闘とうしながら、レギオスは小さくうなずいた。

「ん、まあな」

　その脇わきを肘ひじでつついて、シーナはにやにやと笑ってみせた。

「また、もう、テレちゃって！　本当はこういうお嫁よめさん、欲ほしいくせに」

「ちょっ、ちょっとあんた、バカなこと言わないでよ」

「えーっ、レギオス兄ちゃんのこと、嫌きらいなの？」

　クライストも、悪戯いたずらっぽい笑みでライオットの顔を覗のぞき込む。

　慌あわてて視し線せんを伏ふせると、ライオットは次の赤レタスを乱らん暴ぼうに引き寄よせた。

「あ、あたしは別にさあ……」

　狼ろう狽ばいしつつ、ナイフを振り下ろす。

　と、その刃は先さきが、すいとライオットの指先を切り裂さいた。

　間近でその様子を見ていたアンナが、びっくりして目を丸くする。

「ライオットお姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶう？」

「へ、平気よ、気にしないで」

　その声の不自然さに感づいたのか、レギオスがかすかに振り返る。

　ライオットは、ただ自分の指先を見ていた。切り裂かれた人工皮ひ膚ふは、傷きず口ぐちを露あらわにしている。だがそこから血けつ液えきは、一いつ滴てきたりとも滲にじみ出てはいなかった。痛いたみもない。

「お姉ちゃん、血が出ないのお？」

　アンナが繰くり返し、問いかける。

「お姉ちゃん、変だよお？　どうして血が出ないのお？」

「ばかっ、アンナ、そんな事言うなっ！」

　クライストが慌てて、彼女の口を塞ふさぐ。

　リッグスもシーナも、作業の手を止めてライオットの指先を見つめ続けた。

　だがライオットは、咄とつ嗟さににっこり笑ってみせた。

「そうよ、凄すごいでしょ。あたし、血なんて出ないのよねー」

　驚おどろくアンナの前で、平然と胸むねを張はる。

「あたしの身体からださ、全部、機械で出来てんのよ。うらやましいでしょ」

「へえーっ、お姉ちゃん、カッコいいーっ」

「でしょ、でしょ。このナイスバディだって特注よ。でもホントはもっと胸が大きくても良かったかなー、なんちゃってー」

　笑いながら……遠い記き憶おくが、めまぐるしく脳のう裏りを飛び交かい始めた。

（お前、人間じゃないのか？）

（あんた、戦せん鎧がい鬼きなんでしょ？）

（人間のふり、しやがって！）

　大声で悲鳴を上げ、その場から逃にげだしたい衝しよう動どう。

　だがその背せ中なかに、とんとレギオスの手が軽く触ふれた。

「意地はるな、痛いときは」

　レギオスはフライパンを火から外し、ライオットに微笑ほほえんだ。

　彼の表情からは、今までの警けい戒かいが唐とう突とつに消きえ失うせている。

　驚くライオットの手を取ると、レギオスは指先の傷口に口づけた。

「な、なにを……！」

「血止めだよ」

「だってあたし……」

「痛がってるように見えたからな」

　微び笑しようして、それと分からぬようにぎゅっと手を握にぎりしめる。

　レギオスのぬくもりが、指先から胸の奥おくへと伝わっていく。

　何か大きな悲しみを知った瞳ひとみに、ライオットは心が鎮しずまるのを感じていた。

「アンナ、知ってるう。アンナもママに痛いとこ、キスしてもらったのお」

「ああ、ライオット姉ちゃんもアンナと同じだ。痛い時はキスしてもらうのさ」
















「そっかあ。お姉ちゃんもアンナと一緒かあ」

　レギオスに微笑ほほえまれ、アンナは嬉うれしそうに納なつ得とくした。

　リッグスたちも、呪じゆ縛ばくが解とけたように動き出した。

「じゃあ、僕ぼくたち、行ってくるよ」

「ああ、気をつけてな」

「お姉ちゃん、行ってきまーす」

「ええ、行ってらっしゃい……」

　ライオットも、出ていく子供たちを見送っていく。

　そして最後の一人が家から出ていった途と端たん……

「どうした、ライオット？」

　レギオスに背を向け、顔を手で覆おおった。

「あ……りがと……」

　声にならない声でそう告げた。

「ありがと……それだけ……」

　唐とう突とつにこぼれた涙なみだを手で覆う。

　こんなに涙の出る女じゃないのに。何度も心の中で繰くり返すが、涙は止まらない。

　ジャスティスの前でこんなに泣くことはないのに、なぜ今涙が出るのか。

　どうしてレギオスの前なら泣けるのか。自分でも分かりはしなかった。

　ただ震ふるえ、涙をひたすらしぼるしかできなかった。

　扉とびらの向こうから見つめるジャスティスの視し線せんにも気づかずに。




　牛小屋には、立りつ派ぱな体たい格かくの乳牛が六頭もいた。

　年少の女の子たちが乳を搾しぼり、大きな金きん属ぞく缶かんに集めていく。

　それをリッグスたちが殺さつ菌きんするために次々に運んでいった。

　今朝はジャスティスも、その運うん搬ぱんを手伝っていた。

「ジャスティス様、足あしの怪け我がは？」

「うん、かなり腫はれはひいたよ」

　笑って、マシュウにそう答える。

「それにみんな働いてるからね。僕ぼくだけ休んでるの、悪いじゃないか」

「任まかせてくれればいいのに」

　シーナが、乳を搾りながら笑いかけた。

　だが今朝のジャスティスがかえす笑えみは、ぎごちないものだった。

　自分でも、心が強こわばっているのが分かる。

　ライオットの涙を見たせいだと、自分でも分かっていた。

「はい、これ……重いから気をつけて」

　リッグスに、運んできた缶を手て渡わたしする。だが気持ちは、上の空だった。

　悔くやし涙も見たことがある。うれし泣きも覚えていた。

　だがあんなに悲しいライオットの背せ中なかを見たのは初めてだった。

　ジャスティスには、見せたことのない涙だったのだ。

「これで終わりだよ、ジャスティス様。手伝ってくれてありがとう」

「ああ、いいんだよ」

　リッグスに答えて、我われに返る。

　心に引っかかるが、考えても仕方ない。

　朝の新しん鮮せんな空気を吸すおうと聖せい戦せん杖じようを手に取り、ジャスティスは牛ぎゆう舎しやの外へ出た。

　と、一本の大木に手をついて、華きや奢しやな少年が咳せき込こんでいる。

　その背中を、リロンという女の子がさすっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、クライスト？　レギオス兄ちゃん、呼よんでこようか？」

「いいんだ、少し休めば……良くなるから……」

　だが一向に咳せきが止まる気配はない。

「クライスト、大丈夫かい？」

　呼びかけて、ジャスティスも駆かけ寄った。

　クライストは辛つらそうに呼こ吸きゆうすると、健けな気げな笑みで振り返った。

「ジャスティス様……」

「あっ、ジャスティス様、ちょうど良かった」

　利発そうなリロンは、ほっと安心の笑みを浮かべた。

「クライスト、ちょっと具合が悪いんです。私、お薬取ってきますから……」

「分かった。僕がクライストについてるよ」

　すみませんと言うや、リロンは丸太小屋に向かって駆かけだしていく。

　代わって今度は、ジャスティスがその背中をさすってやった。

「気分悪いんだろ？　無理しない方がいいよ」

「いいんだ。僕、まだ朝の仕事があるから」

　咳き込みながら、歩き出す。だがふらついたクライストは、すぐに膝ひざを地につけた。

「ほら、無理してるじゃないか。だめだよ、そんな……」

「だってまだ馬小屋の掃そう除じがあるし」

「そんなの、僕が代わっておくよ。君は家に戻もどりなよ」

　そう言って、ジャスティスはクライストの身体からだを支ささえようとした。

　大木の下で休ませようと、そっと手を取った。その瞬しゆん間かん……

「クライスト、君……」

　服の袖そでを通していても、クライストの肌はだは異い質しつな感かん触しよくを伝えている。

　魔導ノイズに肉体を汚お染せんされた人間なら、ジャスティスも何万人と見てきた。

　奇跡サラウドを以もつて、多くの汚けがれも祓はらいのけてきた。

　だがクライストの感触は、尋じん常じようでない侵しん食しよくを如によ実じつに物語っていたのだ。

「いいんです。じゃあ……」

　クライストは立ち上がり、それでもふらふらと頭を押おさえる。

　ジャスティスは、その身体を支えようと聖戦杖を放ほうり出し、両手を差し出した。

「そんな体調じゃ……」

「いいんです！　ほっといて！」

　急な大声に、ジャスティスはびくりと手を引っ込めた。

　だがクライストも、自分の声に少し驚おどろいたようだった。

「ごめん……なさい」

「気にしないでよ。やっぱり君、少し疲つかれてるんだ」

　ジャスティスは、クライストを大木の根本に座すわらせると、自分も腰こしを下ろした。

「休んだ方がいいよ。みんな怒おこらないってば」

「うん、みんな怒らないんだ。いつも、いつもね」

　クライストは苦しげに横たわると、やっと呼こ吸きゆうを楽にした。

「みんな僕に気を使ってくれるんだ。こんな身体だから……」

「みんな、君のこと心配してるんだ。君が好きなんだよ」

「でも嫌いやなんだ……なんだか大事にされすぎてて……迷めい惑わくかけてるのに……」

　切ない声でそう言った。

「もっとみんなの力になりたいのに……こんな身体じゃなかったら……」

　ジャスティスは、クライストをさする自分の手を見つめた。

　クライストの身体は、もうきっと何年もの間、魔導ノイズに蝕むしばまれているのだろう。

　低位の治癒用奇跡ヒーリング・サウンドでは治らないかもしれない。

　だが少しでも苦しみを和やわらげてあげたかった。

「クライスト……」

　今、奇跡サウンドを使える自信はまるでない。邪じや宗しゆう紋もんが浮うかぶ恐きよう怖ふが、指を強こわばらせた。

　だが恐おそれて使わないのは、ジャスティスには耐たえられなかった。

「ちょっと待ってて、クライスト。少しは効きくかもしれない」

　地面から聖せい戦せん杖じようを拾い上げ、向き直る。

　だが意を決して聖せい印いんを結ぼうとした時、クライストがその動きを静かに制せいした。

「いいんだ、ジャスティス様。もう無理なんだ」

　クライストは、かぶりを振って微笑ほほえんだ。

「初めて会った時、レギオス兄ちゃんに言われたんだ。奇跡サウンドでは治らないだろうって」

「クライスト……」

「それでも水のきれいな場所で暮くらせば少しは違ちがうからって……それでここに来たんだ。だから、奇跡サウンドは使わなくてもいいよ」

　上体を起こして、クライストは額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。そして家を眺ながめて、ため息を吐つく。

「いいなあ、ライオット姉ちゃんは」

「ライオットが？　どうして？」

「だって機械の身体でしょ？」

　無む邪じや気きな声で、そう問いかけた。

「僕も機械の身体ならもっと元気に働けるのに……みんなに負けずに働けるのにな」

「そうかもしれないね。でも本当に機械の身体だったら……」

　言いかけて、ジャスティスの脳のう裏りをライオットの背せ中なかが横切った。

　震ふるえていたあの背中。振ふり払はらい、ジャスティスは微び笑しようを取り戻す。

「そんな事考えないで、ゆっくり身体治そうよ」

「羨うらやましいんだ、僕……」

　ため息を交まじえてクライストが言う。そして彼も諦あきらめたように笑った。

「でもそんなこと考えても仕方ないよね。変なこと言ってごめんなさい」

「いいんだ。いいんだよ」

　その背中を、ジャスティスは優やさしく抱だくしかできなかった。

　と、不意に……




《我わが力を授さずけよう……我が肉体を授けよう……》

《あの男より強き力を……強き肉体を……》

《さすればそなたは新たな生を獲かく得とくする……》

《永えい劫ごうの血けつ盟めいの名の下もとに……》




「今……」

　ジャスティスは、はっと身を固くした。

　言いしれぬ悪お寒かんが、つま先から這はい上がる。

「どうしたの、ジャスティス様？」

「いや……今なにか聞こえなかった？」

　警けい戒かいするジャスティスの視し線せんに、クライストは首を横に振った。

「なにも聞こえないよ。だって僕たちの他には誰だれもいないじゃない」

「それはそうなんだけどさ」

　言いながらも、ジャスティスは草原に視線を巡めぐらす。

　と、その視界に、遠くから小さな影かげが飛び込んできた。

「ジャスティス様あー」

　丘の下から、リッグスが小走りに駆かけ上がってくる。

「リッグスだったのか……な」

　ジャスティスは半ば納なつ得とくしつつ、少年に手を振った。

　リッグスの後ろには、三十がらみのやせ細った農民服の男がついてきている。

　脅おびえた顔つきをさらに青ざめさせ、すがるようにジャスティスを見つめていた。

「ラクスマンさんだ。どうしたんだろ、こんなに早く」

　クライストも不思議そうに、男を見つめる。

　ジャスティスは立ち上がり、その村人に歩み寄った。

「リッグス、どうしたの？」

「申し訳わけない、聖戦官クルセイダー様。あんた様に来て欲ほしいんだ……」

　問いかけを遮さえぎって、ラクスマンと呼よばれた男が口を開く。

　その血の気の引いた顔は、明らかに恐きよう怖ふを目まの当たりにした男のものであった。

「……なにかあったんですか？」

「ここじゃちょっと。それからレギオスと戦せん鎧がい鬼きの人にも……」

　言われて、ジャスティスは丸太小屋を振り返る。

　二人はまだ、家から出てきてはいなかった。




　村の中央に位置するその家には、老ろう夫ふう婦ふが住んでいると言う。

　簡かん素そな造つくりの木もく造ぞう小屋には、外見上なんの変へん哲てつもない。

　家の中から、泣き叫さけぶ老ろう婆ばの声が聞こえることを除のぞけば。

「まあ、見てくれ」

　先に立って案内したラクスマンは、レギオスに部屋の扉とびらを開いてやった。

　後から続くライオットとジャスティスも、すぐ室内に足を踏ふみ入れる。

「う……」

　ジャスティスが低く呻うめいて、聖せい戦せん杖じようを堅かたく握にぎりしめた。

　ライオットとレギオスは、黙もくして部屋に置かれたベッドを凝ぎよう視しする。

　その上には、真っ黒に全身焼け焦こげた人間の遺い体たいが乗せられている。

　もはや人相も年ねん齢れいも判はん別べつはできないが、この家の主あるじであることは間ま違ちがいなかった。

「ロードン爺じいさんだよ。昨夜まで元気だったのに……婆ばあさんが今朝気づいたそうだ」

「ベッドはきれいなもんね」

　ライオットは、冷静に遺体の乗ったシーツを撫なで回す。

「焦げ目ひとつついてないわ。お婆さんはその時……」

「隣となりのベッドで寝ねてたそうだ。悲鳴は全く聞いていない。そんな事ができるのは……」

　ラクスマンは、遠えん慮りよがちにジャスティスに視線を移うつした。

　聖戦官クルセイダーは、部屋を一いち瞥べつして小さくうなずく。

「邪じや神しんか血けつ盟めい者しやの仕し業わざでしょうね」

「やはりそういうわけか……」

　言いながら、部屋にロッシ老人が入ってきた。

　双そう眸ぼうに諦てい観かんの光を宿らせ、やせ細った肩かたで小こ刻きざみに呼こ吸きゆうする。

「この辺りでは変へん異い獣じゆうは出ても、邪神なんぞ見かけたこともない。血盟者とて同じじゃ。いったい何が目的でこのような小さな村を襲おそったものか……」

　ライオットは、さっきから一言も発しないレギオスに振り返った。

「ねえ、あんたは……どう思うの？　何か心当たりないの？」

「あると言えばある」

「なによ、いったいこの村になにが……」

「俺おれの口から言うのも、どうかと思うぜ」

　レギオスは、壁かべによりかかってうなじを搔かいている。

　今朝の一いつ件けん以来、なぜか彼の警けい戒かいはすっかり解とけていた。

　それでも新たに、今は困こん惑わくの表ひよう情じようを浮かべている。

　気づいたライオットは、はっとラクスマンを振り返った。

「ええ、まあ……この村には邪神が欲ほしがるものなんざ何もないはずなんだ。せいぜい人間の血と肉ぐらいだ。しかしそれも昨日までの話でね」

「あたしとジャスティスが狙ねらいだって思ってるのね？」

「気を悪くせんでくれ。けど、あんたたちが来てすぐに、こうなったんだ。レギオスからはバザラの宿場が全ぜん滅めつしたとも聞いてる。偶ぐう然ぜんとは思えんよ」

　ジャスティスは、無言で視線を伏ふせた。

　彼自身、その言葉を否ひ定ていできる材料は何も持ってはいないのだ。

　だがライオットは、詰つめかけた村人にも聞こえるよう、言葉を選び始めていった。

「狙われる理由がないわけじゃないわ。ジャスティスはずっと巡じゆん礼れいの旅をしてきて……何度も邪神や血けつ盟めい者しやと戦ってきた。恨うらみに思う奴やつがいても不思議じゃない」

「だったら……」

「分かってる、出ていくわ。あたしたちが消えた後にこの村が襲われても……たぶん大だい丈じよう夫ぶよね。レギオスがいるから」

　ライオットは、未いまだ正体のしれぬこの男に無理に笑いかけた。

「あんた、あたしたち二人より強いみたいだもんね。任まかせてもいいわよね？」

　だがレギオスは顔を強こわばらせたまま、咳せき払ばらいをひとつした。

「ラクスマン、言いたいことがあるなら全部言った方がいい」

「しかし、それは……」

「いいんだ。この二人はもっと気を悪くするかもしれんが、お前を恨んだりはしない」

　促うながされたラクスマンは、なおも躊ちゆう躇ちよする。

　意味不明の会話にライオットが眉まゆ根ねを寄せると、ロッシ老人が前に進み出た。

「つまりな、ライオットさん……村人の中には、お前さんたちこそ血盟者じゃないかと疑うたがう者もいる……そう言うことなんじゃよ」

　冗じよう談だん、と悲ひ痛つうな声を響ひびかせてライオットが老人に向き直った。

「あたしはともかく、ジャスティスは聖戦官クルセイダーよ。血盟者だなんて……」

「しかし奇跡サウンドを見たわけじゃねえんで……」

　ラクスマンも、胸むねのつかえを吐はき出すように言い切った。

「聖戦官クルセイダー様に言うのは憚はばかられるが、奇跡サウンドを見せてもらえれば少しは納なつ得とくするんだが」

　村人の視線が、ジャスティスに集中する。

　ライオットも、少年と視線を合わせた。

　二人の記き憶おくの中で、二日前のバザラの宿場での悪あく夢むがまざまざと蘇よみがえる。

　あの時、邪じや宗しゆう紋もんは奇跡サウンドを召しよう喚かんせんとした瞬しゆん間かんに現あらわれた。

　再ふたたび、奇跡が不発に終わり、邪宗紋が現れたとしたら、疑ぎ念ねんは揺ゆるぎないものになる。

　ジャスティスは唇くちびるを嚙かみ、心中の恐きよう怖ふと格かく闘とうした。そしてうなずく。

「分かりました。そこまで言うなら……」

「ジャス……」

「おいおい、それは止めろよ。創世神かみさまの力を見せ物にする気か？」

　ライオットの制せい止しを、レギオスの声がわざとらしく遮さえぎった。

「ラクスマンだって本気じゃない。ただ、みんな怖こわがってるだけだ。その心配を取り除のぞいてやればいいのさ。そうだろ、ラクスマン？」

「ま、まあ、そりゃあ……」

　微び笑しようを取り戻もどして、レギオスはロッシ老人に歩み寄よった。

「敵てきは、俺とこの二人でなんとかする。せめてこの二人に戦う機会を与あたえてくれ」

「二人をこの村に残すと言うのかね？」

「ジャスティスの捻ねん挫ざは、まだ治っちゃいない。追い出すのは酷こくだ」

「そのせいでまた誰かが殺されたら、どうするんじゃね？」

「そんなことはさせん」

「とは言っても……」

「その時は俺も死ぬ」

　レギオスは、事も無げに断言した。

　ライオットは驚いたが、かまわずに言葉を続ける。

「すまんが俺が出せるのは、自分の命だけだ。それで勘かん弁べんしてくれないか」

　微笑を保たもっているが、声は刃やいばの如ごとき鋭するどさを発していた。

　揺ゆるぎない闘とう志しが秘ひめられている。ライオットにはそう思えた。

　その声こわ音ねを受け止めると、ロッシ老人は髭ひげを指先でしごいた。

「任まかせよう、お前さんに」

　村人が一瞬ざわめくが、ロッシはその喧けん噪そうを穏おだやかに制する。

「とにかくロードンの遺い体たいを外へ。手て厚あつく葬ほうむってやるんじゃぞ」

「すまない」

　覚かく悟ごを決めた声に、レギオスは小さく一礼する。

　その背せ中なかを見つめるジャスティスとライオットも、覚悟を決めていた。




　レギオスの住む丘には、冷たい風が吹ふき始めていた。

　まだ日も高い時じ刻こくのはずだが、日ひ暮ぐれのようにも感じる。

　風に軋きしむ丸太小屋の前まで来ると、レギオスは背はい後ごの二人を振り返った。

「先に家に戻っててくれ。俺は納な屋やに行ってくる」

　寒風に目を細め、歩を進める。

「今日は夕方から寒くなる。薪たきぎを取ってこないとな」

　レギオスの言葉を聞いて、ライオットは相あい棒ぼうに視線を向けた。

　ジャスティスはうなずいて、ただ一人、丸太小屋に入っていく。

　残されたライオットは、足早にレギオスの背を追いかけた。

「待ってよ、レギオス」

「ん、なんだ？」

「さっきの事なんだけどさ」

　二人は、薄うす暗ぐらい納屋の中で向き合った。

　積み上げられた炭と薪の匂においが、少しだけ鼻につく。

　ライオットは、すまなさそうに話をきりだした。

「あたしたち、この村から出ていくわ」

「おい、それはどういう……」

「ごめん。あたしたち……疑ぎ惑わくを晴らす自信がないの」

　その言葉に、レギオスは明らかに動どう揺ようしていた。

　だがかまわずに、ライオットは続ける。

「疑惑を晴らすチャンスをくれたのは、本当にありがと。でもね、今のあたしたち、邪じや神しんと戦える自信がないのよ」

「それはジャスティスのせいなのか？」

「うん、まあ」

　ライオットは、口を濁にごすしかない。

　いくら戦う機会を与えられても、ジャスティスが一度も奇跡サウンドを使えずに昏こん倒とうしたら、疑惑は少しも晴れないだろう。奇跡サウンドの使えない聖戦官クルセイダー……まして邪じや宗しゆう紋もんを見られては、もはや弁べん明めいのしようもない。

「あたしたちが村を離はなれても、邪神はあんたたちを襲おそってくるかもしれない。その時は……本当にごめん。あんたが守ってあげて。あたしたちじゃ無理なんだ」

「それじゃお前たちは疑うたがわれたままだぞ」

「いいのよ、仕方ないわ」

　ライオットは、ため息と共に諦あきらめを口にした。

「初めてじゃないしね。そう思われるの」

　歯がゆかった。

　なんのための戦せん鎧がい鬼きなのか。なんのための戦う力なのか。

　だがそれはジャスティスの辛つらさに比くらべれば、たいしたことはない。

　聖戦官クルセイダーだというのに、邪神との戦いを放ほう棄きして去る。辛すぎる決けつ断だんだった。

「お前一人でもいい。俺と一いつ緒しよに邪神と戦えば、きっと村のみんなも……」

「だめよ。ジャスティスが戦って疑惑を晴らさないと」

　レギオスの提てい案あんに、ライオットは即そく座ざに首を振った。

「中ちゆう途と半はん端ぱな事ならしない方がいいわ。それにあたしだけ疑いが晴れてもね……」

　捨すて鉢ぱちに笑って、却きやつ下かする。

　それにライオットには分かっていた。

　ライオットだけを戦わせる。そんな事をジャスティスが許ゆるすはずもなかった。

　きっと自分も戦場に飛び込むだろう。そういう相棒なのだ。

「出て行くわ……今夜」

「今夜……？」

「あたしたちが消えたら、あんたも非ひ難なんされるかもしれない」

　ライオットは、レギオスの瞳ひとみを見上げた。

「それだけは、本当にごめん。もしもさ……」

　言いかけて、息を詰つまらせた。

　レギオスの瞳が、悲しげに揺らいでいる。

　ただじっと、ライオットを見つめながら。

「もう……戻らないつもりか？」

「そりゃ、疑われたままならね」

「俺は疑ってない」

「うん、ありがと。でも、さよならよ」

　急に、その場から逃にげ出したくなった。

　納な屋やから飛び出し、一瞬だけ振り返る。

「戻ってこない方がお互たがいのためでしょ」

　言って、ライオットは丸太小屋に駆かけていった。

　胸むねの奥おくから、もどかしい思いがこみ上げていた。

　だが言葉にならない。余よ計けいにもどかしかった。

　決心したはずなのに、覚かく悟ごが消えかけている。

（未練……？）

　混こん乱らんした頭を左右に振って、ライオットは丸太小屋の扉とびらを開いた。

「ただいまー……って、ジャスティス？」

「ああ、ライオット～」

　家の中では、ジャスティスがアンナを抱だき、弱り切っていた。

　腕うでに抱かれた少女は、顔を真っ赤にして泣いている。

「やだよお、行っちゃやだよお、ジャスティス様あ」

　その言葉に、ライオットはどきりとする。

　周囲では、集まった子供たちも不安げな顔を見せていた。

「聞いたよ、ライオット姉ちゃん。村での事……」

　進み出たリッグスも、泣きそうな顔になっている。

「みんなに疑われたって……でもこの村から出ていくんじゃないよね？」

「残ってくれるんでしょ、お姉ちゃん」

　リロンが袖そでを引き、クライストも唇くちびるを嚙かみしめている。

　その顔を見み渡わたし、ライオットは唐とう突とつに笑い出した。

「バ、バカねー、みんな。あたしら疑われっぱなしで、出ていくワケないじゃない」

「本当？　本当だよね？」

「あったり前よ。邪じや神しんが出てきたら、ジャスティス様がボッコボコに退たい治じしてくれるわ。ねえ、ジャスティス？」

「う、うん、まあね……」

　視し線せんを合わせる二人の周りで、みなが歓かん声せいを上げる。

　アンナも鼻をぐすぐすさせて、ライオットを見上げた。

「本当なのお、お姉ちゃん」

「信じなさいって。ああ、もうこんな鼻水出しちゃって」

　ライオットは、ジャスティスの腕から少女を抱き寄せると、優やさしく揺ゆり動かした。

「ほら、泣かない、泣かない。そんなに泣いたらおかしいわよ、アンナ」

「うん、お姉ちゃん、大好きい」

　アンナは、鼻水だらけの顔をすりつけてくる。

　と、扉が開き、薪たきぎを抱かかえたレギオスも家に戻ってきた。

「ライオット……」

　妙みように驚おどろいた顔で、戸口に立ちつくす。

　振り向いて、ライオットはアンナを少し持ち上げた。

「ほら、アンナ。レギオスが帰って来たわよ、いつまでも泣かないの」

　さっきの気まずい空気を忘わすれるように、ライオットは微び笑しようする。

　だがレギオスは、じっとライオットとアンナの姿すがたを見つめるだけだった。

「どうしたの、レギオス兄ちゃん？」

　駆かけ寄よったリロンは、薪を受け取るとレギオスに笑いかけた。

「ね、ライオット姉ちゃん、まるでみんなのお母さんみたいでしょ」

「あ……ああ、そうだな」

「兄ちゃんもこんな奥おくさんと娘むすめ、欲ほしいんじゃないのお？」

「バカね、リロン」

　笑って、ライオットは台所へと進んでいった。

「さ、お昼にするわよ。みんな手伝って」

　返事をして、子供たちが後についていく。

　ジャスティスも微笑ほほえみながら、薪を運ぶのを手伝った。

　一人、レギオスだけが戸口に立ったままである。

「ああ、そうだよ」

　不意に、一人つぶやいた。

　そして白はく髪はつを搔かき上げる。

「本当、どうもそうらしい……」

　降こう参さんしたような、口振りであった。




　沈ちん痛つうな一日が寡か黙もくなまま過すぎ去った夜。

　レギオス家の裏うら戸どが、音もなく開け放たれた。

「静かに歩いてよ、ライオット」

　声を潜ひそめて、ジャスティスが警けい告こくした。

「子こ供どもたちが起きちゃったらまずいよ。みんな、結けつ構こう鋭するどいんだから」

「あんたこそ、足あし下もと気をつけなさいよ。まだ怪け我が治ってないんでしょ」

　ライオットは、全すべての荷物を背せ負おったまま、戸を静かに閉しめ切った。

　星ひとつない新大陸の闇やみ夜よは、二人の姿を完全に隠かくしてくれている。

　つくった笑顔で、ライオットは相あい棒ぼうにささやいた。

「いつもなら治癒奇跡ヒーリング・サウンドで怪我治してさ、村のために戦うんだけどね。今回は夜よ逃にげ。しょうがないわね」

「ごめん、僕ぼくのせいだよね」

　静かに丘の斜しや面めんを下りながら、ジャスティスはため息を吐ついた。

「でも、やっぱりこの村で奇跡サウンドは使えないよ。もししくじったら、きっと僕……」

「いつも言ってるでしょ。あんたのせいじゃないのよ、今回のこともね」

「でもこの村には……この家にはもっと居たかったよ。ライオットだってそうでしょ？」

「ん……まあね」

「やっぱりレギオスさんだけには、お別れした方がいいんじゃないの？」

　言われて、ライオットは彼の家を振り返る。

　たった数日居ただけなのに、猛もう烈れつな郷きよう愁しゆうが胸むねにこみ上げる。

　訊ききたいことも沢たく山さんあったし、言いたいことも沢山あったように思う。

　だが戦せん鎧がい鬼きは、諦あきらめたように笑うしかできなかった。

「そんなのあたしに似に合あわないわよ。分かってるくせに」

「で、でもさ……」

「いいのよ。あたし、あんたが思ってるほど、未練ないからさ」

　そう言って、足を踏ふみ出そうとした時、

「そいつは残念だな」

　突とつ然ぜん、闇の中からレギオスの声が聞こえてきた。

　ふと見れば、白髪をなびかせた騎き士しが丘を静かに登ってくる。

　白い装そう甲こう鎧よろいを纏まとったレギオスは、左右の腰こしに長大な剣けんをぶら下げ、二人の前に超ちよう然ぜんとして立ちはだかった。

「レギオス、あんたどこに……？」

「見回りだ、村のな」

　鼓こ動どうを速めるライオットに、レギオスは眼がん下かを指さした。

「妙みような奴やつが入ってきては困こまるし、妙な奴が出ていっても困るんでな」

「レギオスさん、僕たちは……」

「本当に、疑うたがわれたまま去るつもりか？」

　レギオスはため息を吐つきながら、聖戦官クルセイダーの水色の瞳ひとみを直視した。

「聖戦官は、信望ある職しよく責せきだ。名をおとしめるつもりか？」

「いいえ！　で、でも……」

「何か理由があるのは分かっている。だがその理由を説明もしないのは、努力不足ではないか？　責せき務むを果たしているとは言えんぞ」

　ライオットは、静かに熱を帯びるレギオスの口調に呆ぼう然ぜんとしていた。

　装甲鎧を着ているせいでもないが、その毅き然ぜんとした態たい度どは聖せい騎き士しを思わせる。

　しかもかなり高位の、だ。

「あなたも見たはずです、レギオスさん。僕の邪じや宗しゆう紋もんを」

　思い切って、ジャスティスも秘ひ密みつを口にした。

「あれを見たら疑われても仕方ありません。むしろ僕は、あなたの方が不思議ですよ。どうしてあなたはそうと知って……僕を助けてくれたんですか？」

　ライオットも、夜風になびく赤い髪を押さえて問いかけた。

「ほんとよ、レギオス……あんた、あたしたちの事、ずっと警けい戒かいしてたじゃない？」

　問いかけに、レギオスはひたとライオットの瞳を見み据すえた。

　その視し線せんにはもう、警戒も疑ぎ念ねんもない。ただ涼すずやかな慈いつくしみの色が瞬またたいているだけだ。

「俺おれには守るべき子こ供どもたちがいる。それは許ゆるして欲ほしい」

「いいけどね、馴なれてるからさ」

　馴れているなら、どうしてこんなにいらつくのか。

　自問するライオットに、今度はレギオスが切り返した。

「だが警戒してたのは、俺一人のせいじゃない」

「どういう意味よ」

「警戒してたろう、お前も」

　言われて、ライオットは唇くちびるを結んだ。

　脳のう裏りを、過か去この情じよう景けいが一気に埋うめ尽つくしていく。

　ジャスティスと出会う以前、ジャスティスと出会った後……

　多くの人間と出会ったが、幸せな結末を迎むかえたものはわずかだった。

「簡かん単たんに信用して……裏うら切ぎられるの、ごめんなのよ」

　ライオットの告白に、白髪の騎士はおもむろに吐と息いきを撒まいた。

「せめて疑念は晴らせよ。足の怪け我がは俺がなんとかする」

　いつもの口調に戻すと、やおら右手で聖せい印いんを結んだ。

「第一撃テイク・ワン、神聖光癒陣イン・ザ・ライト……」

「レギオスさん、あなたは……」

　驚おどろくジャスティスの足首を、白い光輪が包み込む。

　治癒奇跡ヒーリング・サウンドを召しよう喚かんしたレギオスは、苦い顔つきで微笑ほほえんでみせた。

「普ふ段だんはあまり使わないんでな。効きき目は薄うすいかもしれんぞ」

　しかし奇跡サウンドを与あたえられたジャスティスは、その効こう果かに驚きを隠かくせなかった。

　足首から瞬時にして痛みと熱が消きえ失うせている。同じ奇跡サウンドを行使できるジャスティスだが、かくも強い効果を瞬間的に召喚するのは至し難なんの業わざだ。

　レギオスは、再ふたたび口調をあらためた。

「ジャスティス、俺はお前たちを信じてる。みんなだってきっと信じてくれるさ」

「どうしてそこまで信じてくれるんですか？」

　ジャスティスは、まっすぐに白髪の騎士を見据えて言った。

「もし僕が……その信しん頼らいに値あたいしない人間だとしたら……？」

「ジャスティス、なにバカな事言ってんの！」

　ライオットは相棒の腕をつかむが、レギオスは涼しい顔のままだった。

「お前とライオットは俺を裏切らない。それは分かってる」

「レギオスさん……」

「バザラの宿場で拾った時から、それは分かってたさ」

　ようやく、レギオスはあの時の事を口にした。

「ライオットはお前を守って必死に戦ってた。自分の身を犠ぎ牲せいにしても、お前を守ろうとしてた。邪宗紋のある聖戦官クルセイダーをな……」

「…………」

「不思議に思えた。邪宗紋を持つ者を守ろうとする気持ちが……それだけの理由があると俺は信じた。だから助けたんだ」

　そしてライオットに視線を向ける。

「他人のためにあそこまで戦える女は初めてだ。そして今だって……自分たちに汚お名めいを着せられるのもかまわず、この村を去ろうとしている。そんなお前が裏切ったとしたら……」

　言葉が途と切ぎれ、レギオスは天を仰あおいだ。

「俺はもう誰だれも信じられなくなる」

　ライオットは、その声に込められたとてつもない悲ひ哀あいを感じ取った。

　レギオスの緑の瞳が、嗚お咽えつするようにゆらめいている。

　その瞳が、再ふたたびライオットに向けられた。

「嫌いやなんだよ……お前たちが疑うたがわれたままなんて」

　ライオットは、咄とつ嗟さに言葉が出なかった。

　だが突とつ然ぜん、夜よ闇やみの中に鮮せん烈れつな赤光が浮うかび上がった。

「メタライトっ……！」

　叫さけんだジャスティスの聖せい戦せん杖じようが、魔導ノイズを察知して警戒色を発している。

　だが彼が指したのは自分の杖ではなく、レギオスの剣けんだった。左右の剣の柄つかにも、聖戦杖と同じく希き宝ほう石せきメタライトが埋うめ込こまれていたのだ。

　三人が同時に振り返ると、その鼓こ膜まくに痛つう撃げきが走った。

《ヤ、ナ、ニオス、ネオス……》

《ウィルドルン、ヤ、ナ、ネオス……》

「ジャスティス、下がって！」

　ライオットは、相あい棒ぼうの身体からだをぐいと引き寄せた。

　びょうびょうと風が吹ふく牧草地に、しきりと邪よこしまな文言を繰くり返す巨きよ体たいが現あらわれていた。

　立ち上がった人間の腐ふ乱らん死体に見える。

　だが頭ず蓋がい骨こつが半ば剝むき出しになった頭は三つ。筋きん肉にく組そ織しきを露あらわにした腕うでは左右合わせて六本。その腕に長ちよう剣けん、斧おの、曲刀などを握にぎり、威い嚇かくの呼こ吸きゆう音おんを響ひびかせる。

　黒い装そう甲こう鎧よろいを着た腐乱死体が三体、次元の裂さけ目から悠ゆう然ぜんと姿を現した。

「邪神侯ブエルネオス・エルガイ」

　ライオットが放出魔導ノイズ線量を計測する前に、レギオスが告げた。

「気をつけろ、手て強ごわい」

　告げた瞬しゆん間かん、邪じや神しんたちが前に跳とんだ。巨体とも思えぬ速度で、一直線に躍おどりかかる。

　同時に、三つの口から火か弾だんを乱らん射しやした。

　ライオットたちの動きを封じるよう、その周囲に着弾させる。

　吹ふき飛ぶ土つち塊くれと衝しよう撃げきに、ジャスティスが思わず膝ひざをついた。

「ライオット！」

「時間はあたしが稼かせぐ！」

　闇の中で叫さけび、ライオットは背せ中なかから電でん磁じ大たい剣けんを引き抜ぬいた。

「いええええいいっっ！」

　横一文字に大剣を据すえ、邪神の懐ふところへ滑すべり込こんだ。

　後方へ逃のがれたジャスティスを守ろうと、邪神の斬ざん撃げきに立ち向かう。

　が、網もう膜まくには邪神の動きが残ざん像ぞうしか映うつらなかった。

「見えないっ！」

　慌あわてて剣の向きを変え、鼻の先で攻こう撃げきを受け止める。

　だが相手の腕は六本。いくら戦せん鎧がい鬼きとは言え、六つの刃やいばを受け止める事はできない。

《ヤ、ナ、ニオス、ウィルドルン、ヤ、ナ、ネオス……》

「だいたい腕が多すぎるっ！」

　叫んで、だしぬけに大剣から脱だつ力りよくする。

　刃を押し込んでいた邪神が平へい衡こうを失うと、その間かん隙げきにつけ込み、刃を反転させた。

　大剣は邪神の腕をかいくぐり、その喉のど元もとを強ごう引いんに強きよう襲しゆうした。

　ジャスティスも、その一撃を見て勝利を確かく信しんする。

「やった！」

　しかし邪神の動きはライオットの予想を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　襲おそいかかるライオットの刃を、素す早ばやく腕の装甲鎧で食い止めたのだ。

「こいつ、なんて鎧着てんだよっ！」

　ライオットは全身の体重をかけて刃を押し込むが、大剣は火花を散らすだけで少しも鎧にくい込んではくれない。戦鎧鬼は、狡こう猾かつな敵てきの動きに歯は軋ぎしりした。

「だったらこれでどうだよ！」

　後方へ飛び退のきながら、ライオットは剣を左右にふるった。

　その斬撃は瞬時に、邪神の左右の指を何本も切断する。

「それなら剣は握れない！」

　着地したライオットは、乾かわいた唇を舐なめた。

　だが邪神は、鷹おう揚ように自分の手を見つめるだけであった。

《ヤ、ナ、ニオス、ウィルドルン、ヤ、ナ、ネオス……》

　切断された指と、握っていた斧と剣が大地に落下する。

　しかし指は蒸じよう気きを発して消きえ失うせると、切り口から見る間に再さい生せいしていった。

　新たな指で剣と斧を拾い上げ、邪神は再び六本の武ぶ器きを構かまえ直した。

　三つの顔には余よ裕ゆうとしか思えぬ醜みにくい笑みを浮うかべている。

「なんて奴やつ！」

　巨体に似に合あわぬ俊しゆん敏びんな白兵戦が強しいられた。装甲鎧も恐おそらく、奇跡サウンドや聖せい鋼こうゾダニウムの威い力りよくを減げんじる効こう果かがあるのだろう。敵も戦いの鬼おになのだ。
















　と、態たい勢せいを整えたライオットは、視し線せんを巡めぐらせた。

　残り二体は、レギオスを襲っているはずだ。援えん護ごすべく、身体からだが反はん射しや的てきに動く。

　だがライオットが見たものは、恐きよう怖ふに萎い縮しゆくした邪神の姿であった。

（まさか……）

　思う目の前で、二体の邪神はじりじりとレギオスとの間合いを狭せばめている。

　敵の表情に、余よ裕ゆうの嘲ちよう笑しようはない。六本の腕うでからも緊きん張ちようがみなぎっていた。

　対してレギオスは、未いまだ左右の剣に手もかけてはいない。

　ただ邪神との間合いを測はかり、その一瞬を見み極きわめようとしていた。

「レギオスさん！」

　ジャスティスが援護しようと聖印を結ぶが、気配を察してレギオスが制止した。

「いいんだ、必要ない」

　邪神から視線を外さずに断言する。

「それよりライオットを守ってやれ、頼たのむぞ」

　その声と共に、左右から邪神が勇ゆう躍やくした。十二本の腕で十二の武ぶ器きを叩たたきつける。

《ヤ！　ナ！　ニオス！　ヤ！　ナ！》

　と、目の前まで邪神を引きつけ、レギオスは鋭く短い息を吐いた。

　思った刹せつ那な、その姿が忽こつ然ぜんとかき消える。

　目標を失った邪神たちは急停止した。一体は危き険けんを察し、後ろへ飛び退のく。

　だが判はん断だんを誤あやまったもう一体は、三つの頭をしきりに回転させた。

　そしてようやく、上空から猛もう速そくで落下するレギオスの姿すがたに気づいたのだ。

《ヤ！　ナ！　ニオス！　ヤ！　ナ！》

「第二撃テイク・トウ！　冥府魔道断罪拳デス・アレイ・ドライヴアー！」

　レギオスの肉体から、青白い聖せい光こうが竜たつ巻まきのように迸ほとばしる。

　その爆ばく光こうの渦うずと共に、レギオスの拳こぶしが邪神の頭とう頂ちように突つき刺ささった。そのまま邪神の身体からだを引き裂さき、突つき抜ぬけ、真っ二つに両断する。光は邪神の肉体を裂き、強固な装甲鎧すら紙かみ屑くずの如ごとく電光で焼き払った。

《ヤアアアナアアア！　ヤアアアナアアア！》

　断だん末まつ魔まの声を響かせ、邪神は聖光に焼かれ、溶とけ落ちていく。

　レギオスの聖光は、邪神に再生すら許ゆるしはしない。

　だが着地したレギオスは、不満げな顔で残る二体に振り返った。

「腕が鈍にぶったな。一体逃のがすとは」

　ライオットは、その言葉に驚きよう愕がくした。

（同時にもう一体やるつもりだったの……？）

　しかしレギオスの放った力を見れば、あながち不ふ可か能のうとも思えない。

　ジャスティスも信じがたい思いでレギオスを凝ぎよう視ししている。

　そしてその目は、ようやくレギオスの正体を悟さとっていた。

「聖戦将ブリゲイド……」

　驚きよう嘆たんの思いをジャスティスは口にした。

「レギオスさん、あなたは……」

　言いかけた言葉を、牛馬の悲鳴が遮さえぎった。のたうつ邪じや神しんの悲鳴に、狂きよう奔ほんしたのだ。

　悲鳴に導みちびかれるように、ようやく何人もの村人が松たい明まつ片かた手てに走り寄ってくる。

「レギオス！　こ、これは……」

「来るな！　誰だれも近づくな！」

　人々の先頭にはロッシ老人が立ち、ラクスマンも中に混まじっている。

　しかしレギオス家にも、何事かと明かりが灯ともり始めた。

　リッグスやクライストが、寝ねぼけた顔で窓まどを開け放つ。

「なんなの、いったい……うわああああっっ！」

　ライオットは、慌あわてて少年たちに警けい告こくを放った。

「だめよ、中にいて！　出てきちゃいけない！」

　しかし彼らの忠ちゆう告こくはわずかに遅おそく、二体の邪じや神しんは新たな力を起動させていた。

《ヤ、ナ、ニオス、ウィルドルン、ヤ、ナ、ネオス……》

　邪神の腐くさりかけた眼がん球きゆうが、一瞬鮮せん烈れつに輝かがやきを増ました。

　どくんと言う鼓こ動どうが牧草地に広がり、その波動が一同を包んだ時、村人の松明もレギオス家のランプも一いつ斉せいに炎ほのおを失っていた。照明はかき消え、暗くら闇やみが牧草地を吞のむ。




《見せてやろう、我わが力を……見せてやろう、我が魔導ノイズを……》

《お前は変われる……今よりずっと素す晴ばらしい生を得る……》

《ほんの少し願うだけだ……ほんの少し代だい償しようを差し出すだけだ……》

《さすればお前は……あの男を乗り越こえられる……》




「な、なんだ、こりゃ！」

　慌あわてる村人の声をよそに、ライオットの義ぎ眼がんは暗あん視し装そう置ちを自動起動させた。

　だがその視界には何も映うつってはいない。村人も邪神も、間近にいるはずのジャスティスもレギオスも見えはしなかった。

「な、なんなの、これ……ジャスティス！」

「僕ぼくはここだよ」

　小さな手が、ライオットのそれを強く握にぎる。

「これ、ただの暗闇じゃないよ。きっと閉へい鎖さされた魔導ノイズの結界なんだ」

「ヴュラックの海かい淵えんだ。人間の視力は用を為なさん」

　すぐ側から、レギオスの声も聞こえる。

「邪神の視力は用を為すがな」

　瞬しゆん間かん、気配が正面から挑いどみかかった。

　ライオットは不可視の敵に備そなえようと大たい剣けんを構かまえる。

　しかし飛び出したレギオスがライオットの前に立ち、左右の腰こしから長ちよう剣けんを抜き払った。

　ぎぃんと言う金きん属ぞく音おんが響き、暗闇に火花が散る。

　両腕を交こう叉ささせたレギオスは、苦もなく六本の刃を受け止めていた。

　激げき突とつした刀身から聖せい光こうがばちばちと爆はぜる。

「なんであんた……見えるの？」

　畏い怖ふするような声でライオットは問いかける。

　レギオスは、目前の敵と競せり合いながら、かぶりを振った。

「俺おれも人間だ、見えてはいない。ただ……」

　邪神が間近で咆ほう哮こうした。刃を引き、新たな角度からレギオスの肉体を狙ねらう。

　その一瞬に、レギオスは左右の剣を縦じゆう横おうに振り抜いた。

「分かるだけだ」

　囁ささやきに、邪神の絶ぜつ叫きようが重なった。途と端たんに、不可視の闇が消きえ失うせる。

　レギオスに十文字に斬られた邪神は、すでにヴュラックの海淵を展てん開かいする力もない。

　牧草地に倒たおれ、刃の聖光に焼かれ、そして泡あわと消えていった。

　視界を取り戻した村人は、目前で死にゆく邪神の姿に後ずさった。

「こいつがロードン爺じいさんを……」「なんて……」

　子こ供どもたちも、超ちよう然ぜんとしたレギオスの姿を呆ぼう然ぜんと見守っていた。

「あの邪神、兄ちゃんが倒したんだよね？」

「そうだよ……きっとそうだよ……」

「すごい……すごいよ、レギオス兄ちゃん！」

　リッグスとクライストは手を握りあって喜んでいる。

　ボルタスは寝ねぼけ眼まなこをこすり、年長のシーナは幼おさないアンナを抱きかかえていた。

「残るは一体か」

　言いながら、レギオスは剣を鞘さやに収おさめた。そしてジャスティスに視線を向ける。

「俺は正体を晒さらした。今度はお前が自分の力を証しよう明めいする番だ」

　うなずいて、ジャスティスは前に踏ふみだした。

　その腕をライオットが握にぎりしめる。

「ジャスティス、でも……」

「いいんだ、いつもの事じゃないか」

　少年は邪じや神しんと正対し、静かに聖せい印いんを結んだ。

「疑うたがいは行動で払ふつ拭しよくするしかないんだ。僕にはそれができるはずだ。第一撃テイク・ワン……」

　祈いのるようにつぶやき、聖せい戦せん杖じようを突きつける。

　最後の一体は身を低く構かまえジャスティスを睨にらんでいたが、急に方向を転てん換かんした。

《ヤ！　ナ！　ニオス！　ヤ！　ナ！》

　奇き怪かいな声で叫さけびつつ、レギオス家めがけて跳ちよう躍やくした。

「リッグス！　クライスト！」

　ライオットの声で、子供たちが窓まどを閉しめる。

　だが邪神は、その窓を突き破やぶらんと奇き声せいを発して襲おそいかかった。

《ヤ！　ナ！　ニオス！　ヤ！　ナ！》

「神聖炎熱堕撃パイロマニア！」

　思わずライオットは拳こぶしを握り、普ふ段だんなおざりにしている神に成功を祈った。

　だが少年の手からは、莫ばく大だいな聖光が噴ふん出しゆつする。

　ジャスティスの奇跡サウンドは、無数の古代神聖文字となって空中に現出した。

　文字列はまるで鎖くさりの如ごとく、邪じや神しんの身体からだを包囲し、家の目前で突とつ進しんを停止させたのだ。

《ヤ！　ナ！　ニオス！　ヤ！　ナ！》

　もがき苦しむ邪神に、ジャスティスは闘とう志しをはらんだ声を叩たたきつけた。

「災わざわいもたらす者よ……神の炎ほのおの裁さばきを受け、クフ・ナハトの永えい劫ごうの闇やみに還かえれ……！」

　文字列が一いつ斉せいに、至し近きん距きよ離りから炎えん撃げきを吐き出す。

　子供たちの前で、村人たちの前で、邪神の肉体は白はく煙えんを上げて蒸じよう発はつしていった。

　後に残ったのは、ただ夜のしじまだけであった。

「ジャスティス！」

　ライオットは少年に駆かけ寄より、その小さな身体を抱きしめた。

　豊かな胸むな元もとに顔を押おし潰つぶされ、ジャスティスは真っ赤になった。

「ちょっ、ちょっとライオット！　恥はずかしいよ、みんな見てるってば！」

「やっぱりあんた……最高よ！」

　抗こう議ぎするジャスティスにかまわず、ライオットは少年をぐるぐると振り回した。

　レギオスも軽く手を叩くと、いつもの微び笑しようを浮うかべてみせた。

「お見事。最後の言葉は聖典第六章のくだりだな。俺はとうに忘わすれたがね」

　賞しよう賛さんの言葉でライオットは我われに返り、ジャスティスを離はなした。

　ジャスティスもあらためて、レギオスに向き直る。

「あなたの過か去こは訊きくまいと思っていました。でもやっぱり無理みたいです。あなたの正体が分かった以上は……」

「俺は俺だ。隠してる正体などない」

　だがジャスティスは、その言葉に首を横に振った。

「訊かせてはもらえませんか、聖戦将ブリゲイドレギオス殿どの……」

　呼よびかけたジャスティスの声には、深い畏い敬けいの念が込められていた。

　ライオットも、白はく髪はつの騎き士しをじっと見つめる。

　レギオスも、虚きよ無む感かんに満ちた瞳ひとみで戦せん鎧がい鬼きに視し線せんを送った。

　同じ光が確たしかに、二人の瞳には宿っていた。

　新大陸の人類は、唯ゆい一いつ神しんである創そう世せい神しんアイオロスを信しん仰こうしている。

　彼ら聖せい教きよう徒とを守る者として、聖騎士が存そん在ざいした。

　邪神群ぐんを駆く逐ちくする者として、聖戦官クルセイダーが存在した。

　聖戦官クルセイダーと聖騎士は、新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズを構こう成せいする。

　そして新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズは、十二教きよう皇こう委員会によって指し導どう、運うん営えいされていた。

　十二教皇は、いずれも卓たく越えつした戦せん闘とう能のう力りよくを誇ほこる聖戦官クルセイダーや聖騎士である。

　その十二教皇はみな、自分とほぼ同等の力量を持つ者を数名、配下におさめていた。

　通つう常じよう、教皇連隊の指し揮き官かんとして活動し、教皇の特命が下れば単たん独どく任にん務むに従じゆう事じする。

　もし十二教皇に何かあれば、彼らの中から代理教皇が任命された。

　その彼らこそ、聖戦将ブリゲイドと呼よばれていた。




〈そうだ、レギオスも将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされた聖戦将ブリゲイドであった〉

　黒い影かげは、時空の歪ゆがみを通して、その男を見下ろしていた。

　邪神帝ルシフエルの血けつ盟めい者しやは、なにか懐なつかしい物でも見るかのようにレギオスを目で追った。

〈かつて黄金の教皇に仕え、教皇連隊第一大隊長を務つとめていた。我々にとっては唾だ棄きすべき男だが、人類にとっては魅み力りよくある男だったよ〉

　傍かたわらで聞き入る邪神王アスモデは、沈ちん黙もくを続けていた。

　血盟者は両手を広げ、邪神王アスモデの前に過去の映えい像ぞうを映うつしだしてみせた。

〈邪神王アスモデ殿どのもご存ぞんじであろう、ネベラ・タベルの追撃戦を〉

　そこには左右に剣けんをふるい、群むらがる邪じや神しんをことごとく撃げき退たいするレギオスの姿すがたがあった。

〈黄金の教皇率ひきいる第七教皇連隊が罠わなにかかった時、邪神王アスモデガ・スールは小こ躍おどりした。なにせ精強をもって成る聖戦官クルセイダーと聖騎士三千を殲せん滅めつできる好機だったのだからな〉

《では、あの追撃戦がガ・スールの失敗に終わったのも……》

〈レギオスのせいだ。この男一人のおかげで、ガ・スールの配下は壊かい滅めつした〉

　ため息を吐ついて、血盟者はレギオスの映像に魅み入いった。

〈撤てつ退たいする味方のために一人で殿しん軍がりを務めた。たった一人でだ〉

《それがなければガ・スールは今いま頃ごろ……》

〈黄金の教皇を討うち取った功こう績せきで、邪神帥バハムートに昇しよう格かくしたであろうな〉

　血盟者は、映像を次々に入れ替かえる。

　そのいずれもが、レギオスの奮ふん戦せんを伝えるものであった。

〈オナヴィク奇き襲しゆうの指揮を執とり、神聖十字勲くん章しようを授じゆ与よ。キエブラークの陣じん地ちを僅わずか三人で守り抜き、撤退時には負ふ傷しようした仲間を背負って厳げん寒かんの大地を二〇〇キロ歩き抜いた〉

《人間としては、驚きよう異い的てきな力だな》

〈驚きよう嘆たんすべきは力ではない。精神だ〉

　血盟者は、力強く断言する。

〈ウランバルでは邪神官級アスタロス・クラス六体を一人で再さい起き不ふ能のうに追い込んだ。英えい雄ゆうとは、あの男のためにある言葉と言っていい〉

《だが今はただの農夫だ》

　邪神王アスモデは、次し第だいに視し線せんに憎ぞう悪おを込めて言った。

《あの裏うら切ぎりだけで、か？》

〈奴やつにはそれだけで十分だったようだな〉

　血盟者は、嘲ちよう笑しようを浮うかべて英雄の姿をかき消した。

〈愛する者の裏切りだけでな〉




　ジャスティスは、小さな戸と棚だなの引き出しをそっと開けた。

　レギオスの私し室しつにある唯ゆい一いつの家具。その中には、ぎっしりと新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズの勲章が隙すき間ま無く並ならべられていた。中でもひときわ眩まぶしい勲章を掌てのひらに載のせる。

「剣けん付つき柏かしわ葉ば神聖十字勲章ですか……新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズ全軍でも授じゆ与よ者しやは三十名いませんね」

「昔のことだ」

　無む造ぞう作さに言って、レギオスはソファに身を沈しずめる。

　その脇わきの椅い子すに腰こしを下ろして、ライオットは不満そうに口を歪ゆがめた。

「ジャスティス、あんた、そんな勲章もらってる有名人の名前知らなかったの？」

「仕方ないよ。聖戦将ブリゲイドの名前は、公表されないんだ」

　ジャスティスは、うやうやしい手つきで勲章を戸棚に戻した。

「聖戦将ブリゲイドは将しよう来らいの教皇候こう補ほだからね。名前を敵てきに知られて、狙ねらわれてはいけないんだ。知っているのは、周囲の人間だけなんだよ」

　言って、レギオスに向き直った。

「でも、レギオスさんは黄金の教皇を継つぐ地位にいたはずです。なぜそれが……」

「……しくじった」

　長い沈黙の後、ため息と共に言葉を吐はき出した。

「部下を大おお勢ぜい失った。部下以外の人間も……みんな俺のせいで死んでいった」

　抑よく揚ようのない声こわ音ねに、ライオットはさっきの言葉を思い起こした。

（……俺はもう誰だれも信じられなくなる……）

　裏うら切ぎりと絶ぜつ望ぼうを知る者だけが吐ける悲ひ哀あい。

　ライオットも自分の過か去こを思い起こし、小さくうなずいた。

「失敗は誰だってするわ」

　いつの間にか、レギオスは両の拳こぶしを堅かたく握にぎりしめている。

　悔くいる拳が白くなるのを、ライオットはじっと見つめていた。

「それでここに……？」

　黙だまって、グラスを引き寄せる。

　冷たいテテ茶を飲み干ほすと、今度はレギオスがジャスティスに相対した。

「しゃべり過すぎるのは好きじゃない。今度はお前の番だ、訊きかせてくれ」

　聖戦将ブリゲイドは、ジャスティスの手を指さした。

「なぜ聖戦官クルセイダーのお前が、邪神帝ルシフエルの紋もん章しようを持つようになったんだ？」

　少年は手を組むと、無理に微び笑しようをつくって口を開いた。

「僕ぼくにも分からないんです。けど……」

　ライオットは、窓まどの外に視線をやった。

　長い夜は、まだ明ける気配すら見せてはいなかった。




　悠ゆう久きゆう平へい原げんの早そう暁ぎようを、白く濃のう厚こうな霧きりが覆おおい隠かくしていた。

　ライオットは家の裏うら戸どから歩み出ると、濃のう霧むをかき分け井戸に近づいていく。

　結局一ひと晩ばんをかけて、ジャスティスはレギオスに全すべてを話し終えた。疲つかれ果てて眠ねむり込こんだジャスティスをそのままにして、ライオットは朝の空気を吸すいに出たのだ。

（この村から出ていこう）

　冷たい井戸水を汲くみ上げながら、そう思った。

（邪じや神しんを倒たおしたことでジャスティスの疑うたがいは晴れたんだもの）

（いつまでもここに居いてどうすんのよ）

　もう何度も、自分に言い聞かせていた。

　ジャスティスが望んだ通り、バザラの宿場に戻もどり父親の手がかりを探さがすべきなのだ。

　だが胸むねのつかえは未いまだにとれず、寝ね不ぶ足そくの頭をいらつかせる。

　煮にえ切らぬ思いを砕くだくように、ライオットは桶おけに汲んだ冷水を顔に叩たたきつけた。

「ずいぶん乱らん暴ぼうに洗うんだな」

　声がすると同時にライオットは顔を上げる。

　その胸むな元もとにタオルを投げてよこし、レギオスも眠い目をこすった。

「もうちょっと大事に洗えよ。女なんだから」

「え……」

　顔を拭ぬぐって、ライオットは口ごもった。

　いつもジャスティスと話すように、言葉は出てこない。

　つい、いらついたようにタオルで顔をこする。

「べ、別にいいのよ、たいした女じゃないんだから」

「そうかな」

「そうよ。だいたいあんた、女嫌ぎらいなんでしょ」

　もう少し、優やさしい言葉が返せないのかと自分でも思う。

　だがぶっきらぼうな声を受けても、レギオスの表ひよう情じようは変わらなかった。

　ただ超ちよう然ぜんとライオットを見つめて、ふと……

「女が嫌きらいなんじゃない」

「え？」

「女が怖こわいだけだ」

　諦あきらめたような声でレギオスは告白する。ライオットも咄とつ嗟さに察した。

「あんた、裏切られたってのは……」

「ああ、女だ。大事な……女だった」

　濃霧が、二人の間を割わって流れた。

　朝の冷気が頰ほおを撫なでる。その冷たさに、ライオットは我われに返った。

「そ、そうなんだ。だったら、あたしの事も……」

「お前の事は信じてる。そう言ったはずだ」

　遮さえぎるレギオスの声は、力強いものだった。

「ジャスティスのために一生懸けん命めいに戦ったお前だ。お前なら他人を裏切らないさ」

　ひたむきな視し線せん。まっすぐな思い。

　ライオットは思わず、視線を逸そらした。

「あの子と一いつ緒しよにいたいだけよ」

　寂さびしげに、口を開いた。

「あの子と一緒にいれば……あたし、戦ってもいいような気がするの。この機械の身体からだを使うことになんのためらいもない。喜んで戦えるのよ」

「…………」

「けど、あの子と離はなれたら、ただの戦せん鎧がい鬼きに逆ぎやく戻もどり。金のために戦うだけ」

「ジャスティスはお前の……」

「うん。居い場ば所しよなのよ」

　ライオットは、正直にそう告げた。

「勝手な言い分だけどね」

　陰いん惨さんな人生に与えられた、たった一つの救い。

　もし出会えなかったら、待っていたのは死か堕だ落らくか。

　だからこそ、手放したくなかった。

　たとえ迷めい惑わくだとしても。たとえ自分勝手な思いだろうと。

「お前、強いな」

　言って、レギオスも悲しげに視線を伏ふせた。

「子こ供どもたちの前でも涙なみだは見せなかった」

　その言葉で、昨日の朝の光景が蘇よみがえる。

　どうしても見せたくない涙。なのになぜ、あの時こぼれたのか。

「俺おれの大事な女は、そうじゃなかった」

　レギオスの声にも次し第だいに、震ふるえが加わっていった。

「お前みたいに強くはなれなかった……俺のせいでいつでも泣いていた……そして最後の最後に、自分の欲よく望ぼうに打ち負けた。優やさしい子だったがな……」

　優しい子……その言い方に、ライオットの心が揺ゆさぶられた。

　高ぶる気持ちを抑おさえられない。

「な、なによ。だから女が信じられなくなったの？　情なさけないこと言わないでよ」

　言って、レギオスの胸むねを軽く叩たたく。

「あんた聖戦将ブリゲイドなんでしょ。過か去こには踏ふん切りつけて、前に進みなさいよねっ！」

　言い捨すてて、家に戻ろうとする。その腕うでを強ごう引いんに、レギオスが引き戻した。

「ちょっ……なによ？」

「そんな言葉で出ていくのか？」

　レギオスの声が、臓ぞう腑ふに突つき刺ささった。

　聖戦将ブリゲイドは、ライオットの手首を握にぎるとその瞳ひとみを正面から見つめた。

「ジャスティスの怪け我がは治ったし、疑うたがいも晴れた。もうお前たちがこの村に居い続つづける理由はなにもないさ。だからって、そんな言葉で消えるのか？」

　全すべて見み透すかされていた。レギオスの緑の瞳を見つめ返すのが無む性しように怖こわい。

「痛いたいわよ……」

「すまんな……」

　レギオスが手を離はなすと、しばし二人の間に沈ちん黙もくが流れた。

「ほんと……感かん謝しやしてるのよ……」

　やけに渇かわいた喉のどで、ライオットは言葉を絞しぼり出した。

「でも、もう行かなくちゃ。あたしたちには目的があるんだもの」

「ああ、分かってる。俺にも止められはしない」

　レギオスは、風になびく白はく髪はつを搔かき、短く嘆たん息そくした。

「だから困こまってるんだよ」

「どういう意味？」

「お前……もう少しここにいないか？」

　ひたむきに向けられた言葉に、ライオットは呆ぼう然ぜんとレギオスを見上げた。

　そして急に笑い出す。

「なによ、もう……なに言い出すかと思ったら……」

「笑うほど変なことか」

「変よ。あんた、言ってる意味、分かってるの？」

　ライオットは、どんと自分の胸を叩たたいてみせた。

「あたし戦せん鎧がい鬼きよ。こんな辺へん鄙ぴな村で何して暮くらせって言うのよ」

「畑を耕たがやして、動物と子供たちの世話をするんだよ。決まってるだろ」

「そんなの普ふ通つうの女がすることよ」

「普通の女として暮らしてみないか？」

　レギオスは、真ま面じ目めな顔で問いかけた。

「俺の側そばで……」

「レギオス……」

「お前となら、俺ももう一度……」

　不意に、風が出てきた。

　濃のう霧むが丘の下へと運ばれ、うっすらと眼がん下かの景色が見え始める。

　緑に満ちた平原とワイルダー村の平和な朝を、ライオットはぼおっと見下ろした。

（普通の女……普通の暮らし……）

　想そう像ぞうしたことすらなかった。

　誰だれかと共に食事をし、働き、子供たちと暮らす。

　そんな光景が自分の人生に与あたえられるはずがない。そう信じきっていた。だが……

（あたしにはジャスティスとの旅がある）

　言おうとしても、唇くちびるが動かない。

　濃霧は晴れても、頭は霞かすみがかかったように機き能のうしなかった。

　彫ちよう像ぞうのごとく硬こう化かしたライオットは、無理に言葉を紡つむぎ出そうとした。

「あ、あたしさ……」

　だが、言葉は封ふうじられた。たくましいレギオスの腕うでが、ライオットを引き寄よせる。

　ライオットの顔はレギオスの胸に押おしつけられ、身体からだはきつく抱だきしめられた。

「ジャスティスの過去は聞いた。けどお前の過去は聞いてない」

　レギオスの声が、身体に直じかに響ひびくように聞こえる。

「聞こうとは思わない。けどここに居いれば、きっと傷きずは癒いえる。お前の傷も、俺の傷も」

「けど、あたし……あたし……」

「これからもっと辛つらい旅になるはずだ」

　ライオットの声を制せいして、レギオスは続けた。

「ジャスティスと一いつ緒しよにいる事で、お前の心にはもっと深い傷が刻きざまれる。一人の女が背せ負おいきれる傷じゃないはずだ」

　その予言に、ライオットの背せ筋すじが凍こおりついた。

「そんな……あんた、なにを……！」

「俺も全すべては知らん。しかし、あいつは絶ぜつ望ぼうと出会う。お前はそれに耐たえられるのか？」

　レギオスは、ライオットを抱く手に力を込めた。

「これ以上傷つけたくないんだ、お前のこと……」

「レギオス、あたしは……」

「傷だらけのはずだ。お前も、俺もな……」

　風が、再ふたたび湧わき起こった。

　薄うすれた濃のう霧むが、再ふたたび斜しや面めんの下から吹ふき戻もどってくる。

　その白い闇やみに包まれ、ライオットはただ震ふるえることしかできなかった。




「ん……んん……」

　ジャスティスは、ソファの上でようやく目覚めた。

　いつ眠ねむったか、覚えてもいない。窓まどの外で白々と明ける空を見て、朝だと気がついた。

「あれ……ライオット……？」

　ねぼけ眼まなこで部屋の外に出ると、食堂には数人の子こ供どもが起き出していた。

　だがいずれも窓まど際ぎわにへばりつき、こっそり外の様子を盗ぬすみ見ている。

「おはよう、リッグス、クライスト……」

「しいーっっ！」

　振ふり返ったリッグスは、人差し指を唇に当てジャスティスを引き寄せた。

「聞こえちゃうよ、ジャスティス様！　今、いいとこなんだから！」

「いいとこ？　ああ、確たしかにこの村は良いところで……」
















「ちがーう！　いいムードってこと！」

　クライストが黙だまって、窓の外を指さす。

　ジャスティスは身をかがめ、視線だけを外に向けてみた。

　濃のう密みつな霧きりが牧草地を覆おおい、早朝は神しん秘ぴ的てきなまでに美しい。

　その霧の中で……

（ライオット……）

　ジャスティスは、抱き合う二人の男女を見た。

　ライオットはレギオスの胸に自分の身体を預あずけ、何事か囁ささやき合っている。

　なぜかいつもより、ライオットの身体が細く華きや奢しやに見えた。

　そしていつもより、ライオットがずっと大人に見えていた。

「お姉ちゃんたち、キスしてるのお？」

「違ちがうよ、アンナ。でもそのうちするかもね」

　クライストは、納なつ得とくするように何度もうなずいた。

「ライオットお姉ちゃんは、やっぱりレギオス兄ちゃんが好きなんだね。だってさっきから、ずーっとああして抱き合ってるもん」

「そうなんだ……」

　ジャスティスは、その光景を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　二人の姿すがたは、窓辺からそんなに遠いわけではない。

　だが妙みようにライオットの姿が遠のいて見えた。

　胸の中から何かが抜ぬけ落ちたような空くう虚きよ感かん。

　頭の中では幾いくつもの思考が交こう錯さくし、同時に停止していた。そしてふと、我われに返る。

「だ、だめだよ、みんな見てちゃ！　アンナもほら！」

「わたちもっと見たいのにい」

　ジャスティスは、少女の目を強ごう引いんに塞ふさいでしまう。

　リッグスはため息を吐つくと、小さな笑えみを漏もらした。

「ライオットお姉ちゃん、ここに残ってくれるといいのになあ」

「それは無理だよ、リッグス」

　年少のクライストがたしなめるように言った。

「ライォット姉ちゃんは、ジャスティス様と旅してるんだもの」

「あ、そっか……」

「戦うのが仕事だもん。ここでずっと暮くらしてなんかくれないよ」

「でもここに居いれば、ずっとレギオス兄ちゃんと幸せに暮らせるのに」

「それはそうだけど。ねえ、ジャスティス様はどう思う？」

　ジャスティスは、唐とう突とつな問いかけに答えが出せない。

　戸と惑まどう横顔に、リッグスが思わず吹きだした。

「ジャスティス様、もしかしてやきもち焼いてるんじゃない？」

「そんな……そんなんじゃないよ」

「やきもちってなに？　ねえ、なにい？」

　アンナが騒さわぎ始め、喧けん噪そうはさらに続いていく。

　だがジャスティスは一人で、子供たちの言葉を何度も反はん芻すうしていた。

（やっぱりレギオス兄ちゃんが好きなんだね）

（ここに居れば、ずっとレギオス兄ちゃんと幸せに暮らせるのに）

（戦うのが仕事だもん）

　立ち上がって、テーブルの水差しを取る。

　グラスに注そそいだ水を飲み干ほして、口元を拭ぬぐった。

　それでも喉のどの渇かわきが止まらない。

　ジャスティスは真っ白になった頭を冷やすように、何度も水を口にした。

　渇いていたのは喉だったのだろうか。







　　　【第三章　ワイルダー村／別べつ離り】







「じゃあ、行ってくる」

　レギオスは、小さな荷馬車の御ぎよ者しや台だいに飛び乗った。

「いつも通り昼ひる過すぎには帰る。留る守す番ばん、頼たのむぞ」

「分かってるって」

　並ならんだ子こ供どもたちの中で、リッグスがうなずいた。

「今日は牛ぎゆう乳にゆうの買い取りの日だからね。ちゃんと売っておくよ」

　うなずいたレギオスの荷馬車にも、牛乳の入った金きん属ぞく缶かんが満まん載さいされている。

　隣となり村むらまで売りに行くのは、いつもの事らしい。

　ジャスティスも、子供たちと一いつ緒しよにレギオスを見送りに出た。

「気をつけてください、レギオスさん」

　聖戦官クルセイダーの少年は、少し緊きん張ちようした声で呼びかけた。

「もし途と中ちゆうで何かあったら……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶとは思うが……それより村を頼たのむぞ」

　レギオスは笑っているが、疲ひ労ろうしているのは明らかだった。

　昨夜戦い、ほとんど眠ねむらず今朝を迎むかえている。

　その疲つかれを少しも見せないレギオスを、ジャスティスは眩まぶしげに見上げた。

「あ、あの……」

「ん、なんだ？」

　手た綱づなを握にぎったレギオスが振ふり向く。

　だが呼よびかけたジャスティスは、ぎごちない笑えみを浮うかべるだけだった。

「いえ、いいんです。気をつけて」

　レギオスは不思議そうにジャスティスを見つめた。その時である。

「ちょっと、レギオス！　この間ま抜ぬけ！」

　叫さけんで、ライオットが家の中から走り出てきた。

　白いエプロンをつけ、手には小さな包みを携たずさえている。

「誰だれが間抜けだ。村まで聞こえるような声出しやがって」

「そりゃ大声も出すわよ。はい、お弁べん当とう」

「あ、俺おれ、忘わすれてたのか」

「あんたが作ってくれって言ったんじゃない。ちゃんと食べてよ」

「悪いな。向こうの村には食事できる店が無いんだ」

　微笑ほほえんで、レギオスはライオットの弁当を受け取った。

　ライオットもにこやかに、手を振ってみせる。

「じゃあ気をつけてね。行ってらっしゃい」

　荷馬車はゆっくりと丘を下り、小さな街かい道どうへと進んでいく。

　その姿が見えなくなるまで、ライオットは手を振っていた。

「ううーん、いいなあ」

　不意に、リッグスがうそ臭くさい感かん涙るいを流した。

「僕ぼくは感動したよ、ライオット姉ちゃん。まるで絵に描かいたような新しん婚こん夫ふう婦ふじゃないか」

「ほんとほんと、行ってらっしゃーいって」

　はやすマシュウに、みるみるライオットの顔が赤く染そまっていった。

「バ、バカっ、なに言ってんのよ、マセガキっ！」

「ううん、本当にお姉ちゃん、可愛かわいい」

　リロンは、女の子らしく憧あこがれの視し線せんでライオットを見ていた。

　子こ供どもたちみなの顔に、幸せそうな笑顔があふれている。

　その視線から逃のがれようと、ライオットはエプロンをむしり取った。

「こーいうのはね、ジャスティスの方が似に合あうの！　ね、ジャスティス」

　言って、ぽんと放ほうり投げる。

　だがエプロンを受け取ったジャスティスは、なぜかぼおっとしたままだった。

「あ、うん……えっと……これ、僕が着ればいいの？」

「なにワケ分かんない事言ってんのよ、もおっ」

　とぼけたジャスティスに、子こ供どもたちからも笑いがおきる。

　ジャスティスも何かごまかすように、一いつ緒しよになって微笑ほほえんだ。

「じゃあ、僕たちも売りに行く牛乳、用意しないと」

「分かったわ。お昼はあたしが作ってあげる」

　牧場に散っていく子供たちに笑いかけ、ライオットは相あい棒ぼうを振り返った。

「あんたはどうするの、ジャスティス？」

「うん……僕もみんなを手伝うよ」

　うなずいて、草原に歩き出す。

　その手から、ふと白いエプロンがこぼれ落ちた。慌あわてて拾い上げる。

　瞬しゆん間かん、ジャスティスの鼻先をほのかな芳ほう香こうがくすぐった。

　ライオットの匂におい……のはずだった。

　だが香かおりはいつもより甘あまく優やさしい、大人びたものに思えてならなかった。




　正午を過ぎた〈ジムカのなごみ亭てい〉の前には、一台の幌ほろ馬ば車しやが停車していた。

　定期的に、この地ち域いきの開かい拓たく村むらを巡じゆん回かいする街かい道どう商人のものだ。

　御者台に乗る白髪の老人に、ジムカは手を差し伸のべた。

「久ひさしぶりだね、ウィリス爺じいさん。元気にしてたかい？」

「ああ、あんたも元気そうだな、ジムカ」

「今月は何があるんだい？　みんな楽しみにしてたんだよ」

　幌馬車には、もう村人たちが群むらがっている。

　荷台には、他の村で収しゆう穫かくされた野菜や肉、果物などの食料が積み込まれていた。

　ここでその荷を売り、その金でワイルダー村の産物を買い求め、また売りに行く。

　そのウィリス老人目当てに、レギオスの子供たちも丘の上から下りてきていた。

「お爺さん、久しぶり！　今日も牛ぎゆう乳きゆう買ってくれよ」

「ああ、リッグス、元気そうじゃな。いいとも、肉と交こう換かんでいいかい？」

「あと、お菓か子しもー！　アンナも牛乳持ってきたんだからあ」

　子供たちは、牛乳の入った缶かんを抱かかえて商品の山に魅み入いっている。

　ジャスティスとライオットも、それを手に提さげ彼らの後に続いてきた。

「おや、新顔じゃな。おいおい、その服……聖戦官クルセイダー様じゃないか！」

　ジャスティスの聖せい衣いと聖せい戦せん杖じように気づいたウィリス老人が声をかける。

　ジャスティスは少し照てれたように、丁てい寧ねいに頭を下げた。

　村人たちも、ジャスティスの姿を認みとめると、しきりに握あく手しゆを求めてきた。

「ジャスティス様、昨夜は邪じや神しんを追い払はらってくださいまして……」

「い、いえ……みなさん、無事で良かったですよ」

「ありがたい事だ。創世神かみの名において感かん謝しやを」

　と、人ひと垣がきをかき分けて、ラクスマンがライオットに近づいてきた。

「ライオットさん、俺、あんたには……」

　その後ろには、見知った村人の顔が何人も並ならんでいる。みな、ライオットとジャスティスに疑ぎ念ねんを向けた者たちばかりだ。しかし今は一様に反省の色を浮かべている。

「もういいわ、済すんだことよ」

　ライオットは、牛乳缶を幌馬車の側に積み上げていった。

「信じてくれればそれでいいわ……お爺さん、ここに置くわよ！」

　すると嬉うれしそうに、アンナがぴょんぴょんと飛び跳はねた。

「ライオットお姉ちゃんねえ、レギオス兄ちゃんのお嫁よめさんになるんだあ！」

「こら、アンナ、なに言ってんのよ！」

「ほんとだよ。なあ、アンナ」

「ちょっ、クライスト！　あんた声がでかいわよ！」

「そうだったのかい？　そりゃめでたいねえ！」

　手を叩たたいて、ジムカもはしゃぎ始めた。

「そうなると思ってたよ。あんたたち、お似に合あいじゃないか」

「やめてよ、おばさん。そんなことないってば」

「ええーっ、お姉ちゃん、違ちがうのお？」

　アンナはむくれて、ライオットの袖そでを引っ張る。

「だって兄ちゃんとキスしてたのにい」

「ちょっ、ちょっとなにバカなこと……！」

「でかした、レギオス！　あいつもやる時ゃやるもんだねえ！」

　ジムカの声で、村人たちから一いつ斉せいに祝しゆく福ふくの笑い声が湧わき起こった。

　ライオットは、顔を真っ赤に染そめて、アンナの口を塞ふさいだ。

「や、やだな、この子ったら、まだキスの意味も知らないのに。ね、アンナ？」

「アンナ、知ってる……もがっ……」

「いいのよ、知らなくて！　ちょっとジャスティス、あんたもなんとか言ってよ！」

　呼ばれたジャスティスは、ぎごちなく微笑ほほえんだ。

「あ、う、うん……えっと……何の話だっけ？」

「もおっ、ぼけっとしないでよ！　あんたもこの雰ふん囲い気きに吞のまれてんじゃないの？」

　呆あきれて、ライオットはアンナを解かい放ほうした。

　ジムカの店の軒のき先さきに据すえられた長なが椅い子すに腰こし掛かけ、ライオットは腰こしの拳けん銃じゆうを引き抜いた。

「……ったく、みんな退たい屈くつで話題に飢うえてるからって、あたしをネタにするのは勘かん弁べんしてほしいわね。あいつとどこがお似合いなのか、全然わかんないわよ」

　取り出した拳銃を袖で磨みがき、買い出しに夢む中ちゆうの子供たちを眺ながめる。

　そのライオットに、ジャスティスは聖戦杖を握にぎって近づいた。

「あ、あのさ……」

「な、なによ？」

「ライオットは……いつまで僕と一いつ緒しよにいてくれるのかな」

　聖戦官クルセイダーの少年は、寂さびしげな口調で語りかける。

「あんた、急に何を言い出すのよ……」

「ちょっ、ちょっと思っただけだよ。気にしないで、あはっ」

　ジャスティスは、わざとらしい微笑みをたたえて言葉を紡つむぐ。

　よそよそしい雰囲気に、ライオットは胸むな騒さわぎを覚えた。

「あたしは、あんたの旅が終わるまで……」

「でも……僕の旅は、僕の旅だよ。僕が成し遂とげればいい」

　ジャスティスは少しだけ唇くちびるを嚙かんだ後、言葉を続けた。

「いつまでも助けてもらってちゃいけないんじゃないか……って思ったりしてさ」

　そんな言葉を聞くとは思わなかった。

　なぜかいつもより、ジャスティスの身体からだが大きくたくましく見えた。

　そしていつもより、ジャスティスがずっと大人に見えていた。

（なんで……そんなこと……）

　ライオットは、理由も分からずその姿すがたから視し線せんを逸そらした。

　幌ほろ馬ば車しやに集まる村人たちを、意味もなく眺ちよう望ぼうする。

　と、赤子を抱だいた夫ふう婦ふ連れに目がとまった。

　まだ若わかい夫婦は、むずかる赤子をあやしながら、寄より添そい合っている。

　一いつ瞬しゆん、その二人が、自分とレギオスに置き換かわった。

　だが夢む想そうを必死に振り払う。

（あたしには……無理だ……）

（望んだって……得られはしない……）

　機械の肉体の哀かなしみなぞ、ずっと前から知っていたはずだった。

　だが、何かが喉のどの奥おくにこみ上げてくる。

　それをごまかすように、ライオットは無理に声を放とうとした。

「ジャスティス、あたしはさ……」

　言いかけた時……




《見せてやろう、我わが力を……見せてやろう、我が魔導ノイズを……》

《お前は変われる……今よりずっと素す晴ばらしい生を得る……》

《ほんの少し願うだけだ……ほんの少し代だい償しようを差し出すだけだ……》

《さすればお前は……あの男を乗り越こえられる……》




　ライオットの顔に鈍にぶく赤い光が照てり映はえた。

　ジャスティスも、自分の聖せい戦せん杖じようを見上げて愕がく然ぜんとする。

　幌馬車を振り返り、村人たちに警けい告こくを放った。

「邪じや神しんだ！」「みんな逃にげて！」

　一いつ瞬しゆん、誰だれもがまさかという顔で二人を見る。

　だが地が響ひびき、家々がかしぐほど揺ゆれ始めると、瞬またたく間に恐きよう慌こうが広がった。

「助けて、兄ちゃん！」

「クライスト！　アンナを連れてこっちへ！」

　リッグスは子こ供どもたちをまとめ、ジムカの店の軒のき先さきに身を隠かくした。

　揺らぐ大地に、村人たちは地を這はうようにして逃げ惑まどう。

　ただライオットとジャスティスだけが、果か敢かんに通りの真ん中に飛び出していた。

「来るよ、ライオット！」

「ど、どこから！」

「分かんないけど……」

　敵てきを求めて、二人の視線が泳ぐ。

　それを嘲あざ笑わらうかの如ごとく、ようやく邪神は低い声こわ音ねを響かせた。

《イルルエ……ルリイ……》

《イル……ハジ……エル……アルイエエエ……》

　ライオットが見上げた宙そ空らが、忽こつ然ぜんと円形に歪ゆがみ始める。

　その時空歪わい曲きよくから、銀色の髪かみの毛を逆さか立だてた女が悠ゆう然ぜんと姿を現あらわした。

　白銀に輝かがやく甲かつ冑ちゆうを身に纏まとい、右手に湾わん曲きよくした首くび狩かり斧おのを、左手に分ぶ厚あつい刀身の長ちよう剣けんを握っている。威い風ふう堂々とした降こう臨りんの様子は、さながら女め神がみを思わせた。

　もし背せ中なかから六本の節足が生えていなければ。

　もし豊ゆたかな乳ち房ぶさが、呼こ吸きゆうする骸がい骨こつでなければ。

　もし唇から、二重に並ならんだ牙きばの列が見えなければ。

「放出魔導ノイズ線量七二〇……」

　呻うめいたライオットは、思わず後ずさった。

「邪神将級アーシユラ・クラスかっ……！」

　悟さとった時、敵は不可視の波動を放った。

　大気がおののき、空間が激はげしく歪む。

　と感じた時には、もう周囲の家屋が大地から引き剝はがされていた。

　轟ごう音おんを伴ともなって吹き飛び、粉こな微み塵じんに四散する。

　ライオットとジャスティスの身体も空へ投げ出され、大地に力一いつ杯ぱい叩たたきつけられた。

「が……はっ！」

　ジャスティスが、胸むな元もとを押さえて呻うめいた。

　ライオットの網もう膜まくにも、無数の警告表ひよう示じが点灯する。

〈自じ動どう照しよう準じゆん機き能のうに重大障しよう害がい発生〉

〈反はん応のう炉ろ、稼か働どう率りつ四〇パーセントに低下〉

　それでもライオットは身を起こし、背中から大たい剣けんを引き抜いた。そして愕がく然ぜんとする。

「くっ……！」

　周囲の光景は一変していた。

　小さな村の家並みは消きえ失うせ、一面の荒あれ地へ変へん貌ぼうしている。

　地には邪神将アーシユラを中心としたクレーターが生じ、その中には草木一本残ってはいない。

　ただ一度の、それも邪神将アーシユラにすれば様子見程てい度どの攻こう撃げきで。

「アンナ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　リッグスは額ひたいから血を流しつつも、家屋の残ざん骸がいから必死に這はい出した。

　その胸には、アンナとシーナの二人の女児を抱かかえている。

「お兄ちゃん、痛いたいよ、痛い……」

「我が慢まんして。もうすぐ終わる、もうすぐ終わるからね」

　子供たちを側そばに呼び寄せ、リッグスは白銀の邪神を震ふるえる視線で見つめた。

「……すごい……今のが邪神の力なんだ……」

「うん、すごい……すごい力だ……」

　クライストも呆ぼう然ぜんと、その様子を見守っている。

　その子供たちの前で、ライオットはようやく立ち上がり始めた。

「こいつ、許ゆるさない……！」

　ライオットは、奥おく歯ばを激はげしく軋きしませた。

　辺りには、波動をまともにくらった村人が苦く悶もんの声を上げている。

　崩くずれた家屋の下した敷じきになった者は、血の海に沈しずんでいた。

　たった今まで平和な村だったのだ。

　もし自分とジャスティスが狙ねらいだとしたら……死者に顔向けなどできない。

《イルルエ……ルリイ……》

《イル……ハジ……エル……アルイエエエ……》

　激げき怒どを込めた視線を邪神将アーシユラに突つきつける。

　ライオットは義ぎ手しゆを引き抜き、腕の小型ガトリング砲ほうに弾だん倉そうを装そう塡てんした。

「狙うなら、あたしたちだけを狙えよ！」

　フルオートで五・五六ミリゾダニウム弾が猛もう射しやされる。

　弾丸は群むれを成して、邪神将アーシユラの身体からだへ斜ななめにめり込むはずだった。

　だが白銀の邪じや悪あくな女神は、すいと左腕の長ちよう剣けんを身体の前に据すえただけだ。

　その刀身が鈍にぶく輝かがやき、瞬しゆん時じに円形の歪わい曲きよく空間を生じさせる。

　ねじれた空間に吸すい込まれた銃撃は、跡あと形かたもなく消失していた。

「邪神将アーシユラだからと言って……！」

　叫さけんで、今度は火か炎えん手しゆ榴りゆう弾だんをばらまく。

　邪神将アーシユラの周囲で爆ばく裂れつしたそれは、盛せい大だいな炎えん撃げきを巻まき上げ、黒こく煙えんをもたらした。

　効こう果かがあるとは思っていない。邪神将級アーシユラ・クラスと一対一で戦って勝つ公算などないのだ。

　だが未いまだジャスティスは、激げき痛つうに呻うめいている。

　せめて立ち上がるまでの間、邪じや神しんの注意を惹ひくしかなかった。

《イルルエ……ルリイ……》

《イル……ハジ……エル……アルイエエエ……》

　声を発して、邪神将アーシユラは首くび狩かり斧おのと長剣を逆さか手てに握った。

　左右の武ぶ器きをゆっくりと風車の如ごとく回転させる。

　みとれるほど優ゆう美びな動きだが、描えがかれた円がやがて金色を帯おびてくる。

　その狙いが自分だと悟さとって、ライオットは側方へ飛び退のいた。

「当たってたま……！」

　言葉はそこで途と切ぎれた。

　邪神将アーシユラが描えがいた円から、唐とう突とつに無数の電でん撃げきがのたうちながら迸ほとばしる。

　電光の鞭むちは、ライオットの膝ひざを打ち、肩かたを痛つう打だし、鳩みぞ尾おちにめり込んだ。

「ががっ……！」

　悲鳴に聞こえぬ悲鳴が、ライオットの唇から漏もれた。

　全身の感かん覚かく系けい統とうが悲鳴をあげ、網もう膜まくは警けい告こく表ひよう示じで埋うめ尽つくされる。

　人工皮ひ膚ふが裂け、細さい胞ぼう組そ織しきが吹ふき飛ぶ。

　一瞬にして全身を斬きり裂かれ、ライオットはどうと大地に倒たおれ伏ふした。

「ライオット姉ちゃん！」

　リッグスがアンナを抱えたまま、悲鳴をあげた。

　その声に、ジャスティスも痺しびれたままの頭を持ち上げる。

「どこ……どこなの、ライオット……」

　だがライオットは、一いつ切さいなんの反はん応のうもできないでいた。

　全すべての神しん経けい系統が傷ついたせいか、痛みは全くない。

　その代わり、動こうにも手足の感覚も全くなかった。

　腕や脚が、まだ自分にあるのかすら分からない。

　ただしきりと呼こ吸きゆう音おんを響ひびかせる白銀の邪神将アーシユラを見上げるだけである。

（かなう相手じゃない……）

　初めから分かってはいたが、力量の差はあまりに大きかった。

　邪神将アーシユラは一歩もその場を動いてはいない。

　人間ごとき、いや戦せん鎧がい鬼きごときを殺すのに前進の必要すら無いのだろう。




《これが力だ……これがその肉体だ……》

《あの男よりずっと強い……》

《お前は変われる……この素す晴ばらしい力と肉体を獲かく得とくできる……》

《ほんの少し願うだけだ……ほんの少し代だい償しようを差し出すだけだ……》




　リッグスは、憤ふん然ぜんと戦場を見つめていた。

　ライオットは倒れ、ジャスティスも起きあがる気配がない。

「クライスト、アンナたちを頼たのむよ」

「どこへ行くの？」

「レギオス兄ちゃんを呼よんでくる。もう帰ってくる時間だ、近くまで来てるさ」

　言って、リッグスは瓦が礫れきの陰かげから立ち上がる。

　その腕を、クライストは強ごう引いんに引き寄せた。

「無理だよ、見たろ！　人間がかなうわけない！　兄ちゃんだって無理さ！」

「兄ちゃんなら勝てるさ！　兄ちゃんは聖戦将ブリゲイドじゃないか！」

　リッグスは、村の外目指して通りに飛び出した。




《イルルエ……ルリイ……》

《イル……ハジ……エル……アルイエエエ……》

　ライオットは苦く悶もんしながら、無理に視線を動かした。

　邪神将の狙ねらいがライオットではなく、ずっと後方に変わっている。

　そこには、通りを全力疾しつ走そうするリッグスの姿があった。

「リッグス、隠かくれてて！　だめよ！」

　だが少年は、村外へ通じる道目指して必死に駆かけていく。

　邪神将アーシユラは、うるさい羽虫でも見つけたかのように、かっと喉のどを鳴らした。

　途と端たんにその牙きばの間から、魔導ノイズの槍やりが射しや出しゆつされた。

　漆しつ黒こくの穂ほ先さきは、駆けるリッグスの背せ中なかめがけて急きゆう迫はくする。

「伏ふせろ、リッグス！　第一撃テイク・ワン！」

　ジャスティスは、ようやく結んだ聖せい印いんで奇跡サウンドを召しよう喚かんした。

「迂回衝撃弾ラウンダバウトっ！」

　ジャスティスの手から放たれた雷らい光こうが、魔導ノイズの行く手を遮さえぎるように迎げい撃げきする。

　激げき突とつし、奇跡サウンドと魔導ノイズの互たがいの力が弾はじけ飛ぶ。

　だが次々と弾だん着ちやくする奇跡サウンドをものともせず、魔導ノイズはリッグスの肩先まで達した。

「うわああっっ！」

　振り返ったリッグスは、その場に倒たおれ込んだ。

　ジャスティスが拳こぶしを握にぎり、ライオットが呆ぼう然ぜんとした瞬しゆん間かん……

「第三撃テイク・スリー！　聖天封撃大門ゲイツ・オブ・ザ・バビロン！」

　召喚の声がするや、魔導ノイズは目標を眼前にして爆ばく砕さいした。

　震えるリッグスの前には、防御用奇跡デイフエンス・サウンドが青白い光の門の形を成して展てん開かいされている。

　その奇跡を召喚した男は、リッグスを守って立ち、邪神将アーシユラに相対した。

「すまん、リッグス。遅おくれた」

　目を伏ふせたレギオスは、苦しげな声を絞しぼり出した。

「また一いつ緒しよに村……立て直そうな」

「兄ちゃん……」

　まるで惨さん劇げきから目を逸そらしているかのようだった。

　見るにはあまりに辛つらすぎるほど、村は変わり果てている。

　だがレギオスは、激げき怒どと悔かい恨こんを瞳ひとみに込こめ、邪神将アーシユラをねめつけた。

「邪神将アーシユラハジ・エルイエだな」

　クレーターの中心に立つ敵に、一歩近づく。

「貴き様さまは邪神王アスモデンムル・タトゥラの眷けん属ぞくのはず……これも奴やつの差し金か」

《イルルエ……ルリイ……》

《イル……ハジ……エル……アルイエエエ……》

　邪神将アーシユラはただ文言を繰くり返すだけだ。

　しかし現れたレギオスの力を悟さとったのだろうか。その両腕を大きく広げ、節足をばきばきと鳴らし始める。甲かつ冑ちゆうが生物のように蠢うごめき、全身を隈くま無なく覆おおい尽つくす。

「それが答えか」

　対してレギオスも聖印を結んだ。

　左右の腰こしに剣けんはさげているものの、まとっているのはただの農民服だ。

「レギオスさん、僕ぼくも……」

　ジャスティスが助力せんと、杖つえを支ささえに立ち上がった。

　だがレギオスは、その動きを静かに制せいする。

「いいんだ。お前はライオットの側そばにいてやれ」

「でも、一人であいつと戦うのは……」

「今は相手が邪神帝ルシフエルだろうと戦ってやるさ」

　声に憤ふん怒ぬが込こめられている。

　びりびりと大気を伝わるレギオスの闘とう志しを、見つめる村人たちも感じていた。

（レギオス……）

　ライオットは、大地に横おう臥がしたまま聖戦将ブリゲイドを見つめた。

　聖印に青白い光を灯ともしたレギオスは、哀かなしみに満ちた横顔で新たな奇跡サウンドを召喚した。

「第四撃テイク・フオー……聖鋼装甲起動アームド・アンド・レデイ……」

　聖印から無数の青白い光の帯が噴ふん出しゆつする。帯はレギオスの身体からだを旋せん回かいすると、瞬またたく間にその肉体に巻まき付いていった。そして光は消え失うせる。

　と、レギオスの身体には、黄金色の甲冑が装そう着ちやくされていた。

　教きよう皇こう連隊の旗印が描えがかれた胸きよう甲こうは、かつての身分を示しめすものだ。

　レギオスはその甲冑の輝かがやきに包まれながら、左右の腰こしから長ちよう剣けんを抜き払う。

　聖戦将ブリゲイドは、ぐいと邪神将アーシユラとの間合いを詰つめていった。




〈どっちが勝つの……どっちが強いの……？〉

〈兄ちゃんより強い力を見せてくれるの……？〉




《ああ、見せよう……邪神王アスモデの名において……》

《しかと見るがいい、お前に与あたえる力を……》

《あの男のせいでお前の両親は死んだ……》

《あの男のせいでお前の身体は蝕むしばまれた……》

《復ふく讐しゆうのため、お前に与える力を見よ……》




《アルイエエエ……》

　咆ほう哮こうを発して、邪神将アーシユラハジ・エルイエが背せ中なかの節足を大きく広げた。

　と、その巨きよ体たいをとりまく周囲の空間が一転、歪わい曲きよくする。

　凶きよう悪あくな笑えみを見せた邪神将アーシユラは、歪ゆがんだ時空へと滑すべり込んだのだ。

「…………」

　レギオスは左右の長剣を逆さか手てに握り替えると、微び動どうだにしなくなった。

　まぶたすら閉とじ、呼こ吸きゆうを整える。

　その背はい後ごに突とつ然ぜん、邪神将アーシユラが時空の裂さけ目を割わって現出した。

《アルイエエエッッ！》

　両手に握にぎった武ぶ器きと、六本の節足でレギオスの背せに躍おどりかかる。

　だがレギオスは、わずかに身体を脇わきに退のけただけだ。

　察してまぶたを開き、鋭するどい眼光を自分の足あし下もとに向け放った。

「影かげを斬きるつもりはない！」

　短く叫さけんで、上空に跳ちよう躍やくする。

　その背に襲いかかった邪神将アーシユラの姿は、風に流れるようにかき消える。

　代わって、地表から邪神将アーシユラの実体がわななきながら飛び上がった。

《アルイエエエッッ！》

「いえええええっっ！」

　咆哮と怒ど声せいが、宙ちゆう空くうで激げき突とつした。

　レギオスの剣が邪神将アーシユラの胸むな元もとを襲おそい、邪神将アーシユラの首くび狩かり斧おのが一撃を防ふせぐ。

　邪神将アーシユラがレギオスの頸けい動どう脈みやくを狙ねらえば、レギオスも一方の剣でそれをはね除のける。

　がきん、がきんと金きん属ぞくの激突音が響く空中戦。

　やがてレギオスが左右の剣を縦じゆう横おうにふるうと、邪神将アーシユラは後方へ着地した。

《イルルエ……ルリイ……》

《イル……ハジ……エル……アルイエエエ……》

　レギオスも、まるで背中に翼つばさでもあるかのように、泰たい然ぜんと地に降おりる。

　そして静かに呼い吸きを吐はく。わずかに十数秒の死し闘とうであった。

　超ちよう越えつ者しや同士の決けつ闘とうを、村人も子供たちも息を吞のんで見つめている。

　ライオットもジャスティスも、その神速の戦いぶりを傍ぼう観かんするしかない。

　手助けしようにも、間合いに全く入れない。

（これが聖戦将ブリゲイドの力……）

　ライオットは、畏い怖ふすら覚えた直後、さらに我わが目を疑うたがった。

　着地した邪神将アーシユラの両りよう腕うでが、肘ひじから断たち斬きられ、大地にぼとりと落ちる。

　武器を握ったままの腕が黒い蒸じよう気きを発して消えると、邪神将アーシユラは憤怒を剝むき出した。

《イルルエ……イル……ハジ……イエ……》
















「もう一度聞く。貴き様さまは誰だれの命でここに来たのだ」

　レギオスは、じりっと焼けた土を踏ふみしめた。

「今すぐ貴様の主をここに連れてこい。跡あと形かたもなくこの世から消してやる」

　邪神将アーシユラとは比ひ較かくにならぬ、たぎるような怒ど気きであった。




〈確たしかに強いよ、でも……〉

〈兄ちゃんにはかなわない……兄ちゃんはやっぱり強いよ……〉




《どうかな、これで終わりではない……》

《たとえば……》




「レギオスさんっ！」

　急変に、ジャスティスは思わず叫さけんだ。

　邪神将アーシユラハジ・エルイエが、真正面からレギオスに飛びかかってきたのだ。

　両腕を失ったにもかかわらず、あまりに一直線で無む謀ぼうな突とつ撃げき。

　それだけに何かあると、ジャスティスにも察しがついた。

　だがレギオスは動じない。左右の剣を、顔の前でぐいと交こう叉ささせた。

「罠わななら嚙かみ破やぶるまでだ」

　跳とぶ。白はく刃じんを上下左右から容よう赦しやなく振ふり抜ぬく。

　剣けん撃げきは、邪神将アーシユラを鎧よろいごと十文字に斬きり裂さいた。

　体たい組そ織しきがちぎれ、液えき体たい金きん属ぞくめいた体液が辺りに散る。

　だが勢いきおい良くあふれた体液は、まるで生き物のごとくレギオスめがけて噴ふん出しゆつした。

「ちっ……！」

　レギオスの顔に飛び散ったそれは、両目に痛つう撃げきを与あたえる。

　思わずよろめいたレギオスの前で、断だん斬ざんされた邪神将アーシユラが歓かん喜きの声を上げた。

《アルイエエエッッ！》

　両断された邪じや悪あくな女め神がみの肉体が、溶よう解かいしながら大地に沈しずみ込こむ。

　だがその節足だけは生命力に満ち、ずるりとその本体を剝むき出した。

　六本の節足に支ささえられた小さな黒い身体は、芋いも虫むしを思わせる。

　しかしその口からは、鋭えい利りな牙きばがはみ出すほど伸のびていた。

　奇き態たいな邪神は、レギオスの頭上を飛び越え、見守る村人たちに勇ゆう躍やくした。

「ぎああああっっ！」

　誰だれかの悲鳴。飛び散る血しぶき。

　村人の首を食いちぎった邪じや神しんは、わさわさと節足を震ふるわせ、蹂じゆう躙りんを開始した。

　レギオスは唇くちびるを嚙かみ、見えない目を悲鳴の方に巡めぐらせる。

「おのれっ！」




《見たか、あの狼ろう狽ばいを……あの失しつ態たいを……》

《聖戦将ブリゲイドとて所しよ詮せんは人間……過あやまちを犯おかすべく創そう造ぞうされた生き物だ……》




〈…………〉




《お前の父も母も、奴やつの過ちによって死んだ……》

《お前の身体からだとて、奴の過ちによって蝕むしばまれた……》

《愚おろかしいとは思わぬか、人間を……》

《愚かしいとは思わぬか、同じ過ちを繰くり返す者を……》

《憎にくいとは思わぬか、あの男を……》

《過ちを犯してなおぬくぬくと生き続けるあの男を……》

《あの男が、この世に存ぞん在ざいしていい理由などないのだ……》




「足を止めます、レギオスさん！　第二撃テイク・トウっ！」

　ジャスティスが、ふらつく身体をこらえて奇跡サウンドを召しよう喚かんした。

「冥府神殿極低烈波コールド・ウインド・トウ・ヴアルハラ！」

　聖戦官クルセイダーの背はい後ごに、金きん髪ぱつをなびかせた女騎き士しの像ぞうが浮うかび上がる。

　両りよう腕うでに長なが槍やりを握にぎったそれは、叫きよう喚かんと共に猛もう速そくの寒波を投とう射しやした。

　白光する奇跡サウンドの弾だん道どうが、群むれを成して邪神将アーシユラに着ちやく弾だんする。

　瞬しゆん時じに氷結した邪神の身体は重みを増まし、大地に釘くぎ付づけられた。

《アルイエエエッッ！》

　邪神はからみつく氷をぶち割わり、さらに前進しようと試みる。

　その貪どん欲よくな顎あごは、震ふるえる子こ供どもたちに向けられた。

「助けて、兄ちゃん！　助けて！」

　間近に迫せまった邪神に、アンナが悲ひ痛つうに泣き叫さけぶ。

　クライストは、呆ぼう然ぜんと目前の邪神と相対した。

「逃げるんだ！　クライスト！」

　ジャスティスが、かすれた声を振ふり絞しぼった。

　だが少年は、その場を一歩も動けない。

　レギオスは気配だけを信じて、邪神に背はい後ごから斬きりつけた。

「おおおおっっ！」

　レギオスの斬ざん撃げきが、邪神を真っ二つに粉ふん砕さいする。

　切り崩くずされた肉体は、じぶじぶと音を立てて大地に溶とけだしていく。

「レギオス兄ちゃん！」

　涙なみだ声ごえで、アンナとリッグスが飛びついてくる。

　レギオスは、クライストも抱だき寄よせると、まだ視し力りよくの戻もどらぬ瞳ひとみから涙をこぼした。

「怖こわい目に遭あわせたな……すまん……すまん……」

　ジャスティスもライオットに駆かけ寄り、その身体を抱き起こしていた。

「ライオット！　しっかりしてよ、ライオット！　ねえ！」

「ジャスティス……良かった……」

　それだけ言って、戦せん鎧がい鬼きも安心したように意い識しきを失う。

　壊かい滅めつした村のただ中で、戦士たちはようやく救った命を抱きしめていた。

　村人たちは生き残った安あん堵どと家族を失った悲しみに呆ぼう然ぜんとしている。

　冷静でいられたのは、ただ一人であった。




〈もっと強い力が欲ほしいんだ……〉

〈もっと強い……兄ちゃんより強い力が……〉

　思いは、憎ぞう悪おと侮ぶ蔑べつを込めて断言した。

〈僕ぼくだったらしくじらない……〉

〈僕だったら兄ちゃんに勝てるさ……〉

　その胸むねの中で何度もつぶやく。

　次元の壁かべの彼方かなたで、渦うず巻まく思念もそっと微笑ほほえんでみせた。




　闇やみ夜よを無数の篝かがり火びが照てらしていた。

　ワイルダー村を見下ろす丘の上には、レギオス家が健在だ。

　だが眼がん下かにあった小さな村は、破は壊かいの限かぎりを尽つくされ、焦しよう土どと化している。

　暴ぼう虐ぎやくを逃のがれた人々は、丘の上にテントを張はり、寄り添そうように夜よ露つゆをしのいでいた。

　無む論ろん、リッグスやアンナたちも草の上で寝ね入いっている。

　レギオスの家では、老人や乳にゆう児じたちが眠ねむっているはずだ。

　篝火は、彼らの脅おびえを支えるように、もう何時間も灯ともされ続けていた。

「どうだ、様子は？」

　闇をぬって、レギオスがひとつの篝火の側そばへ歩み寄った。

　そのふもとには、毛もう布ふにくるまれたライオットが眠っている。

　意識を取り戻さぬ相あい棒ぼうの顔を、ジャスティスは心配そうに見つめていた。

「まだです。しばらく起きないかもしれません」

「そんなに損そん傷しようが酷ひどいのか」

「外傷はそんなに……でも恐おそらく内部の動力炉ろが運転を停止しているんだと思います。以前にもそんな事があって……レギオスさんこそ目はもういいんですか？」

　たいしたことはないと言って、レギオスも草の上に腰こしを下ろした。

「ライオットに比くらべれば、かすり傷きずにもならんよ」

　レギオスの身体は、未いまだ黄金の甲かつ冑ちゆうに包まれたままだ。

　その胸きよう甲こうを叩たたいて笑うレギオスに、ジャスティスは健けな気げな笑えみを見せた。

「でも、僕にはよく分からないんですよ。ライオットの身体のことは」

「だが他のことは良く知ってる。理り解かいしていると言うべきかもしれんが」

　二人の神の使徒は、篝火を挟はさんでお互たがいの顔を見つめ合った。

　しばし静せい寂じやくが流れる。

「行くのか？」

「行きます」

　即そく座ざに、ジャスティスは問いに答えた。

「邪じや神しんは明らかに僕らを……いや、僕を狙ねらってます。これ以上、村には居いられません」

「バザラの宿場に戻るか」

「はい、全すべてはあの村から始まりましたから」

　言うと、ジャスティスはため息を吐つく。

　帽ぼう子しを脱ぬいで、艶つやめく金きん髪ぱつをぐしゃぐしゃとかき回した。

「……もっと早く村を出ていれば良かった！」

「俺おれも引き留とめた。責せき任にんは俺にもある」

　爆はぜる火の粉こを気にもせず、レギオスは声を絞しぼった。

　だがその横顔には、疲ひ労ろう以外の重い何かが影かげを落としていた。

「俺はお前より少しだけ長く生きてる。だがしくじった数は、お前の何倍もあるかもしれん。犠ぎ牲せいにした人数もな」

「そんな、レギオスさんは別に……」

「ロッシの爺じいさんと約束した。誰だれかが殺されるようなことはさせんと」

　レギオスは、白はく髪はつを苛いら立だたしげに搔かき上げた。

「俺は約束を破やぶったんだ」

　夜風が不意に流れを変え、篝かがり火びがはためくように火か勢せいを増ます。

　ジャスティスは、心を決めて立ち上がった。

「じゃあ、僕、行きます」

「待てよ、今からか？　危き険けんすぎる」

「危険は承しよう知ちです。それよりもう、他の人たちを巻まき込みたくないんです」

「一人で行くのか、ライオットはどうする」

　レギオスの言葉で、聖戦官クルセイダーの少年は相棒を見下ろした。

　埃ほこりにまみれたライオットの寝ね顔がおは、安らかなものであった。

「お願いしても……いいですよね？」

「置いていくつもりか、こいつは……」

「レギオスさんの側そばにいる方が、幸せなんですよ」

　聖戦将ブリゲイドの声を制せいして、ジャスティスは断言した。

「ずっと一いつ緒しよに旅してくれました。僕のわがままにもつき合ってくれました……でもこれ以上はだめです。もう無理なんです」

「…………」

「これ以上、僕と一緒に居いたら、ライオットはもっと酷ひどい目に遭あいます。僕を狙って、邪神将アーシユラよりもっと強い敵てきが現あらわれる。そしたらライオットは……」

　ジャスティスはこみ上げる嗚お咽えつを必死にこらえ、レギオスに背を向けた。

　脳のう裏りにはライオットの最さい期ごが浮うかんでいるのか。聖せい戦せん杖じようが、小こ刻きざみに震ふるえていた。

「レギオスさんだって、その方がいいと思いますよね……？」

　白髪の男は、傍かたわらのライオットを見下ろした。

「ライオットなら、お前のために死ねるぞ」

　レギオスは立ち上がると、ジャスティスの肩かたを強ごう引いんに引き寄せた。

　見つめた水色の瞳ひとみは、篝かがり火びに照てらされゆらゆらとゆらめいている。

「それはお前も分かっているだろうし、お前もライオットのために死ねるはずだ。だったらそれでいいだろう。最後まで一緒にいて、看み取とってやればいいのさ」

「レギオスさん……」

「だがお前が恐おそれているのはそんな事なのか？」

　口調を強めて、レギオスは問うた。

「違ちがうはずだ。お前はライオットの死なんか恐れちゃいない。この先、お前を待ってる運命を恐れてるんじゃないのか？」

　ジャスティスは、呼い吸きを吞のんだ。

　レギオスは、恐きよう怖ふする瞳にもかまわず言葉を続けた。

「今のままの自分でなくなるかもしれない。お前はそう思い始めている。手に刻きざまれた邪じや宗しゆう紋もんの秘ひ密みつに近づけば近づくほどそう思う。今がそうだ」

　呼吸を吐はいて、渇かわいた喉のどを鳴らした。

「真実を知った自分がどうなるか、ライオットがどう思うか、それを恐れて……」

「そんなこと恐れてない！」

　ジャスティスは、ぐいとレギオスの両りよう肩かたを握にぎりしめた。

「僕が誰だれであろうと、ライオットは僕を信じてくれるはずです！　僕にもし聖戦官クルセイダーの資し格かくがなかったなら……その時は僕を殺してくれます。誰の手にも渡わたさずに！」

「だったら連れて行け。だが真実を知らずにどうしてそう言える？」

　レギオスは、苦く渋じゆうを嚙かんで呻うめくように言った。

「お前の運命は……想そう像ぞう以上に過か酷こくかもしれんぞ。俺はそれをライオットに見せたくはない。きっと辛つらすぎる結果になる……」

　悲ひ痛つうな告白に、ジャスティスは呆ぼう然ぜんとレギオスを見上げた。

「レギオスさん、あなた……」

　力一いつ杯ぱい、その肩を揺ゆすぶる。

「知ってるんですか、僕のこと！　教えてください、お願いします！　父さんのこと、何か知ってるんですよね！」

　レギオスは抗あらがうように一いつ瞬しゆん、視し線せんを伏ふせた。

　だが勇気と知ち性せいをたたえた瞳が、ジャスティスの願いに凜りんと応こたえる。

「俺にも分からん。だが……お前は代だい償しようかもしれん」

　辛い言葉を、レギオスは吐いた。

「血けつ盟めいの代償に肉親を捧ささげ、その者に邪宗紋を刻ませる。よくあることだ」

「父さんが邪神帝ルシフエルと血盟を結び、僕を代償にしたってことですか」

　冷静にジャスティスは、言葉の意味を反はん復ぷくした。

「でもそんなことは、何度も言われました。教きよう皇こう様に召しよう喚かんされた時も……」

「だが、なんのためにと考えたことがあるか？」

　レギオスが鋭するどく声を飛ばす。

「父を信じる気持ちは分かる。だが考えるんだ。お前の父アイゼンが失しつ踪そうした時、十二の都市の百二十万の市民が消えたのだろう。部下の聖せい騎き士し、聖戦官クルセイダーも死んだ。実の子のお前の身体からだにも邪宗紋が刻まれた。そこまでして、アイゼンが望んだこととはなんだ？　アイゼンが望んだ力とはなんだ？」

　ジャスティスは、ただ唇くちびるを震ふるわせてレギオスを見上げる。

　レギオスは、しっかとジャスティスを見つめ、力強く問いかけた。

「考えろ、他の誰にも分かりはしなかった。実の子のお前なら分かるはずだ。アイゼンが欲ほしかった力とはなんだ。アイゼンは何をするつもりなのだ？」

「それは……それは……」

「ただ魔導ノイズが欲しいだけなら、位階の低い邪じや神しんで十分だ。だが血盟を結んだのは、邪神帝ルシフエルだ。天地創そう造ぞうをなした創世神かみを放ほう逐ちくした者だ。惑わく星せいを破は壊かいするほどの力だ。それを手に入れてどうする。奴やつはどうするつもりなんだ？」

　嘆なげくように、レギオスは問い続けた。

「全すべてを捨すててまで欲しいものはなんだ、言ってみろ！」

　ジャスティスの歯が、がちがちと鳴り響く。

　少年は、がたつく手でレギオスにしがみついた。

「レギオスさん、父さんは……父さん、まさか……」

　二人の視線がぶつかり合い、思考が交こう叉さする。

　だがその時、背はい後ごからやけに大きなあくびが聞こえてきた。

「もお～うるさいなあ、眠ねむれないよお」

　むっくりとクライストが起きだし、目をこする。

　続いて、リッグスやアンナたちも一いつ斉せいに目を醒さました。

「やっと眠れたと思ったのに……ふああああ」

「アンナまだ眠いよお」

　その声で、二人の聖戦士はお互たがいから離はなれあった。

　レギオスは、アンナの側に寄より添そい、その背を草原に横たえてやった。

「ごめんよ、いいんだ……心配せずにお休み」

「兄ちゃん、アンナ怖こわいよ。一いつ緒しよに寝ねてえ」

「分かった。目を閉とじて……そう、いい子だ。リッグスもクライストもごめんな」

　リッグスは、ばたりと横になってうんと返事をする。

「兄ちゃんも早く寝た方が……んん……」

　すぐに寝入るリッグスに、レギオスは微笑ほほえみを漏もらした。が……




《ほんの少し代償を差し出せ……》

《ほんの少し代償を差し出せ……》

《お前の願いは今かなう……》

《お前の復ふく讐しゆうは今かなう……》




　立ち上がったクライストが、ジャスティスを指さした。

「ああっ、ジャスティス様の手！」

　やけに大きな声で叫さけぶ。周囲の村人たちにも聞こえるように。

　あからさまな驚きよう愕がくに、レギオスが視し線せんを上げた。

　指されたジャスティスは、自分の手を見下ろす。

　と、その甲こうに、くっきり赤い邪じや宗しゆう紋もんが現あらわれ始めた。

「な、なんで今……」

「ジャスティス、何か……」

　レギオスは慌あわてて、手を隠かくすための何かを探さがし求める。

　だがそれより早く、周囲から悲鳴が湧わき起こっていた。

「邪宗紋だ、あの子……！」「逃にげろ、血けつ盟めい者しやだ！」

　恐きよう慌こうは、あっという間に伝でん染せんした。

　昼間の惨さん事じがまだ身体から消えぬ人々は、争って丘の下へ逃げようとした。

　篝かがり火びが蹴けり倒たおされ、眠る者が叩たたき起こされる。

「リッグス、起きて、逃げるんだ！」

　クライストは、次々に子こ供どもたちに呼よびかけた。

「なんだよ、いったい……」

「血盟者だ！　ジャスティス様、血盟者だったんだよ！」

　リッグスは寝ぼけた顔でジャスティスを見つめ、そして凍こおりつく。

　シーナもマシュウも、より幼おさない子たちを抱だきしめ手をつなぎあった。

　そしてロッシ老人を先頭に、数人が果か敢かんに武ぶ器きを手に前に出た。

「あ、あんたは……」

　ラクスマンが、怒いかりを露あらわにしてジャスティスに火薬ライフルを突つきつける。

「やっぱり俺たちを騙だましてたのか！　みんなを殺したのもお前なのか！」

「違います、これは……」

「レギオス、知っておったのか」

　ロッシ老人も静かに憤ふん怒ぬを放ち、聖戦将ブリゲイドを睨にらみつけた。

「説明するんじゃ、事と次し第だいによってはわしらはその子を……」

　遠く逃げた者たちからも、怒りと疑ぎ念ねんに満ちた視線が突つき刺ささる。

　子供たちも不安げに見上げる中、レギオスはロッシ老人を見み据すえた。

「だめだ、ジャスティスには手を出すな」

　言下に、一同の視線をはね除のけた。

「説明は後でする。今は彼を行かせてやってくれ」

「レギオスさん……」

　赤光に照てらされたまま、ジャスティスは杖つえを握にぎりしめた。

　いつもとは違い、邪宗紋が出ても意い識しきは確たしかなままだ。

　その少年に、レギオスは力強くうなずいた。

「行け、バザラの宿場に。お前の探さがす答えがそこにあるかもしれん」

　だがラクスマンが、ジャスティスを指さして言う。

「あいつを斬きれよ、レギオス！　血盟者に味方する気か！」

「やめてよ、兄ちゃん！」

　同時にレギオスの腰こしにリッグスが取り付いた。

「ジャスティス様はいい人だよ、俺信じるよ！」

　だがレギオスはその手を払いのけ、緑の瞳を村人たちに差し向けた。

「頼たのむ。行かせてやってくれ」

　その場に膝ひざをつき、頭を深々と下げた。

　思わぬ態たい度どに、村人たちは言葉を失っていく。

　かつて聖戦将ブリゲイドであった男がひたすらこいねがう姿すがたに、誰も抗あらがえはしなかった。

　沈ちん黙もくした草原で、ジャスティスも深く頭こうべを垂たれていた。

　顔を上げ、眠る相あい棒ぼうの横顔を一いち瞥べつする。そして最後に言った。

「ライオットのこと、お願いします……」

　背を向け、闇やみの中に駆かけだしていく。

　罵ののしる者は誰もおらず、後を追う者も一人もいなかった。

　聖戦官クルセイダージャスティスの姿は、夜よ闇やみの中に消え去っていったのだ。

「兄ちゃん……ねえ、兄ちゃん……」

　リッグスが不安そうな顔で、レギオスに呼びかける。

　だがレギオスは黙だまったまま、子供たちを振り返った。

　そこに彼が探し求める者の姿は、もう見あたらない。

　もう一人の少年も、忽こつ然ぜんとその村からかき消えていたのである。

　岩場に蹴けつまずいた。窪くぼ地ちに足をとられる。

　真っ暗な闇の中、ジャスティスは泳ぐように街かい道どうへ出ようと試みていた。

　皮肉にも自分の邪じや宗しゆう紋もんの光だけを頼りに、牧草地を横切っていく。

「うあっ！」

　今度は土に滑すべった。草むらに投げ出され、唐とう突とつに喉のどの奥おくに嗚お咽えつがこみ上げてきた。

　悔くやしいからなのか。悲しいからなのか。

　淋さびしいからなのか。苦しいからなのか。

　自分でも分からずに、突っ伏したまま草を握りしめる。

　それでも声を殺して、立ち上がろうと試みた時である。

「村に戻もどった方がいいんじゃないの、ジャスティス様？」

　まず、声が聞こえてきた。

　声の主を捜さがしても、周囲は一面の闇である。

　遠くの林がざわざわと夜風に揺ゆれると、心配する声が再ふたたび響ひびいた。

「一人旅は無理だってば。ライオット姉ちゃんにお願いしなよ、ついて来てって」

　振り返ったジャスティスは、ようやくひとつの松たい明まつに気が付いた。

　聞き覚えのある声が近づいてくる。

　それは青白い顔をしたままの、クライストであった。

「君、一人で付いてきたのかい？」

　驚おどろいて、ジャスティスは歩み寄ろうとした。

「いけないよ、戻った方がいい。村に帰るんだ」

　だがクライストは、くすくすと小さく笑いたてた。

「命令はよしてよ、聖戦官クルセイダーのくせにさ」

　意外な言葉を、クライストは吐はき飛ばした。

「心配してるのは僕ぼくだよ。ありがたく思って欲ほしいな」

「クライスト、君、なにを……」

　ジャスティスは、思わず歩みを停止した。

　先ほど、自分を血けつ盟めい者しやだと罵った声にも違い和わ感かんを感じていた。

　だがクライストの見知った顔をあらためて見つめ、息を吞のむ。

　微笑ほほえみをたたえたその顔は、いつものクライストだ。

　だが口元に浮うかんでいるのは、明らかに邪じや悪あくな嘲ちよう笑しようであった。

「君、まさか……」

「ふふっ、驚おどろいた？　ずいぶん不安そうな顔するんだね。怖こわいんだったら、帰った方がいいんじゃないの？　ライオット姉ちゃんについて来てってお願いすればいいんだよ」

　言うと、にいーっと唇くちびるをねじ曲げる。

「ママのおっぱい、おねだりするみたいにさ」

　ジャスティスは、聖せい戦せん杖じようを支ささえに草原に立ち上がった。

　水色の瞳ひとみが、聖戦官クルセイダーとしての力を放ち始める。

「君は……血盟者なのか？」

「意外と頭悪いんだね。だったら聖戦杖が光るはずじゃないか。そんなことも分からないようじゃあ、お父さんには永えい遠えんに会えないよ」

　その言葉で、ジャスティスはクライストに飛びかかった。

　しかしクライストの姿は目前から消失し、ジャスティスの背はい後ごに現れる。

「どこに……！」

　ジャスティスはその素す早ばやさに驚くが、反はん射しや的てきに聖戦杖を叩たたきこもうとした。

　しかしクライストは笑ったまま、人差し指を聖戦官クルセイダーに突きつける。

「はい、そこまでえ」

「ぐぐっ！」

　ジャスティスの手から聖戦杖がこぼれ落ちた。

　不ふ可か視しの力がジャスティスの両手を操あやつり、その首を締しめ上げる。

　自分で自分の首を押おさえながら、ジャスティスは苦く悶もんして大地に転がった。

　クライストは、嬉うれしげに哄こう笑しようを嚙かみ殺す。

「無理はよしなよ、一人じゃなにもできないくせに」

「き、君は父さんのことを……！」

「さあね。知りたかったら、教えてくださいとお願いしないとさ」

　クライストは、肩かたをすくめて呆あきれてみせた。

「礼れい儀ぎも知らない聖戦官クルセイダーには、教えたくないけどねえ」

　途と端たんに、両腕が脱だつ力りよくした。呼こ吸きゆうを取り戻したジャスティスは、激はげしく咳せき込こむ。

　こみ上げる怒ど気きを抑おさえて、聖戦官クルセイダーはクライストを見み据すえた。

「どこまで関かかわってるんだ、この事じ件けんに……」

「どこまでだと思う？　少しは自分で考えたらどうだい」

　目の前にいるクライストは、もうただの病弱な少年ではない。

　何か大きな力を得て過か信しんし、他人を蔑さげすむ視し線せんを放つ一人の男であった。

　瞳には、邪よこしまな欲よく望ぼうが渦うずを巻まいている。

「何が目的なんだ……？」

「目的？　そりゃ力だよ。魔導ノイズのね」

　事も無げに、クライストは言い放った。

「あんたを捕つかまえて差し出せば、魔導ノイズの力をくれるって言うんでね」

「なんでそんなものが……」

「欲しいさ。僕ぼくはこんな身体からだ、嫌いやなんだよ」

　クライストは、喉のどを鳴らして唾つばを吐はいた。

「魔導ノイズに汚お染せんされてろくに働けもしない……こんな身体、いらないんだよ」

「魔導ノイズを得ても、それは君の本当の力じゃない」

「あんたが奇跡サウンドを使うように、僕にも使える力が欲しい。それだけさ」

「だからって安あん易いに魔導ノイズを……」

「こんなに簡かん単たんに凄すごい力が手に入るんだ。真ま面じ目めに修しゆ行ぎようなんかしてどうすんだよ」

「君は強くなれればそれでいいのか！」

「当たり前だよ。無む駄だな手間かけてる奴やつがバカなんだ。世の中、気づいた奴だけがいい目を見られるのさ。ま、ちょろいもんだよね」

　ジャスティスは、戦せん慄りつしてその言葉に聞き入った。

　人間の内面の奥おく底そこに潜ひそむもの。狂きよう気き。欲望。執しゆう念ねん。

　誰だれしもが持つ邪悪は、魔導ノイズに触ふれることで解かい放ほうされる。

　今のクライストも、その心の淀よどみを躊ちゆう躇ちよ無なくむき出しにしていた。

　あの病弱な少年の心にも深い闇やみがあったかと思うと、背せ筋すじが凍こおる。

　それともジャスティスが見ているのは、まだ闇の縁ふちでしかないのか。

　力が欲しい。それだけの理由で血盟を結ぶだろうか。

　呼い吸きを吞のみ、ジャスティスは聖戦杖を拾い上げた。

「誰と血盟を結ぶつもりなんだ……それに父さんはどこに……」

「何度も言わせないでよ。訊ききたかったら頭下げなって」

　クライストは、げたげたと破は顔がんした。

「けどまあ、教えるだけは教えるよ。それにお父さんにも会わせてあげるさ」

　冷れい酷こくな笑えみを閃ひらめかせて、クライストはうなずいた。

「僕の主は、ンムル・タトゥラ様さ」

　言うなり、手の松たい明まつをぐるりと頭上で一周させた。

　闇の中に、炎ほのおの輪が残ざん像ぞうとして浮うかび上がる。

　だが錯さつ覚かくではない。

　クライストの頭上に現れた炎の円は、見る間に膨ふくらみ、肥ひ大だいし、一気に膨ぼう張ちようした。

　吹ふきつけた熱風に、思わずジャスティスがひるむ。

　聖戦杖が赤く輝かがやくが、警けい告こくの光はいつもより強いものだ。

　と、耳じ朶だの奥に、残ざん忍にんな思念が低く声こわ音ねを響かせた。

《ムル・タトゥ……エル……フグルン……》

《エル・ムル・タトゥ……》

「ああっ……！」

　ジャスティスは、短く悲鳴を発した。

　頭ず蓋がいの中に文言が反はん響きようし、足あし下もとの大地が崩くずれ落ちる。

　視し界かいからクライストの笑えみが消え、一面の暗黒に満たされていく。

　覚えているのは、その瞬しゆん間かんまでだった。

　誰だれかの名前を呼ぼうとして、ジャスティスの意い識しきは事切れたのだった。







　　　【第四章　教きよう示じの祭さい殿でん／真実】







　弾はじかれたように起きあがった。そして夢ゆめだと気づく。

「なんだ……」

　覚かく醒せいしたライオットは、大きく肩かたで息を吐はいた。

　悪あく夢むを見るのは、いつものことだ。

　だが今夜の悪夢は、恐きよう怖ふよりも寂せき寥りよう感かんの方が強く残っている。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐったライオットは、ふと記き憶おくの糸をたぐり寄せた。

（あたし、いったい……）

　その瞬しゆん間かん、邪じや神しんの姿すがたが脳のう裏りに蘇よみがえる。

　村への暴ぼう虐ぎやく。踏ふみにじられた村人の血だまり。動けなくなったジャスティス……

　慌あわてて、跳はね起きようとした。

「ジャス……！」

「あいつならもういない」

　不意に耳元で声がした。

　振り向けば、すぐ側そばにレギオスが腰こしを下ろしている。

　再ふたたび朝あさ靄もやに包まれた牧草地で、二人は毛もう布ふにくるまれて並ならんでいた。

「いないって……あれから何があったのよ？」

　ライオットは、周囲に寝ねそべる人々を眺ながめて問うた。

　レギオスの頰ほおは少しこけ、疲ひ労ろうの色がありありと浮うかんでいた。

「村のみなが彼の秘ひ密みつを知った。だから彼はバザラの宿場に行ったんだ」

　聖戦将ブリゲイドは、ため息を交えてそう告げた。

「お前をよろしく頼たのむと言い残してな」

　ライオットは、動どう揺ようした視し線せんを辺りに走らせた。

　大たい剣けんはある。武ぶ器きも側にある。旅たび支じ度たくはそれで十分だ。

　まとめてひっつかむや立ち上がり、丘の下へ真まっ直すぐ駆かけだしていた。

「ライオット！」

　眠ねむる村人の間を縫ぬって、レギオスは後を追った。

　朝靄の中を無む闇やみに駆け、丘のふもとでようやく腕うでを取る。

　レギオスは、強ごう引いんにライオットを引き寄せた。

「行ってどうする！」

「決まってるわ、見み届とどけるのよ！」

　泣きじゃくるように、ライオットはその手を振り払った。

「あんたは絶ぜつ望ぼうが待ってるって言ったけど、それでもいいの！　行きたいの！」

「辛つらすぎる運命だとジャスティスも分かってる」

　レギオスは再び腕を取り、ライオットの瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。

「だから一人で運命を見定めることにしたんだ。あいつの思いやり、無む駄だにするな」

「なにが思いやりよ！」

　ライオットは、拳こぶしを握にぎってうつむいた。

「あいつ、何にも分かってない……あたしのこと、何にも分かってないよ……」

「ライオット……」

「ここに残ればあたしが幸せになれるって……レギオスと一いつ緒しよに暮くらせば幸せになれるって……そんなこと……そんなこと……」

　その涙なみだ声ごえに、レギオスは握る手から力を抜ぬいた。

「……だめなのか」

「ちがう、ちがうのよ……」

　ライオットも、レギオスの腕をつかむと悔くやしげな声を響ひびかせた。

「あんたが嫌いやなんじゃないの……ただ、ここでジャスティスを追いかけなかったら、あたし一生後こう悔かいする……絶ぜつ対たい、後悔するのよ……！」

「やはりな……」

　納なつ得とくしたように、レギオスは息を吐いた。

「バザラの宿場で……ジャスティスを抱かかえて、必死に戦うお前を初めて見た時から分かってたのかもしれん。この二人の絆きずなは断たちきれないと」

「レギオス……」

「だから助けた。だから家に連れて来た。たとえ邪じや宗しゆう紋もんがあろうと、この絆に噓うそや裏うら切ぎりは無いと信じた……信じたかったんだ」

　レギオスは、ライオットの瞳を覗き込んだ。

「間違ってなかったな、俺おれは」

「信用できるから、あたしのこと……」

　好きになったのか。そう問いたかった。

　だがくだらぬ質しつ問もんだった。

　ライオットとて同じなのだ。最初は、レギオスが信用できなかった。

　だが信用できたからといって、好きになったわけでは……

（あたしも……）

　今いま頃ごろ、自分の気持ちに気づく。

　一緒にいて、幸せだと思える瞬しゆん間かんが何度もあった。

　お互たがいがその瞬間を共有していた。それだけのことだ。

　なのにいつの間にか、涙がまたこぼれている。手でこすり、そして……

「行かなくちゃ、あたし」

　涙を振ふり払って、レギオスに微笑ほほえんだ。

「あの子、一人で旅するの二年ぶりなのよ。きっとどっかで迷まよってるわ。探さがしてやらないと、変へん異い獣じゆうにでも喰くわれちゃうかもね」

　しかしレギオスの表ひよう情じようは、強こわばったままである。

「分かった。だが俺も行く」

　レギオスの眼がん光こうが、いつの間にか聖戦将ブリゲイドのそれに変わっている。

「ジャスティスは、バザラの宿場に行き着いてないかもしれんからな」

「どういうことよ」

「邪じや神しんの手に落ちた。俺はそう思ってる」

　ライオットの背せ中なかを電光が疾しつ走そうしていた。




　そこは、深い森に見えた。

　視し界かいにはどこまでも木々が生おい茂しげり、足あし下もとには濃のう密みつなもやが立ちこめている。

　だがうねうねと枝えだを伸のばす樹じゆ木もくは、赤黒い触しよく手しゆにも見える。

　実じつ際さい、その幹みきでは無数の口が呼こ吸きゆうを繰くり返していた。

　白く煙けむるもやも、まるで意い志しを持つかのように、蠢しゆん動どうを続けている。

　胸むねをむかつかせる臭しゆう気きに顔を歪ゆがめ、ジャスティスは低く呻うめいた。

「素す敵てきな場所だろう、聖戦官クルセイダージャスティス様」

　クライストの嘲ちよう笑しようは、やけに近くから聞こえる。

　視し線せんを向けると、冷れい酷こくな笑えみを浮うかべた少年は大木の根に腰こしを下ろしていた。

　その背には、ジャスティスの聖せい戦せん杖じようがたてかけてある。

「みんなも歓かん迎げいしてくれてるよ、ほらね」

　ジャスティスの背はい後ごで、幾いくつもの気配が立ち上がった。

　もやの底から青緑の人型が、音もなく伸しん長ちようし、ジャスティスの身体からだに絡からみつく。

　ぬめついた肌はだをした人型は、淫いん靡びな視線を放つ女であった。
















　ただしその下半身は、黒い斑はん点てんに彩いろどられた大だい蛇じやのものだ。

　鋭するどい牙きばの間から腕うでほどもある舌したを伸ばし、ちろちろとジャスティスの首を舐なめる。

　異い様ように長い腕で聖戦官クルセイダーの身体をまさぐり、たっぷりとした乳ち房ぶさを執しつ拗ようにこすりつけた。

　ジャスティスは抗あらがおうとするが、身体は全く動かない。

　その苦く悶もんを笑いながら、蛇へび女おんなたちはジャスティスの身体を拘こう束そくしていった。

「女の人には慣なれてないみたいだね」

　クライストは、女たちの愛あい撫ぶを満足げに眺ちよう望ぼうする。

「もし良ければ、彼女たちともっと仲良くできるんだよ」

「こいつら……邪神じゃないか……」

「なら人間の女を連れて来ようか？　それでジャスティス様が堕だ落らくしてくれるなら、望みはかなえるよ。どんな女がいいのかなあ」

　ふざけるな、とジャスティスはようやく呻うめいた。

「色欲に溺おぼれるようでは、聖戦官クルセイダーはつとまらない……」

「だろうね。じゃあ、どうしようかな」

　クライストは、顎あごをつまんで思考を巡めぐらせるふりをした。

「ジャスティス様には、是ぜ非ひ僕ぼくと一いつ緒しよにこちら側に来て欲ほしいんだけどなあ」

「馬ば鹿かなことを言うな、誘さそいならお断ことわりだ」

　次し第だいに冷静さを取り戻したジャスティスは、蛇女を無視して言葉を続けた。

「堕だ落らくより死を選ぶ。それが聖戦官クルセイダーだ」

「堕落って言うけどさ、血けつ盟めいってそんなに悪いことかなあ」

　クライストも、笑みを消さずに応こたえていく。

「人間にはいろんな欲よく望ぼうがある。食欲、物欲、性欲……それをかなえるために、ほんの少し、彼らの力を借りる。それだけじゃないか」

「そのために邪じや神しんに代だい償しようを与あたえるんだぞ！　他人の命や大事なものを！」

「僕だって他人に大事なものを奪うばわれたんだ。今度は僕が奪ってもいいだろ」

　その言葉に、ジャスティスは真まっ直すぐ視線をぶつけてみた。

「何があったんだ、クライスト……ただ強い力が欲しいだけで、血盟なんて結べるもんじゃない。今ならまだ間に合う」

「無理だね、もう決めたんだ」

　立ち上がって、クライストは聖戦杖を手にした。

「僕は復ふく讐しゆうする。僕の身体をこんなにした奴やつに。そのためには力が必要なんだ。そして力を得るためには、ジャスティス様、あんたを差し出すのが約束なんだよ」

「君の身体は魔導ノイズに汚お染せんされたんじゃないか。だったら汚染源げんである邪神を……」

「恨うらむ気はないね。僕が恨んでるのは、あんたと同じ種類の男さ」

　言って、聖戦杖をじっと見る。

「レギオス兄ちゃんのおかげで、僕の父さんも母さんも死んだんだ」

「なんだって……」

「あの間ま抜ぬけな男は邪神に騙だまされた。騙されて、追いつめられて、僕の住んでる街を戦場にした。そのおかげで、僕の街は二度と住めないほど魔導ノイズに汚染されたんだ」

「そんな！　君は何を……！」

「いや、あの男のせいなんだ！　僕の身体も、父さんも母さんもあの戦いで魔導ノイズに汚染された。あの男さえ、邪神に騙されなければ、僕は弱い身体にならなかった！　肉屋に売られることもなかった！　まわりから同情されることもなかった！」

「クライスト、君は……」

「ああ、嫌いやだよ！　身体が弱くて、みんなの足手まといになってるのがね！　兄ちゃんに分かるかい。誰だれの力にもなれなくてさ、みんなに守られながら生きてく……そんなの嫌だったよ！　この身体を誰かと取り替かえたかったよ！　やり直したかったんだよ！」

　叫さけび続け、急に笑みを取り戻す。

「でもやり直せるんだ。人生って案外、簡かん単たんなもんだよね」

　ジャスティスは、冷静にクライストを見つめていた。

　まだ血盟を結んでいないとは言え、彼はすでに深く邪じや神しんの世界に関かかわっている。

　恐おそらく邪神からの思念を受けた事で、精せい神しんバランスも崩ほう壊かいしているのであろう。

　とても年少とは思えぬ、冷れい徹てつな笑顔であった。

「魔導ノイズの力を得たら、あいつだって僕のこと、見直すさ」

　クライストは唄うたうように己おのれを誇ほこった。

「もう今までみたいに、見下すことはできない。会うのが楽しみだよ」

「君は……レギオスさんと戦うつもりなのか？」

　ジャスティスは、息を吞のんで答えを待つ。

　クライストは、嬉うれしそうに聖戦官クルセイダーをねめつけた。

「もちろん、そうだよ」

　言いながら、表ひよう情じようを急変させた。

「あの男の愚おろかさ、許ゆるしはしないよ」

　憤ふん怒ぬを露あらわにした、復讐者の表情であった。




「ここで途と絶だえてる……」

　ライオットは、地面を指さしてため息をついた。

　広い牧草地の真ん中まで、ジャスティスの足あし跡あとは続いていた。

　だが彼の痕こん跡せきは、忽こつ然ぜんとその場からかき消えていたのだ。

「ねえ、本当に邪じや神しんに捕つかまったの？　どこか違ちがう道に入ったんじゃ……」

　レギオスの読みが間ま違ちがいであって欲ほしい。そう願う気持ちが、つい表れる。

　だがレギオスは、焦あせるライオットに別の地表を指し示しめした。

「いや、これを見ろ」

　そこには、ジャスティスとは明らかに異ことなる足跡がくっきりと残されていた。

　聖戦官クルセイダーのものより、幾いく分ぶん小さいのが見て取れる。

「なにこれ、子こ供どもの足跡じゃない。リッグスか誰か、昨日ここに来たんじゃないの？」

「だったら俺おれの家からここまで、そいつの足跡があるはずだ。そんなものはない。この足跡はここで始まり、ここで終わってる」

　レギオスは冷静に検けん分ぶんし、何かを悟さとった。そして嘆たん息そくする。

「たぶん、クライストのものだ」

「クライスト？　なんで分かるのよ？」

「分かる。あいつはジャスティスがいなくなったと同時に消えていた」

「……うそ言わないでよ……」

　断定の言葉に、ライオットは総そう毛け立だつ思いに襲おそわれた。

「俺もいなくなるまでは気づかなかった。だが間違いはない」

「なんであの子……なんのためにそんな……」

　かすかに奥おく歯ばを嚙かんで、レギオスは悲しみに耐たえた。

「恨うらんでるんだ、俺をな」

　ライオットは、意外な顔でレギオスを見つめた。

　牧草地を、やけに冷たい風が吹ふき抜けていった。




　クライストは、ジャスティスの聖せい戦せん杖じようで地を叩たたいた。

　と、白いもやの中から半はん透とう明めいの球体が浮ふ上じようしてくる。

　その中には、教きよう皇こう連隊の甲かつ冑ちゆうを身にまとったレギオスの姿すがたがある。

　隣となりには、黒くろ髪かみを腰こしまで垂たらした若わかい女じよ性せいが寄より添そっていた。

「兄ちゃんは、この人と結けつ婚こんするはずだった。名前はアイリ。お似に合あいの二人だろ？」

　クライストの言う通りであった。

　小こ柄がらで華きや奢しや。艶つやめく黒髪を風に揺ゆらし、屈くつ託たくのない微笑ほほえみを周囲に振ふりまく。

　奥ゆかしく瞬まばたく瞳ひとみには、聡そう明めいさが秘ひめられていた。

　さながら伝説で語られる騎き士しと美び姫きを思わせる二人であった。

「彼女は、平へい凡ぼんな騎士の娘むすめだった。聖戦将ブリゲイドの妻つまになるには、身分が違ってた。それでも二人は真しん剣けんに愛し合ってたんだよ。レギオス兄ちゃんらしい、いい話だろ」

　ジャスティスは、黙だまってその映えい像ぞうを見つめている。

　クライストの話は本当なのか。だが真しん偽ぎの確たしかめようもない。

　惑まどうジャスティスを、クライストは嬉うれしそうに眺ながめた。

「けど、彼女は堕だ落らくしたんだ。あんたたちの言葉で言えばね」

　ジャスティスは、きっと強い視し線せんを向ける。

　だがクライストは首を横に振った。

「信じられないでしょ。でも事実なんだ。彼女はとても敬けい虔けんな聖せい教きよう徒とで、純じゆん真しんな人だった……けど彼女にも欲よく望ぼうはあったんだ。いや、欲望が芽生えたと言っていい」

「…………」

「彼女はレギオス兄ちゃんに恋こいをした。それが間違いの始まりだよ」

　クライストは映像を切り替かえた。

　球体には戦場で剣をふるうレギオスの姿があった。

「兄ちゃんは英えい雄ゆうだったよ。本当の意味でね。でもいつも戦場にいた。それが彼女には心配でたまらなかった。恋人がいつ死ぬか分からない恐きよう怖ふ。一人で取り残される孤こ独どく。それに彼女は耐たえられなかった。勝てはしなかったんだよ。そして選んだんだ」

　くくく、とクライストは笑いを嚙かみ殺した。

「兄ちゃんを独どく占せんしようとね」

　再さい度ど、映像が切り替わった。

　深い暗黒の中、アイリが髪を振り乱みだして錯さく乱らんしている。

　その周囲では無数の黒い影かげがしきりと飛び交かっていた。

「兄ちゃんが戦場で失しつ態たいを犯おかせば、聖戦将ブリゲイドを罷ひ免めんされる。そうすれば戦場に行くこともなく、彼女の元にずっといてくれる……囁ささやいたのはそれだけさ。彼女は自分の欲望を満たすため、兄ちゃんの教皇連隊の作戦を漏もらしたのさ」

　今度は、炎ほのおに包囲された戦場が映うつし出された。

　地を這はう火か炎えんの濁だく流りゆうが、聖せい騎き士しの群むれを吞のみ、聖戦官クルセイダーたちの防御用奇跡デイフエンス・サウンドを食い破やぶる。

　そのただ中で立ちすくむレギオスの姿も、球体はとらえていた。




「俺おれの大隊は壊かい滅めつした」

　牧草地の真ん中で、レギオスも告白していた。

「手塩にかけた精せい鋭えいだった……信しん頼らいしあった部下だった。みんな死んだ。俺のせいで」

　行き過すぎる風が、冷たさを増ましていく。

　雲量は増し、やがて小さな雨あま粒つぶが降ふり注いできた。

　それでもライオットは、レギオスと共にその場に立ちつくしていた。

「アイリさんはそれで……」

「俺が斬きった。斬るしかなかったんだ」

　顔を雨空に向けて、レギオスは言った。

　ライオットは、遠くで鳴り響ひびく雷らい鳴めいにも気づきはしなかった。

「あんた、好きだったんでしょ……」

　レギオスは、拳こぶしを握にぎって息を吐はき出した。

「俺は聖戦将ブリゲイドだ。血けつ盟めい者しやを見み逃のがすわけにはいかない。多くの仲間を殺された以上、アイリももう敵てきでしかなかったよ」

　その言葉に、ライオットは悲しげに顔を曇くもらせた。

「あんた、うそ言ってる」

　ライオットは、叱しかるように言い放つ。

「そう思うんなら、あたしを見て言いなさいよ」

　だがレギオスは応こたえない。そのまま顔に雨う滴てきを受け、ずぶ濡ぬれになっていく。

　頰ほおに流れていくのは、雨だけではなかった。




〈あなたのことが心配だったの〉

〈ずっと側そばにいてほしかったの〉

〈それを願うのは、堕だ落らくなの？〉

〈あなたを愛する気持ちが、邪じや悪あくだって言うの？〉

　球体の映えい像ぞうで、アイリはレギオスに問いかけていた。

　そしてレギオスの胸むねに飛び込み、ひたすらに泣きじゃくる。

　だがレギオスが抜ぬいた剣けんは、深々とアイリの胸に突き立った。

　か細い身体からだを貫かん通つうし、刃やいばはアイリの背せ中なかへと突き抜ける。

　崩くずれ落ちたアイリの身体と共に、レギオスもその場に膝ひざを落としていた。

「これで英雄としての人生は終わったのさ」

　クライストは、演えん劇げきでも見終わったかのように拍はく手しゆを鳴らした。

「引き留とめる教きよう皇こう連中にもかまわず、新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズを出て、この地へ来た。僕ら、迷まよえる子こ供どもたちを連れてね。でもその第二部については、見せるほどのこともないよ」

　聖せい戦せん杖じようを木にたてかけ、わざとらしく肩かたをすくめる。

「なにせ畑仕事しかしてないんだからね」

「たとえ今のが事実だとしても……」

　ジャスティスも悪あく夢むから醒さめた思いで、口を開いた。

「どうしてレギオスさんに復ふく讐しゆうするんだ。どこにも接せつ点てんなんて……」

「あるのさ。接点がね」

　クライストは、憮ぶ然ぜんとした横顔で静止した映えい像ぞうを見つめた。

　打ちひしがれるレギオスの姿すがたに手をかざし、再ふたたび記き憶おくを進めてみせる。

「第一部の最終幕まくだ。僕ぼくの人生はここからおかしくなったんだ……」

　映像は、炎えん上じようする都市へと入れ替わっていった。




「アイリを操あやつっていたのは、邪神王アスモデロヌ・ドロヌールだった」

　レギオスは、くぐもった響ひびきの名前を口にした。

「アイリを殺そうとした時、奴やつは俺に戦いを挑いどんできた。アイリと共に」

「そしてあんたは……」

「アイリを斬きり、邪神王アスモデを斬った」

　ライオットの問いに、聖戦将ブリゲイドは深くうなずいた。

「市街戦だった。スリガムと言う名の都市で……邪神王アスモデは、強力な魔導ノイズで都市ごと俺を消しよう滅めつさせようとした。俺は勝ったが、戦いの後スリガムは廃はい墟きよになったんだ」

　雨足は次し第だいに強まり、濡れた二人の身体は冷え切っていく。

　それでもライオットは、レギオスへの問いかけを止めなかった。

「その街に、クライストがいたのね」

「あいつとあいつの両親がな。それが俺を恨うらむ理由だ」

　レギオスは過か去こを思い返し、苦く渋じゆうを吞のんだ。

「偶ぐう然ぜんそこで戦せん闘とうになった。だがクライストにしてみれば、そうは思わないだろう」

「だからってあんたを……」

「恨むさ。俺がアイリに騙だまされなければ、スリガムで戦闘はなかった。いや、騙されていたにしても、スリガムで戦う特別な理由はなかったかもしれん」

「都市の外で戦えば良かったと後こう悔かいしてるの？」

「それができたなら。だが邪神王アスモデ相手に、戦場を選べる力は俺にはなかった。邪神王アスモデも、市街戦なら俺が混こん乱らんすると踏ふんで戦いを挑んだのだろう。確たしかに……混乱したよ」

　レギオスは、懺ざん悔げするような呼い吸きを吐いた。

「あの戦いでクライストの人生が変わったのは確かだ。戦いを引き起こしたのは俺だ。そして魔導ノイズに汚お染せんされ、あいつの親も死んだ。恨まれても仕方ない」

「あんた、気づいてたの？　クライストの気持ちに……」

「いや……俺はすまないと思っていたが……血けつ盟めいに至いたるほどとはな」

　ライオットは、地面に刻きざまれたクライストの足あし跡あとを見下ろした。

　打ちつける雨が、次し第だいにその形を歪ゆがめていく。

「クライストはあんたへの復讐のため、血盟を結ぶつもりなのね」

「恐おそらく」

「どうすれば助けられるの？　ジャスティスとクライストを……」

　ライオットは二人の名前を並ならべて呼よんだ。

　レギオスも、戦せん鎧がい鬼きの真意を汲くむ。

「後を追って会う。それしかないな」

「ちょっと待ってよ、どうやって？」

　ライオットは、雨が吹ふきつける草原を見み渡わたした。

「痕こん跡せきは何もないわよ。残ざん留りゆうした魔導ノイズだって検けん知ちできないのに」

「お前にはな。だが俺には十分な量だ」

　レギオスは、静かに右手をかざした。その掌てのひらが、ぼおっと青白い聖せい光こうを放つ。

　示しめされた大地にも、くっきりクライストの足跡が発光し始めた。

「次元の裂さけ目は、まだ閉とじきってはいない。行くしかないな」

　ライオットは、ごくりと呼吸を吞のんだ。

　次元の壁かべを越こえる。レギオスは事も無げに言うが、戦鎧鬼とて身み震ぶるいがした。

　その手を握り、レギオスは力強くうなずいた。

「俺の手を離はなすなよ。ジャスティスが待ってるんだからな」

「お願い、頼たのむわ」

　聖戦将ブリゲイドは聖印を結び、まばゆいほどの聖光を周囲に放った。

「第五撃テイク・フアイヴ、聖道次元追突破フラクチヤー」

　その光がライオットを包み、閃せん光こうが周囲に弾はじけ跳とぶ。

（すごい……）

　発光した世界を、ライオットは仰あおぐように眺ながめていた。

（星が降ふるようだわ……）

　そして二人は、彼方かなたへと飛ひ翔しようした。




「君の復ふく讐しゆうは間ま違ちがってる、クライスト」

　ジャスティスは、蛇へび女おんなたちに拘こう束そくされたまま言い切った。

「きっとレギオスさんは重い罪つみの意い識しきに苦しんでるはずだ。だから聖戦将ブリゲイドを辞やめたし、君たちのことを育ててくれたんじゃないか」

「それが気にくわないんだよ」

　クライストは、再ふたたび木の根本に腰こし掛かけ舌した打うちした。

「ジャスティス様には、僕の気持ちが全然分からないんだね。僕は……」

「違う、僕もレギオスさんも……」

「僕の話を聞け！　ジャスティス！」

　子こ供どもとも思えぬ血走った目。クライストは牙きばを剝むき出しにした。

「僕の街を焼き、僕の親を殺し、僕の身体からだもこんなにした……そんな奴やつに優やさしくしてもらうのが嫌いやだった。そんな奴に手出しすら出来ない僕の身体は、もっと嫌だった」

「…………」

「けどレギオス兄ちゃんにはかなわない。あの聖戦将ブリゲイドの力にはかなわない。だからそれ以上の力……邪神王アスモデンムル・タトゥラ様の力を借りるんだ。そうすれば、僕は……」

「邪神王アスモデだって……！」

　ジャスティスは、その名に戦せん慄りつした。

《古代災厄オールド・ハザード》において、邪神王アスモデは単たん騎きで大陸の半分を死し滅めつさせた。

　断だんじて、たかが子こ供どもの復讐に手を貸かしていい位階の邪じや神しんではない。

　想そう像ぞうを遥はるかに越こえる規き模ぼの陰いん謀ぼう。それがあるとしか思えなかった。

「僕はね、ジャスティス様、創世神かみ様さまなんて信じられないんだ」

　クライストは、哄こう笑しようしながら言った。

「どうしてこんな酷ひどい目に遭あうのさ。住む場所を追われ、親を殺され、身体を蝕むしばまれ……そんな世界になったのは誰だれのせいだい？　創世神がいなくなったからだろ？」

「創世神様を追放したのは邪神帝ルシフエルだ……」

「追放されるなんて創世神に力が無いせいだよ。そんな創世神は失しつ格かくだ」

　吐はき捨すてるように、その名を罵ののしった。

「世の中ね、力ある者が勝ち、利り益えきを得るんだよ。この世界で一番力があるのは、邪神帝ルシフエル様さ。だから僕は創世神なんて信じないわけ。祈いのっても助けてくれなかったしね」

　ジャスティスは、その論ろん理りに恐きよう怖ふした。

　人々が血けつ盟めい者しやになる場合たどる、典型的な絶ぜつ望ぼうであった。

　魔導ノイズに触ふれれば触れるほど、その絶望は濃こく強いものになる。

　クライストも絶望に取り込まれ、子こ供どもらしい意い識しきを失っていた。

「クライスト、今ならまだ間に合う」

　ジャスティスは、蛇女の怪かい力りきに抗こうして呼よびかけた。

「君が血盟者になるなんて無理だ。君が邪神王級アスモデ・クラスの魔導ノイズを与あたえられてもきっと……きっと君には扱あつかいきれるものじゃない。反動でどうなるか……」

「別に僕はいいんだよ、死んだって」

　クライストは、捨すて鉢ばちな声を言い放つ。

「どうせ長く生きられないんだ。それでもレギオス兄ちゃんを殺した後なら、僕は十分満足だね。死に甲が斐いがあるってもんだよ」

「利用されてるだけだ、分からないのか！」

　ジャスティスも、必死に声を張はり上げた。

「邪神王アスモデはもっと大きな何かを企たくらんでる。そのために君を利用してるだけなんだよ！」

「知ってるさ」

「なんだって……」

「ンムル・タトゥラ様は、ジャスティス様を捕つかまえたがってるんだぜ」

　クライストは、誇ほこらしげに言ってみせた。

「ロードン爺じいさんを殺したのもそのためだってさ。ジャスティス様が疑うたがわれて、村を出るようし向けたんだ。レギオス兄ちゃんと一いつ緒しよじゃ、手が出しにくいからね」

「やっぱり僕を狙ねらってたのか……」

「で、僕を引き入れるために……僕は血盟を結ぶとどんなに強くなるか見たかったからね……昼間、村を邪神将アーシユラに襲おそわせたのさ」

「そんな！　そんなことのために！」

「ふふっ、僕には大事な事だったよ。あの力は凄すごかった……あの戦いを見たおかげで血盟を結ぶ気になったんだ。そしてこの力をもらったのさ」

　そう言って、クライストはジャスティスを指さした。

　途と端たんに手の甲こうの邪じや宗しゆう紋もんが赤く輝かがやき始める。

　ジャスティスは、悲しげな瞳ひとみでクライストを見つめた。

「君だったなんて……」

「そう。おかげでレギオス兄ちゃんから無事に引き離はなせたよ。こうしてジャスティス様も捕まえたし、作戦は大成功ってとこかな」

「ンムル・タトゥラはそんな力まで使えるのか……」

「おおっと、勘かん違ちがいしないで欲ほしいな」

　クライストは、手を打ち振ってその考えを否ひ定ていした。

「いくらンムル・タトゥラ様とは言え、恐おそれ多くも邪神帝ルシフエル様の紋もん章しようを使うなんてできやしないよ。これはまた別の方からさ」

「別の……他に誰がいるんだ！」

「バザラの宿場を皆みな殺ごろしにした人さ」

　その言葉に、ジャスティスの顔から血の気が失うせた。

「そ、それは……」

「分かるだろ。十二本の槍やりに村人の首を連ねた人。その人こそ邪神帝ルシフエル様直ちよつ轄かつの血盟者にして、ジャスティス様を本当に捕まえたがってる人さ」

　ジャスティスの鼓こ動どうが高鳴る。

　耳を塞ふさぎたい。だがクライストは立ち上がり、にじり寄った。

「その人の依い頼らいでンムル・タトゥラ様も動いた。そして僕も動いた」

「止めろ、クライスト、もういい……それ以上、何も言うな……」

「言うさ。気づいてるんだろ。それとも聞くのが怖こわいのかな。そりゃ怖いよね」

　にいーっとクライストは、残ざん忍にんな笑えみをひけらかした。

「その人の名前はね……」

「止めろっ！」




《そこまでにしろ、クライスト》

　ジャスティスの絶ぜつ叫きように、再ふたたびあの思念が割わり込こんできた。

　聖戦官クルセイダーの頭ず蓋がいが再び震しん動どうし、ジャスティスは苦く痛つうに顔を歪ゆがめる。

　だが思念は、より近い位置から声を響ひびかせてきた。

《全すべてを語るは、我われらが役目だ》

《未いまだ血盟を成さぬ者は下がれ》

《言葉多き者は好まぬ。下がれ》

　周囲を圧あつする炎ほのおが、熱風を巻まき上げて噴ふき上がった。

　ジャスティスはその熱気から顔を背そむけ、強きよう圧あつな存そん在ざい感かんに四し肢しを硬こう直ちよくさせた。

「永えい劫ごうの炎にして、燃もえ立つ宝ほう冠かんンムル・タトゥラ様！」

　クライストは、平へい伏ふくして主を迎むかえた。

「血盟の代だい償しようとして、聖戦官クルセイダージャスティスを捕とらえました！　この生け贄にえをもって、深遠なる魔導ノイズの一いつ端たんを我わが身にお与あたえください！」

　すでに子供の意い識しきを失ったクライストは、立りつ派ぱな血盟者候こう補ほの言こと葉ば遣づかいである。

　だが邪神王アスモデンムル・タトゥラの思念は、その懇こん願がんを憮ぶ然ぜんとして無む視しした。

《幼おさな子ごであればジャスティスも油ゆ断だんする、我はそうみた》

《画かく策さくは的中した。が、一方で破は綻たんもしている》

《ジャスティスを捕らえたことで浮うかれたか、クライスト》

《次元の裂さけ目を塞がぬとは、やはり幼子故ゆえの失しつ態たいか》

　はっと、クライストが恐きよう怖ふに顔を上げた。

　慌あわてて立ち上がり、両りよう腕うでを広げる。

　腕の間に魔導ノイズの赤い光が輪を成して展てん開かいされると、円の中には映えい像ぞうが起動された。

　星空を抜け、暗黒の大海へ飛び込んでいくライオットとレギオスの姿。

　ジャスティスの顔が強こわばり、クライストの表ひよう情じようが青ざめた。

「来ちゃいけない、ライオット！」

「生け贄が口をきくな！」

　クライストが吼ほえると、蛇女がジャスティスの横顔を一いつ閃せんした。

　殴なぐると同時に鋭するどい爪つめで肌はだを裂さき、ジャスティスの頰ほおからしたたかに血をあふれさせた。

「があっ……！」

「わめくと、今度は喉のどを斬きるよ」

　クライストは、挑ちよう戦せん的てきな視し線せんでジャスティスを睨にらみつけた。

「でも、それもいいかもしれない。あの二人がここまで来た時に、ジャスティス兄ちゃんの死体を見つけたら、さぞ悲しむだろうからね」

　顔からしたたるジャスティスの血を、蛇女たちがゆっくりとねぶる。

　だが構かまわず、ジャスティスもクライストに視線をぶつけた。

「殺すなら殺せ。でもあの二人を殺させはしない……」

「言ったね。望み通りにしてあげようか」

　クライストは、腰こしからするりと短たん剣けんを引き抜いた。

　大きく湾わん曲きよくした刃はには、何か得体のしれぬ黒い粘ねん液えきがへばりついている。

「ジャスティス兄ちゃんは、僕ぼくが自分で殺す最初の人間だよ。たぶんその味は、一生忘わすれない。いい思い出になりそうだよ」

　ジャスティスは黙もくして、迫せまる刃に眼がん光こうを据すえた。

　と、クライストの背はい後ごに伸のびる影かげが大きく揺ゆらぎ始めた。

　影の中から新たな影が立ち上がり、黒い球体と化して浮ふ上じようする。

　気配を察したクライストは振り返ると、咄とつ嗟さに後ずさった。

「あなたは……」

〈貴き様さまの役目はジャスティスを捕らえることだ〉

〈生せい殺さつ与よ奪だつの権けん限げんは貴様にはない〉

〈未いまだ血けつ盟めいを結ばぬ者が大口を叩たたくな〉

　ジャスティスは、目を開いてその影を凝ぎよう視しした。

　声に覚えはなく、まして黒い球体などに知ち己きはない。だが……

「私は血盟の代償を捕らえました！」

　クライストは、今一度邪神王アスモデンムル・タトゥラと黒い影に平伏した。

「今より血盟の儀ぎ式しきを！　その力を以もつてあの追っ手二人、討うち取ってみせましょう！」

《簡かん単たんに申すな。血盟を結ぶには時がいる》

　ンムル・タトゥラは不ふ快かいそうに答えた。

《それまでに奴やつらがここに至いたれば、貴様に勝ち目はない》

《たとえジャスティスという人ひと質じちがあったとしてもな》

　クライストは、助けを求めるように視線を泳がせる。

　黒い影はしばし無言だったが、やがてその口を開き始めた。

〈この教きよう示じの祭さい殿でんの周囲は、ンムル・タトゥラ殿どのの配下が守っている〉

〈だがレギオスは聖戦将ブリゲイド。たいした時間は稼かせげぬだろう〉

〈私が行くしかないな〉

　クライストが驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

　その言葉には、ンムル・タトゥラまでもが炎ほのおの揺ゆらめきを強めた。

《ほお、動かれるか》

〈野やにあるとは言え、聖戦将ブリゲイドは聖戦将ブリゲイド。片かたづけるのが上じよう策さく〉

《なるほど、道理だ》

〈創世神かみの眷けん属ぞくを滅ほろぼすのが邪神帝ルシフエル様の願いだ。見み過すごす訳わけにはいかん〉

　ジャスティスは、黒い影の威い圧あつ感かんが増したことを肌はだで感じ取った。

　恐おそらくクライストが口にした邪神帝ルシフエル直ちよつ轄かつの血盟者。

　だが邪じや悪あくさより、不思議と凜りんとした戦意が感じられた。

〈その間に血盟の儀式を済すまされよ、邪神王アスモデ殿〉

　黒い影が声を発すると、クライストは希望に満ちた顔を上げた。

「では、私も……」

〈代償を差し出したのだ。血盟を結ぶがいい〉

　おお、と感かん嘆たんの声を上げ、地に額ひたいをこすりつける。

　その様子を見下ろしながら、炎と黒い影は鷹おう揚ように思念を交感した。

〈その後でジャスティスの儀式を執とり行えばよい〉

《了りよう解かいした、存ぞん分ぶんに戦われよ》

　ンムル・タトゥラは、火勢を増して黒い影に礼をとった。

《万ばん難なんを排はいし儀式を始めよう、血盟者殿》

《邪神帝ルシフエル様のお望み通り、ジャスティスは手に入った》

《かの者の苦行、ここに終わらせるのだ》

　黒い影は無言のまま、時空の彼方かなたへ消え失うせていく。

　その光景を、ジャスティスはただ見守るしかできなかった。

　頭の中には、幾いくつもの疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいる。

　そしてンムル・タトゥラの言葉も、ジャスティスを捕らえて離はなさなかった。

　苦行……聖戦官クルセイダージャスティスの苦行……




（ここは……）

　暗黒を浮遊しながら、ライオットは変転に見とれていた。

　周囲は、無数の光点に彩いろどられている。

　大きな光、小さな光。白い光、青い光。

　かつて惑わく星せいの夜空には、星せい座ざと呼ばれる道どう標ひようがあったと聞く。

　だが無数の光はその比ひではなく、さながら星の雲を思わせた。

　星々を突つき抜ぬけ、ライオットは次元の断だん層そうを駆かけ降おりていった。

（レギオス）

　ライオットの手を引きながら、レギオスも翔かけていた。

　しかしその姿すがたは透とう過かされ、星の海に溶とけ込こんでいるかのようだ。

　やがて二人は、巨きよ大だいな渦うず巻まきの上空に到とう達たつした。

　星たちすら逃のがれられぬ真の暗黒。時間すら逃れられぬ深しん淵えんの重力。

（俺おれから離れるな、ライオット）

　意い識しきに直ちよく接せつ、レギオスの声が響ひびいた。

（ほんの少しの辛しん抱ぼうだからな）

　そして、ライオットは魔ま界かいに吞のまれた。

　鼓こ膜まくを震ふるわす軋あつ轢れき音おん。肌はだにまとわりつく冷たい風。

　目に入るのは毒々しい空間の淀よどみ。臓ぞう腑ふを締しめ付ける圧あつ力りよくが吐はき気けに転じる。

（うっ……ううううううっっ……！）

　ライオットは、喉のどをかきむしるようにもがいた。

　泥どろ水みずの中で溺おぼれているかのようだ。新しん鮮せんな空気が欲ほしい。

　だが落下の速度は、急速に増した。落ちて、落ちて、落ちて……

　そして気がつけば……

　濃のう密みつなもやが、世界を包んでいた。

　辺りは、不ふ快かいな湿しつ気けに覆おおわれた沼地。包囲するように淫いん猥わいな木々が伸のびている。

　いつの間にかレギオスの影かげが現実のものとなり、目の前に立っていた。

　ライオットもぬめつく大地を踏ふみしめていたが、臭しゆう気きに耐たえかね口元を押おさえた。

「が……はあっ……」

「大だい丈じよう夫ぶか、ライオット」

　レギオスが、震ふるえる背せをさすってくれる。

　おさまらぬ悪お寒かんを堪こらえて、ライオットは周囲を睨にらんだ。

「ここ、どこなの……？」

「我われ々われの住む世界とは時間軸じくを一にして、空間軸を違ちがえた世界」

「なによ、それ。もっと分かりやすく説明してよ」
















「説明したところで、どうにもならんさ」

　レギオスも、警けい戒かいの視し線せんを巡めぐらせた。

「まともな人間の住む世界ではない。それで納なつ得とくしてくれ」

「自分の立ってる場所ぐらい、知っておきたいのよ」

　ライオットはようやく、背中から電でん磁じ大たい剣けんを抜ぬいて両手で構かまえた。

　恐おそらく、敵てきは高位の邪じや神しんに違いない。物理的兵器が無む効こうなのは分かっているが、いつものように剣を握にぎらねば不安でならなかった。

（あたしが行くまで待っててよ）

　胸むねの内で祈いのり、覚かく悟ごを決める。

　と、唇くちびるを結んだライオットを見て、レギオスは静かに聖せい印いんを結んだ。

「本当は、お前も来てはいけない場所だからな」

　立ち止まるライオットの身体からだに、その聖印を差し向けた。

「第六撃テイク・シツクス、護法神付帯防御デイフエンダーズ・オブ・フエイス」

　レギオスの聖印から迸ほとばしった青白い光が、ライオットの全身を包み込む。

　髪かみの毛一ひと筋すじまで聖光に覆おおわれたライオットが驚おどろく間に、レギオスは聖印を組み替かえ、電磁大剣にそれをかざした。

「第七撃テイク・セヴン、斬魔付帯剣撃スラツクアタツク」

　今度は電磁大剣の刃に、赤い霊れい気きがまとわりつく。

　急に重みを増した剣を、ライオットはしっかと握った。

「俺にしてやれるのはこれだけだ」

　レギオスは、聖印を解といて息を整えた。

「少しは戦える。だが無理はするな。お前はジャスティスに生きて会うんだからな」

「あんた何回、奇跡サウンドが使えるのよ？　昨日の夜からもう何度も……」

　ほとんど表ひよう情じようには出ていないが、レギオスはかなり疲ひ労ろうしているはずだ。

　ライオットが意い識しきを失っている間も、睡すい眠みんをとったとは思えない。

　それでもレギオスは、心配する視線に首を横に振った。

「心配するな、俺はジャスティスとは違う」

「そりゃそうだけど」

「奇跡サウンドが尽つきるまでに、助ければいいだけだ」

　レギオスも両手に長ちよう剣けんを抜ぬき、白はく髪はつを揺らした。

「俺が斬きり抜ける。側を離れるなよ」

「命令ばっかりね、あんた」

「悪いな。戦場ではそうなるらしい」

「いいわ、慣なれてないだけだから」

　そして、二人は視線を彼方かなたに向けた。

　白いもやは相変わらず延えん々えんと続いている。敵てきの影も形も、声すらもしない。

　しかし二人は微び妙みように間かん隔かくを空け、得物を振り回す空間を作った。

「来るわね」

「らしいな」

　呼こ吸きゆうを合わせ、前後に陣じん形けいを組み替える。

　すると二人の周囲が……ずるりと変へん容ようした。

　もやが薄うすらぎ、ようやく地表が顔を出す。

　だが地面とも呼べぬ大地である。赤黒くぬめった土ど壌じようから、繊せん毛もうのような植物がふるふると震えて伸び生えている。すえた臭においは、その植物が発していた。

　頭上にまで達していた木々の枝えだは、斑はん点てんに彩いろどられた海かい綿めん体たいに変じていく。

　ライオットの正面には、うねった小こ径みちが延のびていた。

　だがその小道すら、よく見れば蠢しゆん動どうを繰くり返している。

　大地が生き、木々が生き、道すら呼吸していた。

　邪神の住まう世界は、ようやく仮かりの姿をかなぐり捨すてていた。

《ワエルイエエエエエエエ……》

《イエルワエエエエエエエ……》

　レギオスは、薄うす笑わらいを浮かべてみせた。

「邪神官級アスタロス・クラスでお出で迎むかえか。敵は人材豊ほう富ふとみえる」

　ライオットの魔導ノイズ検けん知ち能のう力りよくも、レギオスの言葉を裏うら付づけている。

　歯が立つ相手ではない。自然と、剣を握る手にも力が入る。

　それでもレギオスは、余よ裕ゆうの笑みを消しはしなかった。

「邪神王アスモデンムル・タトゥラに伝えろ。聖戦官クルセイダージャスティスを貰もらい受けに来た」

　そして眼がん光こうに、闘とう志しを灯ともす。

　ライオットは、周囲に視線を走らせた。

「レギオス、どこに……」

「惑まどわされるな、奴やつらも遊んでる」

　言うと、レギオスは左右の剣を真まっ直すぐ振り下ろした。

「だが遊ばれる暇ひまはないんでなっ……！」

　聖戦将ブリゲイドは、切っ先をずぶりと異い質しつな大地に突き立てた。

　そのまま、えぐるように刃やいばを沈しずめる。

　途と端たんに大地がかしぎ、悶もん絶ぜつの声が周囲にこだました。

《ワエルイエエエエエエエ！》

《イエルワエエエエエエエ！》

　ライオットは、突とつ然ぜんの地じ震しんに思わず飛び退のいた。

　だが震動は激はげしさを増まし、堪こらえきれなくなったように一いつ斉せいに噴ふん出しゆつし始めた。

「くっ……！」

　ライオットは、全身を粟あわ立だたせた。

　大地から無数の黒い粘ねん液えきが湧わき上がる。

　ねばつく噴水はタールのようで、身み悶もだえするようにねじくれている。

　レギオスに看かん破ぱされた地表は、ぎいぎいと耳みみ障ざわりな悲鳴をあげ始める。

「邪神官アスタロスイエナ・ヌウ」

　レギオスは、長剣を地から引き抜いてライオットを背にした。

「姿すがたを見せろ。俺たちには時間がない」

　ずずずずずっ……地表を覆おおう粘液状の生命体があちこちに集結する。

　重なり合い、伸び上がる。

　次し第だいに膨ふくれ上がって肉体を形成すると、粘液は見上げるほどの巨きよ体たいと化した。

　いずれもムカデを思わせる長大な身体。

　その全身は漆しつ黒こくの甲こう殻かくに覆おおわれ、骨ほね張ばった脚がびっしりと並ならんでいる。

　ただ、最前の脚あしだけが一対、異い様ようなほどに肥ひ大だいしている。

　前脚には三本の鉤かぎ爪づめが伸のび、指先だけで人間の脚ほどもあった。

　そして横に開いた奇き怪かいな口にも、同様の牙きばがはみ出している。

　正体を晒さらした邪神官アスタロスイエナ・ヌウは、ずらりと四体、戦列を組んでみせた。

《ワエル、イエル、ヌエ……》

《ヌエ、ナエル、クルトタグン……》

　ライオットは、その分ぶ厚あつい防ぼう備びに気け圧おされていた。

　邪神官アスタロスが四体。都市国家を瞬しゆん殺さつできるほどの戦力だと言えよう。

　それでも握にぎる剣けんには、レギオスの奇跡サウンドがまとわりついている。

　そして敵てき陣じんの奥おく深ふかくには、ジャスティスがいるはずなのだ。

（きり抜ける……）

　ぐいと間合いを詰つめて、そう誓ちかった。

（生きて必ず会う。そしたらあたしは……）

　ジャスティスに分かってほしかった。

　自分の居い場ば所しよはここにあると。

　自分の居場所は戦場にしかないと。

　咆ほう哮こうが交こう叉さする。ライオットは生を取り戻もどしていた。




《ラトゥラ、エル、タトゥラ……》

《ンムル、ハル、エン、タトゥラ……》

　邪神王アスモデンムル・タトゥラは人間の言語を捨すて、己おのれの言葉で儀ぎ式しきを開始した。

　呪のろわれた響ひびきが周囲にこだまし、ジャスティスの脳のう髄ずいを激はげしく揺ゆさぶる。

　聖戦官クルセイダーは苦く痛つうに耐たえるが、クライストは歓かん喜きの声を上げた。

「おお、主よ……我わが主よ……永えい劫ごうの炎ほのおにして燃もえ立つ宝ほう冠かん……北ギアナの簒さん奪だつ者しや……邪神王アスモデンムル・タトゥラ様……」

　交感が進むに連れ、クライストの足あし下もとが赤く輝かがやき始めた。

　まず輝く禁きん秘ぴ文字が浮うかび上がり、円を成す。

　踊おどりながら回転する円えん陣じんは、やがて内側に新たな星形陣を誕たん生じようさせた。

　ジャスティスも、血けつ盟めい陣じんを目にしたのは数度である。

　だがその形成過か程ていを目まの当たりにするのは、初めてであった。

《ラトゥラ、エル、タトゥラ……》

《ンムル、ハル、エン、タトゥラ……》

　詠えい唱しようが続くにつれて、血盟陣も完成に近づいていく。

「そこから出るんだ、クライスト……」

　わずかな希望を信じて、ジャスティスは呼びかける。

「まだ間に合う……血盟を結べば君は……があっっ！」

　言葉の途と中ちゆうで、聖戦官クルセイダーは悲鳴をあげた。

　左右から絡からみつく蛇へび女おんなたちが、ジャスティスの太ふと股ももに爪つめを突つき刺さしたのだ。

　鋭えい利りな鉤爪は聖せい衣いの上から肉を貫つらぬき、容よう赦しやなく肉をえぐる。

　だが白い聖衣を血に染そめながらも、ジャスティスは声を振ふり絞しぼった。

「家に帰ろう、クライスト！　ここは君の居るところじゃない！」

「それは僕ぼくが決めるんだよ」

　クライストは、血盟陣に立ったまま振り返った。

「居場所って奴やつは、自分で決めるものさ。他人に命令されるもんじゃない」

「命令じゃない、僕は………」

「同じことさ、忠ちゆう告こくだとしてもね」

　クライストは、自分の周囲にみなぎり始めた力を感じ、一人ほくそ笑えんだ。

「人はみんな勝手に生きるものさ。レギオス兄ちゃんは教きよう皇こうに止められたが、下野した。僕も誰だれに止められようと、この道を進む。あんただってそうじゃないか。周りからどんなに疑うたがわれようと、自分が聖戦官クルセイダーであることを証しよう明めいしようともがいてる。いつまでもね」

　ジャスティスを指さして、嘲ちよう笑しようした。

「諦あきらめが悪いのはお互たがい様だろ」

「違ちがう。僕は諦めないけど……君は諦めてる。人間であることを」

　聖戦官クルセイダーは、まとわりつく蛇女にかまわず断だん言げんした。

「僕らは弱い……だからって人間以上の力を安あん易いに手にするのは間違ってる」

「僕の魔導ノイズとジャスティス様の奇跡サウンド、どこが違うんだい？　同じ人間以上の力だ」

「奇跡サウンドは諦めない者の力だ。魔導ノイズは諦めた者の力なんだよ」

　諭さとす声が、邪神王アスモデの詠唱と交叉する。

　だがジャスティスは、負けぬように言葉を紡つむぎ続けた。

「君は誘ゆう惑わくに負けるのか……君はそんなに自分が弱いと思ってるのか……」

「こんな身体からだなら、ジャスティス様だって諦めるさ」

　クライストも、捨すて鉢ばちな声を吐き捨てた。

「やっぱりあんたは、僕のことなんか分からないんだ。エリートだもんな。十万人に一人の逸いつ材ざいだ。みんなにちやほやされて、大事に敬うやまわれて……」

「みんな、同じ新大陸に生きてるんだ。幸せに浸ひたってる人なんかどこにもいないよ」

「いや、僕に比くらべたら、ジャスティス様は幸せ者だよ。魔導ノイズに身体からだを蝕むしばまれて、地べたを這はいつくばって生きる者の気持ちなんか分かりゃあしないんだ」

「君は……分かって欲ほしかったのか……？」

　問いかけに、応こたえがなかった。

　ジャスティスは、クライストを見つめる。

　曇くもりのない水色の瞳ひとみで、ひたすら真まっ直すぐに。

　だがクライストは、その視し線せんから逃のがれるように背中を向けた。

「いずれにしろ、もう遅おそいよ」

　自じ嘲ちようするように、クライストは言ってみせた。

「僕の身体には、もう邪神王アスモデ様の力が流れ込んでる。僕はもう僕じゃなくなるんだ……」

「待つんだ、クライスト！」

　ジャスティスは、時が来たのを悟さとって叫さけぶ。

　だが禁秘文字は、クライストの足下を埋うめ尽つくした。

　その何万という文字が一いつ斉せいに赤く輝き、クライストの全身を吞のみ込んでいく。

　完成した血けつ盟めい陣じんの上で、クライストの影はにわかに大きくなっていった。

〈おお、主よ……邪神王アスモデンムル・タトゥラよ……〉

〈旧ふるき身体は脱ぬぎ捨すてた……旧き生と共に……〉

〈新たな肉体で、永えい劫ごうの血盟に報むくいよう……〉

　急に、クライストの声が何十年も年かさを増ました。

　壮そう年ねん男だん性せいのような低音が、その喉のどから響ひびき渡わたる。

「クライスト！　クライスト！」

〈呼び捨てとは無礼だな、聖戦官クルセイダー〉

　驚おどろくジャスティスに向けて、クライストは悠ゆう然ぜんと振り返った。

〈力を得た今、新たな名で呼んでもらおうか。血盟者クライストと〉

　光が薄うすれ、その身体が露あらわになる。

　粗そ末まつな農民服は消きえ失うせ、クライストの身体は黒い甲かつ冑ちゆうに覆おおわれていた。

　無数の突とつ起きが生えた両手剣を背中に据すえ、手にはいびつな兜かぶとを握っている。

　さながら暗黒の騎き士し然ぜんとした姿で、クライストは新生した。

　ジャスティスは、名乗った少年の額を凝ぎよう視しする。

　青白かったその肌はだに、くっきりと魔ま界かいの紋もん章しようが刻きざまれていた。

　双そう眸ぼうにも、少年の面おも影かげはすでに無い。

　血けつ盟めい者しやの誕生を祝いわうかのように、ンムル・タトゥラの声が反はん響きようした。

《ラトゥラ、エル、タトゥラ……》

《ンムル、ハル、エン、タトゥラ……》

　クライストを救えなかった。

　それが何より、ジャスティスには悔くやしかった。
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《ワエル、イエル、ヌエ……》

《ヌエ、ナエル、クルトタグン……》

　四体の邪神官アスタロスイエナ・ヌウが戦列を前進させる。

　その肉体から電光が迸ほとばしりだした時、レギオスが警けい告こくを放った。

「下がれ！　来る！」

　わけも分からずに、ライオットは後ろへ跳ちよう躍やくした。

　後こう退たいする二人めがけて、邪神官アスタロスたちは電でん撃げきを斉せい射しやする。

　だが雷らい光こうは一直線には進まず、四方八方へ飛び散った。

　電撃は濃のう霧むの中にかき消えると、次の瞬しゆん間かん二人の背はい後ごから急きゆう襲しゆうした。

　右手へ消えたはずの航こう跡せきも、足あし下もとから襲おそいかかる。

「ちいいいいっっ！」

　ライオットは、火柱のような電光に苦く悶もんの声を上げた。

　外套マントが焼け、皮ひ革かく鎧よろいの表面があぶられる。

　だが被ひ害がいはそれだけである。いくら回かい避ひしたとて、邪神官アスタロスの一撃はかすっただけでも甚じん大だいな被害を被こうむるはずだ。それだけレギオスの付帯させた防御用奇跡デイフエンス・サウンドが強力なのだ。

　機き能のう障しよう害がい皆かい無む。戦意も全身にみなぎっていた。

「効きいてるようだな」

　側方に逃のがれたレギオスが問いかける。

「俺おれの奇跡サウンドの話だが」

「ええ、少しは手伝えると思うわよ」

　ライオットは、素す早ばやく立ち上がって大たい剣けんを正せい眼がんに据すえた。

　レギオスも左右の剣を逆さか手てに握にぎり替えた。

「なら助かる。奴やつらもこれからが本気だろう」

　絶ぜつ叫きようがこだました。

　轟ごう音おんを蹴け立たて、邪神官アスタロスたちが真まっ直すぐに突とつ撃げきしてくる。

　巨きよ体たいにはそぐわぬ速度と、その威い圧あつ感かんが一瞬ライオットを怯ひるませる。

　だがレギオスの力を借りた戦せん鎧がい鬼きは、常つねの冷れい徹てつさを取り戻もどしていた。

（陽動だ……！）

　戦場の直感が、ライオットにそう知らせる。

　力押しで来るほど、邪神官アスタロスは愚ぐ物ぶつではない。

　こちらが回避すると予よ測そくしての突とつ撃げきだ。

（だとしたら！）

　ライオットは体たい勢せいを低め、滑すべり込こむように前方へ疾しつ走そうする。

　見事に間合いをすり抜け、巨大な邪神官アスタロスの足下に飛び込んだ。

《イエル！　ナエ！　イエル！》

　邪神官アスタロスの口からは、黄緑の粘ねん液えきが吐と瀉しやされた。

　最前、ライオットがいた位置に着ちやく弾だんすると、凄すさまじい爆ばく炎えんへ転じていく。

「やっぱりそういう手か！」

　ライオットは、頭上の邪神官アスタロスの頭めがけて大剣を突き上げようとした。

　だが邪神官アスタロスの動きも速い。

　懐ふところに侵しん入にゆうしたライオットめがけ、次弾を撃うち込こもうと平たい口をギシギシと開く。

　しかしライオットの切っ先は、邪神官アスタロスの下した顎あごを深々と貫つらぬいていた。

「ジャスティスはどこなのよ！」

　叫さけんだ刃が、青白い聖光を瞬またたかせる。

　下顎を突き抜けた電でん磁じ大剣は、そのまま上顎へ達し、邪神官アスタロスの口を下から封ふう鎖さした。

《イエル！　ナエ！　イエル！》

　呻うめく邪神官アスタロスの喉のど袋ぶくろが膨ぼう張ちようする。

　すでに蓄ちく積せきされていたのか、黄緑の粘液がぐぶっと口から漏もれ落ちる。

　そして自分の口の中で逃げ場を失い、瞬しゆん時じに巨大な火球に転じたのだ。

　頭ず蓋がいを粉々に砕くだかれ、まず一体、邪神官アスタロスが大地に崩くずれ落ちた。

「レギオス！」

　倒たおれる巨体から逃れ、ライオットは視線を走らせた。

　一体の邪神官アスタロスが背中を向けて、その動きを停止している。

　びくりとも動かぬ巨体に、ライオットは身み構がまえた。

　しかしその頭とう頂ちようがゆっくりと割われ、巨体が真っ二つに裂さかれていく。

　ゆっくり溶よう解かいした邪神官アスタロスの向こうには、双そう剣けんを握った聖戦将ブリゲイドの姿すがたがあった。

「これで二つ」

　その言葉に、ライオットは驚きよう愕がくした。

　すでにレギオスの周囲では、一体の邪神官アスタロスがどす黒い泡あわとなって消えている。

　そして目の前で両断された邪神官アスタロスも、喘あえぎながら地に吞のまれている。

　あのわずかな時間で、瞬時に二体を切り伏ふせた。戦せん慄りつすべき剣けん技ぎであった。

《イエル！　ナエ！　イエル！》

　残った一体はレギオスから距きよ離りを置き、しきりと前まえ脚あしを振り回す。

　だが単に狂きよう奔ほんしているわけではない。

　泡と化した仲間たちの痕こん跡せきが、次し第だいにその足あし下もとに這はい寄よっていた。

　その生ける黒い泡が身体に吸すい込まれると、邪神官アスタロスの身体は二回りも肥ひ大だい化かした。

　ライオットは、あらためて間合いを取り直す。

「簡かん単たんに片かたづく相手じゃないと思ったけど……」

「死してなお戦うか。見上げたものだ」

　レギオスも剣を左右に構え、邪神官アスタロスを賞しよう賛さんする。

　しかし言ったその目の前で、唐とう突とつに邪神官アスタロスが地に沈しずみ込んだ。

　音もなく、その姿が地面にかき消える。

　反はん射しや的てきにライオットは、大きく後方へ跳ちよう躍やくした。

（どこから来るか……）

　敵てきは全身をかき消した。後は気配だけが頼たよりだ。

　レギオスも目を細め、全身の感覚を鋭えい敏びんに研とぎ澄すましている。

「ライオット、そっちだ」

　声と同時に、戦せん鎧がい鬼きの背はい後ごに黒い粘液が浮上した。

　振り返るライオットの眼前に、生けるタールが勇ゆう躍やくする。

　ライオットは、流れのただ中に電でん磁じ大たい剣けんを突つき入れた。

《イエル！　ナエ！　イエル！》

「こいつ、さすがに！」

　液状化した邪じや神しんは大剣にからみつき、その刃を無力化する。

　そしてすぐさま身を引き、再ふたたび大地に潜せん伏ぷくした。

「レギオス！」

　直感して、ライオットは叫さけぶ。

　今度は聖戦将ブリゲイドの背後から、粘液が噴ふん出しゆつした。

　レギオスは素す早ばやく方向を変え、左右の剣を振り抜こうとする。

　しかし少量の噴出は空で弾はじけ飛び、レギオスの視し界かいを妨さまたげた。

「囮おとりよ！　レギオス！」

　気づいたライオットが駆かけ寄よろうとする。

　だがそれより早く、再びレギオスの背中から多量の粘液が迸ほとばしった。

《イエル！　ナエ！　イエル！》

「知ってるさ」

　咆ほう哮こうを遮さえぎって、レギオスはうなずいた。

「だから誘おびき寄せた」

　振り向きざま、左右の剣を十字四方へ振りかぶる。

　長剣の刃が一瞬、聖せい光こうの熱量を急激に上じよう昇しようさせた。

　刃は粘液を貫き、灼しやく熱ねつを以もつて邪神官アスタロスを迎むかえ撃うった。

《イエル！　ナエ！　イエル！》

　分断された邪神官アスタロスは再さい生せいを試みるがもう遅おそい。

　刃に触ふれた部分から一気に蒸じよう気き爆ばく発はつし、無情なまでに気化されていった。

「狡こう猾かつさでは俺の方が上うわ手てだったな」

　邪神は再び黒い泡の塊かたまりと化し、青白い聖光に焼かれて絶ぜつ命めいする。

　レギオスは剣を鞘さやに収おさめ、一いつ瞬しゆんライオットに微笑ほほえんだ。

「先を急ごう、時間との勝負だと思う」

　そしてまた瞳ひとみに戦意をたぎらせる。

「あいつが敵てきの手に渡わたる前に、な」

「え、ええ……」

　おかしなことを言う。ジャスティスはすでに敵手にあるというのに。

　首をかしげてライオットは、レギオスの横顔を見つめた。

　だがレギオスの言が正しいことを、やがて戦せん鎧がい鬼きも知ることになるのだ。




〈これが僕ぼくの身体からだ……これが僕の新たな生……〉

　血けつ盟めい者しやクライストは、自分の肉体を見下ろし笑い続けていた。

　そして不意に視し線せんを変え、ジャスティスの側に指を突きつける。

〈来い、本気でな〉

　ジャスティスの耳元で、けたたましい絶ぜつ叫きようが上がった。

　聖戦官クルセイダーを押おさえつけていた蛇へび女おんなが一匹ぴき、クライストめがけて襲おそいかかる。

　宙ちゆうを飛び、鋭するどい鉤かぎ爪づめを左右から振り下ろした。

　だがクライストは、にいっと余よ裕ゆうの笑みをこぼす。

　寸すん前ぜんまで蛇女を引き寄せると、疾風はやてめいた速さで背中から両手剣を振り抜いた。

　真っ黒い刃やいばは、蛇女の肩口にくい込むと、そのまま乳ち房ぶさの真ん中へ達していく。

　一刀両断。苦もなく蛇女を断たち割わると、クライストは哄こう笑しようを響ひびかせた。

〈凄すごい！　これが僕なんだ！　これが新しい身体なんだ！〉

〈感かん謝しやいたします、我わが主！　邪神王アスモデンムル・タトゥラ様！〉

　子こ供どもと大人の思考を入り乱みだれさせ、絶叫する。

　燃もえさかる邪神王アスモデンムル・タトゥラも、満足そうな思念を振りまいた。

《今よりそなたは我が息むす子こ、我が力にして我が意い志しの具ぐ現げん者しや》

《創世神かみの世を微み塵じんに砕くだき、全すべての希望を潰ついえさせるのだ》

《ともに災さい厄やくの日を迎むかえようぞ、血盟者クライスト》

　傍かたわらに転がるジャスティスの聖せい戦せん杖じようは、赤い警けい戒かい色しよくを繰くり返し発していた。

　しかしその様子を、ジャスティスは悲しげに見つめるだけだ。

　クライストは、聖戦官クルセイダーの視線に己おのれのそれをぶつけてみせた。

〈その目はなんだよ……！〉

　足あし下もとにぶちまけられた蛇女の臓ぞう物もつを踏ふみ潰つぶし、クライストは吼ほえる。

〈堕だ落らくした者を見下げ果てた目か！〉

〈それとも悲しい運命に同情する目か！〉

〈おあいにくだよ！　欲しかったのはこれなんだ！〉

〈あんた一人捕らえたおかげでいい目が見れたさ！　ありがとよ！〉

「クライスト……」

　呼びかけて、ジャスティスはため息を吐ついた。

「君を倒たおさなきゃならない」

〈安あん易いだね、聖戦官クルセイダーの倫りん理りは〉

　嘲あざ笑わらい、クライストはジャスティスに歩み寄った。

〈昨日までは僕の身体を心配してくれたのに、血盟を結んだ途と端たん、殺すのかい〉

「それが僕の使命だ」

　ジャスティスは、きっぱりと言い切った。

「たとえ子供であろうと肉親であろうと、血盟者を許ゆるすことはできない。僕らは幼おさない頃ころから、その掟おきてを叩たたき込こまれている」

〈立りつ派ぱだね。でもどうやって僕を倒すのさ〉

　クライストは、血に濡ぬれたジャスティスの頰ほおを軽く叩いた。

〈動けない身体でどうやって？　ライオット姉ちゃんが来るのを待ってるのかい？〉

　ふふっ、と血盟者は笑みを漏もらした。

〈よっぽど好きなんだね、ライオット姉ちゃんのことが。でももう遅おそいよ〉

〈ライオットは、もう別の男のものだ。見よ……〉

　剣けんを背せに収おさめたクライストは、右の掌てのひらを上に向けた。

　手の中に再ふたたび半透とう明めいの球体が現あらわれ、一気に膨ぼう張ちようする。

　そして今度は、その中にライオットの映えい像ぞうが現れた。が……

「あっ……！」

　ジャスティスは、驚きよう愕がくとも悲鳴ともつかぬ声を発していた。

　顔を背そむけ、まぶたを固く閉とじる。

　その様子を、ンムル・タトゥラは押し殺した声で嘲笑った。

《クライスト、女を知らぬ聖戦官クルセイダー殿どのに直視は刺し激げきが強すぎるようだ》

《脳のうに直ちよく接せつ、送り込め》

　はいと答えて、嬉うれしそうにクライストは念を込める。

　同時に目をつぶったジャスティスの心の内に、目前の映像が送信された。

　闇やみの中、白いライオットの肢し体たいが浮うかび上がる。

　だがその姿は、猛たけ々だけしい戦せん鎧がい鬼きのものではない。

　一糸まとわぬ、一人の女の姿であった。

〈面おも白しろい見せ物だろう？〉

　クライストの哄笑だけが、耳に届とどく。

〈もっとも二年も一いつ緒しよに旅してるなら、こんな姿も見たことあるんだろうね〉

〈それとも妄もう想そうの中だけかな〉

　やがてライオットの身体からだを、逞たくましい裸はだかの腕うでが抱だきすくめた。

　現あらわれたレギオスは、ライオットを優やさしく自分へと引き寄せる。

　ライオットも手た弱よわ女めの如ごとく、裸ら身しんをレギオスに委ゆだねていった。

　そして貪むさぼるように唇くちびるを吸すい合う。

　獣けもののように、愛を交えていった。

《お前の中に何が芽生えた、聖戦官クルセイダージャスティス？》

　ンムル・タトゥラの思念が、ジャスティスの身体を揺ゆさぶった。

《嫉しつ妬とか？　欲よく望ぼうか？　それとも憎ぞう悪おか？》

《それらはみな、聖戦官クルセイダーが忌き避ひすべき感情だ》

《だが何かがお前の中で芽生えているはずだ》

《自分の中に芽生えたものを見つめよ》

《自分の感情に忠ちゆう実じつになればいい》

《犯おかしたいのなら犯せ。奪うばいたいのなら奪え》

《堕落などと間違った認にん識しきは捨すてるのだ》

《人間などもともと堕落した存そん在ざいではないか》

　声が続く間も、レギオスとライオットの動きは止まらない。

　むしろその動きは大きくなり、激はげしい呼こ吸きゆうもジャスティスの耳に届いていた。

〈幻げん影えいだと思ってるんだろ？〉

〈確たしかに幻影かもしれない。けど未来かもしれない〉

〈そして欲望かもしれない。二人の間に芽生えた、ね〉

〈二人はもう愛し合ってるんだよ。心の中で〉

〈ライオットの心にあんたが入り込む余よ地ちはどこにもない〉

〈助けに来たって、その後であんたは捨てられるんだよ〉

　クライストは、唇をねじ曲げてジャスティスに手を伸のばした。

〈僕と一緒に行こう。邪神帝ルシフエル様も待ってる〉

〈かつての世界で、君を待ってる人は誰だれもいないよ〉

〈光すら届とどかぬ暗黒の深しん淵えんへ……〉

　ジャスティスは、まぶたを開いた。

　目の前では、相変わらずライオットがレギオスの腕の中にいる。

　それでも聖戦官クルセイダーは、決然とクライストに視し線せんをぶつけた。

「確かにライオットは、レギオスさんを愛してるかもしれない」

〈ほお、認みとめたね。潔いさぎよいな〉

「けど二人が愛し合ってライオットが幸せになれるなら、僕だって嬉しいんだ」

〈強がりはよせよ。あんただってライオットが好きなんだろ〉

「ああ、好きだ。でも僕じゃライオットを幸せにはできない」

　ジャスティスは、ンムル・タトゥラにも視し線せんを向けた。

「レギオスさんは、僕に過か酷こくな運命が待っていると言った。それが本当なら……僕の大事な人を巻まき込こみたくない……」

　そしてクライストに視線を戻もどす。

「僕は一人で行かなくちゃいけない。好きだから、離はなれるしかないんだ」

〈やっぱりあんたは偽ぎ善ぜん者しやだよ、聖戦官クルセイダー〉

　クライストは、二人の映像に指をつきつけた。

〈これを見ろ。人間の愛なんて、結局全すべてここに行き着くんだ〉

〈あんたの思いもきっとそうだ。偽いつわるのは止めろよ〉

「噓うそじゃない。僕は……」

〈噓でないなら、なぜ一度は目を背けた！〉

〈見たくなかったと言えばいいのだ、あの痴ち態たいをな！〉

《もうよい、言葉で説くには限げん界かいがある》

　クライストの声を制せいして、邪神王アスモデが思念を発した。

《希望ある限かぎり、ジャスティスを迎むかえ入れるのはかなわぬやもしれぬ》

《ならばクライスト、その希望……》

〈微み塵じんに打ち砕くだいてご覧らんにいれましょう〉

　自信のこもった声で、宣せん言げんした。

〈侵しん入にゆう者しやは、すでにこの教きよう示じの祭さい殿でんに近づいている様子〉

〈目の前でライオットを討うち取れば、聖戦官クルセイダーも考えを変えましょうな〉

　レギオスとライオットの裸ら像ぞうが消え、戦場の二人が映うつし出される。

　刃は向むかう黒い影かげに刃やいばを振ふりかざし、二人は闇やみの中を疾しつ走そうしていた。

《貴き様さまはライオットを討つのだ、クライスト》

《その程てい度どの力は付ふ与よしてある。存ぞん分ぶんに戦え》

　平へい伏ふくして、クライストは乾かわいた唇を舐なめた。

〈我らが目的は聖戦官クルセイダージャスティスの堕だ落らく〉

〈創世神かみなど信じても救われぬと教えてやりましょう〉

〈それには愛する者を無む惨ざんに失うのが上じよう策さく〉

「クライスト！」

　悲鳴を無む視しし、ンムル・タトゥラは火か勢せいを増まして旋せん回かいし始めた。

《絶ぜつ望ぼうを与あたえよ。そして憎悪の誕たん生じようを》

《ジャスティスの苦行はここに潰ついえる》

《新たな時代、我らの手で切り開くのだ》

　われ鐘がねのような声が、祭殿を震しん動どうさせる。

　そしてその思念に挑いどむかの如ごとく、誰かが聖戦官クルセイダーの名を呼よんだ。




「ジャスティス！」

　ライオットは、目前にそびえる建けん造ぞう物ぶつに声を放った。

「聞こえないの、ジャスティス！」

　極ごく彩さい色しきの蔦つたが絡からんだ石いし造づくりの壁かべは、神殿を思わせる荘そう厳ごんさだ。

　だが巨きよ大だいな門に描えがかれた異い様ような彫ちよう刻こくは、いずれも邪じや神しんをかたどっている。

　ぴたりと閉とざされた門へは長い階かい段だんが誘いざない、その奥おくから禍まが々まがしい呼吸が轟とどろいていた。

「あからさまに感じるな」

　背はい後ごでレギオスが言い、ライオットは振り返った。

　聖戦将ブリゲイドは鋭するどい視線を階段の先に放ち、門の向こうに念をこらした。

「ここまでは誰でも来れる。あの門をくぐるのが厄やつ介かいだな」

　レギオスの甲かつ冑ちゆうは、肩かたからつま先まで邪じや神しんの体たい液えきにまみれている。

　斬きり払はらった数は両手ではとても足りず、刃も傷いたみこぼれていた。

　だがレギオスは呼吸ひとつ乱みださず、汗あせ一いつ滴てきかかずに大地を踏ふみしめている。

「高位の邪神が人間と血けつ盟めいを結ぶための場所だ。教示の祭殿と言うが……」

「ジャスティスはここにいるのよね？」

「恐おそらくな。まだあいつの気を感じる」

　血の池から浮うかび上がったような姿すがたでレギオスは言った。

「ライオット、お前一人で確たしかめてきてくれ」

「分かったわ。でもあんたは……」

「俺おれはどうもあの門をくぐれそうもない」

　微笑ほほえみを崩くずさず、レギオスは戦せん鎧がい鬼きを見つめた。

　突とつ然ぜんの捨すて鉢ばちな言葉に、ライオットは背せ筋すじを震ふるわせる。

「ちょっと、なに言ってんのよ。一いつ緒しよに……」

「行かせてくれるほど、甘あまい敵てきじゃないらしい」

　嘆たん息そくして、門を見上げた。

「こんなところで会いたくはなかったが」

　ライオットは、その笑みに凍こおり付つくような寒気を覚えた。

　レギオスに限って諦あきらめるはずがない。

　だがその笑みは死を覚かく悟ごした者だけが見せる、諦てい観かんを含ふくんでいたのだ。

「レギオス……」

　呼びかけた時、聖戦将ブリゲイドは顎あごで階段を指し示しめした。

　視線を向けたライオットは、そこに生じた暗黒の奔ほん流りゆうを捉とらえていた。

　暗黒は無から生じ、滲にじむように空間に溶とけ、歪ゆがみながら肥ひ大だい化かする。

　耳鳴りのような呻うめきが周囲から湧わき出し、大地が泡あわ立だち沸ふつ騰とうする。

　ライオットは、自分がいつの間にか数歩後こう退たいしているのに気がついた。

　長年戦場で暮くらした感かん性せいが、自然と逃とう走そうすべきだと告げているのだ。

　どこかでガチガチと不ふ快かいな音が、耳の奥おくにこだまする。

　信じられぬことにそれは、ライオットの歯の根が恐きよう怖ふしていたのだ。

「下がれ」

　短く、レギオスが警けい告こくした。

　ライオットが一歩退しりぞく。かばうように、レギオスが前に出た。

　その聖戦将ブリゲイドの鼻先へ、暗黒が一気に飛び込んだ。

　距きよ離りにして十数メートル。だが暗黒に時空の概がい念ねんは無いらしい。

　瞬まばたきする間に膨ぼう張ちようし、突とつ進しんし、漆しつ黒こくの刃をレギオスに振り下ろした。

「が……はっ……！」

　初めてレギオスの悲鳴を聞いた。

　と思った刹せつ那な、聖戦将ブリゲイドの口から多量の鮮せん血けつが宙ちゆうに飛ぶ。

　衝しよう撃げきと轟ごう音おんは、遅おくれて二人を弾はじき飛ばした。

「あああああっっ！」

　ライオットは枯かれ葉の如ごとく宙に舞まい、猛もう速そくで大地に叩たたきつけられた。

　視し界かいが真っ白になり、警告表ひよう示じさえ消きえ失うせる。

　経けい験けんしたことのない痛みと恐怖。隔かく絶ぜつした力の差に全身がわなないた。

〈お前がライオットか……〉

　すぐ側そばで、誰かが問いかける。

　機き能のうを取り戻したライオットは、朦もう朧ろうとする意い識しきに抗あらがってまぶたを開いた。

　レギオスは微び動どうだにせず、岩山にめりこんでいる。

　口から胸むな元もとにかけて、どす黒い血が流れ落ちる。

　無む敵てきの聖戦将ブリゲイドは自分の血に染そまり、呼こ吸きゆうの気配すら聞こえては来ない。

「レ……ギオス……」

　助けようと手を伸のばす。

　だが暗黒は容よう赦しやなく、ライオットの手を踏ふみつけてみせた。

〈質しつ問もんに答えよ、戦せん鎧がい鬼き〉

　遠えん雷らいのような一いつ喝かつに、ライオットは視し線せんを上げた。

　暗黒はいつの間にか、その正体を晒さらしていた。

　いや、それは果たして正体なのか。

　見上げた相手は、二メートルを超こす長身の男である。

　手には黒光りする長なが槍やりを軽々と構かまえ、威い風ふうを辺りにまき散らす。

（あの槍……）

（バザラの宿場で見たあの槍……）

　だが声から男だと分かるだけで、外見は人間かどうかの判はん別べつすらつかない。

　ライオットの手を踏むのは、黒い包帯を全身に巻まき付けた人型だったのだ。

「確たしかにそうよ……」

　恐怖を押し殺して、ようやく声を絞しぼった。

「あたしは戦鎧鬼ライオット……あんたは……誰なの……？」

　相手は顔すら包帯を巻き付け、表ひよう情じようすら漏もらしはしない。

　ただ布ぬのの隙すき間まから、ざらついた肌はだと赤い瞳ひとみが覗のぞいているだけだ。

　腕うでも脚あしも包帯で覆おおわれ、ちぎれた先せん端たんが無数に風になびく。

　その上にまとった甲かつ冑ちゆうもまた黒く、胸きよう申こうには見知った邪じや宗しゆう紋もんが金色に刻きざまれていた。

　ジャスティスに記されたのと同じ邪神帝ルシフエルの紋もん章しようであった。

〈あの子を迎むかえに来た〉

　その呼び方に、ライオットは目を見開いた。

〈お前の旅も終わりだ。諦めて黄よ泉みへと旅立て〉

〈ジャスティスの側に、もうお前の居い場ば所しよはないのだ〉

　有う無むを言わせぬ思念であった。

　畏い怖ふと共に感じられる威い厳げん。

　邪じや悪あくと共存した強固な信念。

　ライオットは、暗黒の男の名を呼ぼうとした。
















「あんたの名は……」

「足をどけろよ、黒いの」

　不意に、静かな罵ば声せいがもやにこだました。

　がらがらと岩がん塊かいが辺りに散らばる。

　それを身体からだから振ふり落として、黄金の男が泰たい然ぜんと立ち上がった。

「女の手だ。踏みつけていいもんじゃない」

「レギオス！」

　ライオットは、立ち上がった聖戦将ブリゲイドに歓かん声せいをあげかけた。

　だがその痛いたましい姿に、思わず息を吞のむ。

　レギオスの額ひたいは割われ、流れた血が顔半分を覆っていた。

　端たん正せいな顔も裂さけ、眼がん光こうと相まって凄せい絶ぜつな表情をつくりだしている。

　神に仕える将しよう帥すいとは言え、その姿は悪あつ鬼きの類たぐいを思わせた。

〈聖戦将ブリゲイドレギオス〉

〈再ふたたび剣を取ったか。愚おろかな男だ〉

　ライオットから離れ、暗黒の血けつ盟めい者しやは長槍を握にぎりしめた。

〈待つのは死のみだ。それでも行くか〉

「みんないつかは死ぬ。あんたもだ」

　レギオスは懐ふところから赤い布ぬのを取り出すと、額の傷きずに巻き付けた。

　血止めが済すむと、にやりと笑い双そう剣けんを抜ぬく。

「俺おれより先にな」

　レギオスが跳とんだ。

　血盟者も疾しつ走そうする。

　黄金と暗黒が宙空で激げき突とつし、その得物をぶつけあった。

　重々しい金きん属ぞく音おんの激突。瞬またたく間に何十回と響ひびき渡わたる。

　レギオスの肩かた当あてが吹ふき飛び、血盟者の包帯がちぎれ飛ぶ。

　剣けん圧あつが突とつ風ぷうを呼び、闘とう志しが熱気を噴ふき上げた。

　正邪の決けつ闘とうを、ライオットは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

（負ける……）

　そう直感した。

　血盟者が踏み込むのを、レギオスは止められないでいる。

　後退し、受け止め、反撃の一刀を叩たたき込む。

　それもかわされ、さらに懐へと踏み込まれる。

　互ご角かくに見えるが、レギオスが劣れつ勢せいなのをライオットは気づいていた。

（どうする……！）

　迷まよった視し線せんが、数メートル先に転がった電でん磁じ大たい剣けんを発見する。

　その瞬しゆん間かん、ライオットは自分が戦せん鎧がい鬼きだとようやく思い起こした。

「行くしかない！」

　己おのれを奮ふるい立たせるようにそう叫さけんだ。

　立ち上がり、剣を拾い上げ、一気に駆かけ出す。

　だがライオットが向かった先は決闘ではなく、大門への階かい段だんであった。

　その動きに血盟者が気づき、レギオスも笑みを取り戻した。

〈愚おろかな、一人で……〉

「伏ふせろ、ライオット！」

　聖戦将ブリゲイドは後ろへ飛び退のくと、右手の剣を放ほうり聖せい印いんを結んだ。

「最終撃ラスト・テイク！」

「レギオス、だめよ！」

　声の意味を知ったライオットは、振り返りざま悲鳴をあげた。

　血盟者も長なが槍やりを身体の前に据すえ、防ぼう御ぎよの姿し勢せいに転向する。

　だがレギオスの照しよう準じゆんは、血盟者ではなかったのだ。

「天輪三式岩塊弾幕サード・ストーン・フロム・ザ・サン！」

　召しよう喚かんの声と共に、白光が周囲を照てらし出した。

　レギオスの前方に、直径十メートルはあろうかと言う光の円えん陣じんが現れた。

　古代神聖文字で彩いろどられたその円陣は、閃せん光こうを放ち、大気を震しん動どうさせる。

　そして中心部が激はげしく渦うず巻まくと、轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はが一気に噴ふん出しゆつした。

〈貴き様さまっ！〉

　血盟者は、レギオスの意図を察して咆ほう哮こうする。だが遅おそい。

　円陣から噴き出したのは、白い炎ほのおに包まれた無数の巨きよ石せき群ぐんである。

　それが血盟者をかすめ、ライオットの頭上を通つう過かし、猛もう速そくで大門に激突していった。

　世界そのものを揺るがす衝撃。

　大地がかしぎ、白いもやが熱気とぶつかり蒸じよう発はつする。

　奇跡サウンドの乱らん射しやを直撃された大門は粉々に消し飛び、その残ざん骸がいを一面にばらまいた。

　静せい寂じやくが戻るまで、しばしの時間が必要だった。

「開いた……」

　ライオットは、奇跡サウンドの威い力りよくに呆然とする。

　吹き飛ばされた大門の向こうは、ただ漆しつ黒こくがとぐろを巻いている。

　あの渦か中ちゆうにジャスティスがいるはずなのだ。しかし……

（なんで、あんた……）

　振り返って、心の内でレギオスを罵ののしった。

　聖戦将ブリゲイドは、がくりと膝ひざを落としながらも微び笑しようを崩くずしてはいない。

　うなずいて、放ほうり出した剣を拾い上げた。

「さっきの言葉、覚えてるよな」

　レギオスは、血ち塗まみれの顔で問いかけた。

「お前一人で行ってくれ。俺おれはここに残る」

「だってあんた、もう奇跡サウンド使えないんでしょ！」

　今度は口に出して、ライオットは痛つう罵ばした。

「どうすんのよ！　ジャスティスが助かったってあんたが死んだら……！」

「わめくな。俺はまだ生きてる」

　そう言って、左右の剣を少しだけ持ち上げた。

「戦う意い志しさえあればいいのさ。それで十分だ」

「そんな、だって……！」

「ジャスティスにもそう伝えてくれ。約束だ」

　レギオスは、口元を引き締しめて背せ中なかを向けた。

「俺も必ず後から行く。必ずだ」

　広い背中が、ゆらいで見えた。

　それが涙なみだのせいだと気づき、ライオットは慌あわてて拭ぬぐう。

　もはやレギオスの決意を変えられはしないのだ。

（なら応こたえるしかない……）

　黙だまってうなずき、階かい段だんを駆け上がる。

　迫せまる暗黒にも構かまわず飛び込んでいった。

　遠のくライオットの足音に、レギオスは満足そうに微笑ほほえんだ。

「あいつは行った。後は俺たちだけだ」

　消きえ失うせた血けつ盟めい者しやに、そう呼びかける。

「思う存分やろうじゃないか」

　レギオスの前方に、あらためて黒い影かげが現出する。

　再び人型へ転じた血盟者も、じっとレギオスを正面から見つめた。

〈さすがは聖戦将ブリゲイドレギオス〉

〈聞きしにまさる、英えい雄ゆうだ〉

〈聞きしにまさる、愚ぐ物ぶつだ〉

「あんたの名声も相当なものだぜ」

　レギオスは、全身を覆おおう激げき痛つうを表に出さず微笑した。

「ベルゲンの狼おおかみ王おうと畏い怖ふされたあんただ。堕だ落らくするにも理由があるだろう」

〈誰だれの話をしているのか、まるで分からぬ〉

「惚とぼけるのか。十二教きよう皇こうも知りたがっていたぜ。もちろんジャスティスもだ」

　聖戦将ブリゲイドは、じりっと間合いを詰つめる。

「そして俺も知りたい。なぜ堕おちた？　なんのために堕ちたんだ？」

〈聞きたくば、我わが命を奪うばってみよ〉

〈あの門はくぐらせぬ。そしてあの子も返しはしない〉

　血盟者が長なが槍やりを振ふり上げる。

　聖戦将ブリゲイドが双剣を十字に構える。

　レギオスは、かつての聖戦官クルセイダーにうなずいた。

「なら始めよう。命尽つきるまでな……血盟者アイゼン殿どの」

　二人の間合いに、その名が虚むなしくこだまする。

　暗黒の男は、しばし聖戦将ブリゲイドと視線を交えるだけであった。




（どこまで続く……）

　ライオットは、暗くら闇やみをひたすらかき分け前進していた。

　足あし下もとに床ゆかの感かん触しよくはなく、空を歩いているような不ふ確たしかな空間。

　時間の経けい過かすらおぼつかず、網もう膜まくに表示される計けい測そく機き能のうもみな停止していた。

　それでもようやく、遥はるか彼方かなたに灯とう火かを発見する。

（あれは……）

　確かく認にんしようと焦しよう点てんを合わせかけ、そして身を固くした。

　紫むらさき色いろの炎ほのおを背に、青緑の大だい蛇じやの胴どう体たいが闇の中を蠢しゆん動どうする。

　近づくにつれ、一体でないのが明らかになった。

　そして間近まで歩み寄よった時、やおら大蛇はその上体を起こしてみせたのだ。

《ナ、ア、ア、クル、ウン……》

《エ、ナ、エ、クル、ウン……》

　なまめかしい女の肢し体たいたちが、秘ひ教きようの言語を口にする。

　長い黒くろ髪かみを振り乱みだし、毒々しい肌はだを紫の炎に照てり映はえらせる。

　人面蛇体の邪じや神しんは、長い爪つめを振り上げてライオットを威い嚇かくした。

　だが戦せん鎧がい鬼きは、むき出しの敵てき意いなど無む視ししている。

　彼女の感覚はすでに、より大きな存そん在ざいの接せつ近きんに感づいていたのだ。

（どこから来るのか……）

〈さあ、どこだろうねえ〉

　見み透すかした声が、闇の中から嘲あざ笑わらった。

　聞き覚えがあるが、まだ信じられない。

　だが同じ声こわ音ねで、相手は挑ちよう発はつを繰くり返した。

〈どこから攻せめるか、当ててごらん〉

「あんた、本当にクライストなの！」

　周囲に共鳴する声に、ライオットは怒ど声せいをぶつけた。

「ジャスティスはどこなの！　あの子、返してもらうわよ！」

〈できない相談だね。それにあんたには無理だよ〉

〈身分をわきまえなよ、機械女のくせに〉

　怒いかりで思わず、腰こしの拳けん銃じゆうを抜きそうになる。

　だがこの空間のどこかにジャスティスもいるはずなのだ。

　無む闇やみに撃うつのは、愚ぐ策さくのはずだ。

〈よく堪こらえたね。意外に冷静なんだな〉

　再ふたたび、少年の声が心の内を読みとった。

〈よほど取り返したいと見える。ならせめて、会わせてあげようじゃないか〉

　途と端たんに、紫の炎が左右に増ぞう殖しよくした。一つが三つに、三つが五つに。

　炎はライオットを取り巻くように、大きな輪を形成する。

　そして輪が広がるに連れ、辺りの様子もくっきり浮かび上がってきた。

「どこなの、ジャスティス！」

　叫さけんだ声に、邪神たちが反はん応のうした。

　とぐろを巻まいた下半身を、音もなく滑すべらせる。

　すると彼女たちの背から、蛇じや体たいに両腕を縛しばられた少年が姿を現あらわした。

「ジャスティス！」

「ライオット……なんで来たんだ……」

　消え入りそうな声が、ようやく届とどく。

　聖戦官クルセイダージャスティスの聖せい衣いは、彼の血で真っ赤に染そまっていた。

　頰ほおは斜ななめに切り裂さかれ、脚あしには深くえぐられた傷きず口ぐちが見えている。

（あ…………）

　その姿に、ライオットは思わず剣を取り落としかけた。

　死にかけている、と悟さとった時、胸むねの内で何かが震えた。

　悲ひ憤ふんが喉のどの奥おくから駆かけ昇のぼり、号ごう泣きゆうに変わろうとする。

　しかし瞳ひとみに激げき怒どをたたえつつも、ライオットは安あん堵どの息を大きく吐ついていた。

（まだ生きてた……）

　それだけで、今までの息苦しさが緩かん和わされる。

　もう一度会えた。生きて言葉を交かわせた。

　ライオットは無理に笑って、嗚お咽えつを隠かくした。

「来ちゃったものはしょうがないでしょ……文もん句く言わないでよ」

「君には来て欲ほしくなかった……」

　ジャスティスは、嘆なげくようにつぶやいた。

「もう僕ぼくのことは忘わすれていいんだよ……もう僕に……つきあうことはない……」

　そして疼とう痛つうに呻うめきを漏もらす。

「これ以上、迷めい惑わくかけたくないんだ……」

　ジャスティスの声は、はかなく消え入りそうなほどだ。

　だがその言葉が耳に達すると、ライオットの四し肢しに新たな怒ど気きがみなぎった。

「か、勝手なこと言わないでよね」

　ライオットは、声が震ふるえそうになるのを必死にこらえた。

「あたし一人、ワイルダー村に残れなんて勘かん弁べんしてよ」

「だって君にはその方が……」

「冗じよう談だん！　あんた一人だってウザいのに、あんな大おお勢ぜいの子こ供どもの面めん倒どうみろっての？」

　ライオットは、つくり笑いで相あい棒ぼうにうなずいた。

「メシの支し度たくも洗せん濯たくも、牛や馬の世話も真まっ平ぴらごめん。どーしても誰かの世話しなきゃいけないんなら、あんた一人だけはガマンしてあげる。あんな田舎いなかに置いてかないでよ」

　嗄かれた喉のどを震わせ、ライオットは思いを解とき放った。

（……あんたの側そばにいるしかないのよ、あたし……）

　ジャスティスも水色の瞳ひとみから涙なみだをこぼし、なにかをこらえていた。

　血と涙の入り交じったものを拭ぬぐい、力強くうなずく。

「……ありがとう……来てくれて……」

　言葉にできたのはそれだけ。

　後はひたすら自分の拳こぶしを握にぎるだけであった。

「……いい加か減げん、どくんだよ」

　ライオットは視線を変えると、毅き然ぜんとして蛇女たちを睨にらみつけた。

「あんたらジャスティスの趣しゆ味みじゃないよ。消えちまいな」

　抗こうするように、邪じや神しんたちが長い舌したを伸のばして挑ちよう発はつする。

　胸の悪くなるのにもかまわず、戦せん鎧がい鬼きは挑戦を受け止めた。

「誘ゆう惑わくするなら、もっと清せい純じゆん派はを連れて来るんだね」

《ナ、ア、アアアアアア！》

《エ、ナ、エエエエエエ！》

　戦鎧鬼の声を、邪神の咆ほう哮こうが遮さえぎった。

　ジャスティスを地に放り出すと、左右からライオットへ跳ちよう躍やくする。

　ライオットは電でん磁じ大たい剣けんを掲かかげ、挟きよう撃げきに立ち向かった。

「まったくあんたのおかげで！」

　ライオットは、左右の邪神に眼がん光こうを閃ひらめかせる。

「またこんなゲテモノ退たい治じだよ、もう飽あき飽き！」

（あんたならあたしに戦場を与あたえてくれる！　最高の戦場を！）

　ライオットは、ようやく自分の居場所に帰ってきた。

　ここには安らぎも静けさもなく、平へい穏おんもない。

　だがこの戦場ならジャスティスの力になれる。

　戦鎧鬼の身体からだで良かったと、思える場所はここしかなかった。

《ナ、ア、アアアアアア！》

《エ、ナ、エエエエエエ！》

「いええええいいっ！」

　ライオットは、大剣を軽々と振り回すと右の邪神を斬きり、左の邪神を薙ないだ。

　一撃で、二体の首が切せつ断だんされ暗黒の彼方かなたへ飛んでいく。

　それでも邪神は、首を失ったまま躍おどりかかろうとあがき始めた。

　ライオットは腰こしから拳けん銃じゆうを抜き放ち、立て続けにとどめの銃じゆう弾だんを撃うち込んでいく。

　ゾダニウム弾を浴びた胴体はもがき苦しみ、やがて大地に泡あわと消えていった。

　そして相棒に振り返る。

「ジャスティス！」

　ライオットは、地に伏ふすジャスティスに駆かけ寄よろうとした。

　聖戦官クルセイダーの少年も、地を這はってライオットに手を伸ばした。

「ごめん、ライオット……」

　朦もう朧ろうとする意い識しきの中、血だらけの身体を引きずろうとする。

　だが再び、残ざん忍にんな少年の声が辺りに響ひびき渡わたった。

〈やるもんだね。レギオス兄ちゃんの奇跡サウンドのおかげか〉

〈それとも絆きずなのせいかな。守る者があれば強くなれるって言う……〉

〈僕は大だい嫌きらいなんだよ。そういうの〉

「うるさい！」

　かまわずに、戦鎧鬼は相棒に疾しつ走そうする。

「あたしのジャスティスだ！　あんたの好きにさせるか！」

〈無理だと言っただろ〉

　思念も、もう一度繰くり返した。

〈力で証しよう明めいしないと気がすまないらしいな〉

　言った瞬しゆん間かん、ライオットはジャスティスの間近まで達していた。

　だが両者の間に、クライストが音もなく現出する。

　黒い甲かつ冑ちゆう姿すがたの少年に、思わずライオットが驚きよう愕がくした。

「あんた、本当に……！」

〈噓うそは言わない。お前に私は倒たおせない〉

　壮そう年ねんの男声が、そう告げた。

　ライオットは瞬しゆん時じに驚おどろきを打ち消し、大剣を上段に振り上げる。

　だがクライストは、脚あし払ばらいをかけライオットをうち倒した。

　片かた手てで剣を押さえつけ、強ごう引いんな膂りよ力りよくでライオットをその場に押し倒す。

「ライオット！」

　叫さけぶジャスティスの身体が、ピラミッド型の黒い結界に封ふうぜられる。

　電光を放つ魔導ノイズの檻おりに、ライオットは必死に手を伸ばそうとした。

「ジャスティス、あたし……！」

〈生かしておいたのにはワケがあるんだよ〉

〈我われ々われはジャスティスの旅を終わらせたい〉

〈我々はジャスティスの苦行を終わらせたい〉

〈けど堕だ落らくするにはあまりに未練が多いんだよ。ジャスティス様は〉

　クライストは戦鎧鬼にのしかかり、成人と少年の思念を発散した。

〈けどあんたが死ねば、ジャスティスは絶ぜつ望ぼうする〉

〈あんたが死ぬより辛つらい目にあえば、ジャスティスは創世神かみを呪のろう〉

〈我々の目的のため、生け贄にえとなってもらおう〉

　ライオットは、満身の力でクライストに抗あらがった。

　だが人工筋きん肉にくのリミッターを解かい除じよしていても、小こ柄がらな少年にかなわない。

　ジャスティスも、黒いピラミッドの壁かべを叩たたき続けた。

「やめろ、クライスト！　ライオットから離はなれろ！」

〈やっぱり大事な人なんだね。そんなに必死になるなんて〉

「僕の運命とライオットは関係ないはずだ！　巻まき込こまないでくれ！」

〈関係ないから巻き込むのさ。それが一番、辛いはずだ〉

〈呪うなら創世神かみを呪うんだね。奴やつは助けちゃくれない〉

〈僕の身体を救えなかったようにさ〉

　ライオットは、勝ち誇ほこるクライストの顔を鋭するどい眼光で見上げた。

「殺すならさっさと殺せばいいわ」

　強固な信念を滲にじませて、言い放つ。

「ジャスティスは、それで絶ぜつ望ぼうする程てい度どの男じゃない。目の前であたしが死ぬ程度の絶望なら何度も経けい験けんしてるわ。甘あまく見んじゃないわよ」

〈分かった。教えてやろう〉

　クライストは、残ざん忍にんな笑みで抵抗に応こたえた。

〈あんたもまだ、絶望って奴を知らないらしいからな〉

　唇くちびるを舐なめた血けつ盟めい者しやの微び笑しようは、身も凍こおるほどに凄せい絶ぜつなものであった。




　双そう剣けんと長ちよう槍そうが、再ふたたび激げき突とつした。

　しのぎ合いは、これで何百回になるのか。

　決着のつかぬ決けつ闘とうから、レギオスは大きく後退した。

「やってられないな」

　顎あごからしたたる血と汗あせを拭ぬぐって、言い放った。

「さすがに邪神帝ルシフエル直ちよつ轄かつの血盟者だ。桁けた違ちがいだよ」

　すでにその黄金の甲かつ冑ちゆうは、あちこちで寸すん断だんされ、傷きずは肉体の奥おく深ふかくまで及およんでいる。

　全身の血を流し尽つくしたかに見えるレギオスの顔色も、もはや蒼そう白はくを超ちよう越えつしていた。

　代わって、血盟者に疲ひ労ろうの影かげは微み塵じんもない。呼こ吸きゆうにも、一いつ切さいの乱みだれはなかった。

「しかもまだ本気じゃないだろ」

　レギオスは、超ちよう然ぜんと戦場に立つ影に問いかけた。

「それともこれから一気にケリをつけるつもりなのか」

〈だとしたら、貴き様さまはここで死ぬ〉

〈諦あきらめるか？　終わらせた方が楽になれるぞ〉

　それもいいなと、レギオスは捨すて鉢ばちに笑った。

「だが最さい期ごに聞かせてくれ。あの二人はどうなった？　どうするつもりだ？」

　漆しつ黒こくの血盟者との間合いを測はかりながら、問い続ける。

「気はまだ感じる。生きているとは思うが……」

〈クライストは、ジャスティスを絶望させるつもりだ〉

〈ライオットを絶望させることでな〉

　血盟者の思念に、レギオスは目を細めた。

「分かりやすく言え。回りくどい」

〈戦せん鎧がい鬼きとて女だ。それで分かるだろう〉

　レギオスの四し肢しを、熱い血流が駆かけ巡めぐった。

　どこにそんな血ち潮しおが残っていたのか。自分でも驚おどろくほどに。

「俺おれはライオットに約束した。必ず後から行くと」

〈この状じよう況きようでは守れぬ約束だ〉

「いや、やはりだめだ。俺は行く」

　レギオスは低く身み構がまえ、血盟者と間合いを詰つめた。

「クライストの堕だ落らくは俺の失しつ態たいに端たんを発した。やはり俺が斬きるしかない」

〈させぬと言ったなら〉

「言えばいい、好きなだけ。それでも行く」

　レギオスは、挑いどむような視線を血盟者に突つき刺さした。

　そして惑まどわすように右方へ疾しつ走そうする。

〈陽動か。効きくはずもない〉

　血盟者は上段から素す早ばやく長槍を一いつ閃せんする。

　振り下ろされた穂ほ先さきから、黒い風が巻き起こった。

　突とつ風ぷうはレギオスの行く手を阻はばんだ……かに見えた。

「それでいいっ！」

〈貴き様さま！〉

　聖戦将ブリゲイドの歓かん声せいと血盟者の悔かい恨こんが交こう錯さくする。

　魔導ノイズから身を引いたレギオスは、黒い風に身を隠かくし一転後退した。

　気づいた血盟者が追うが、聖戦将ブリゲイドはあっという間に階かい段だんを疾走する。

　レギオスは血盟者を置き去りにしたまま、暗黒に飛び込んでいった。

「悪いな。あんたとの話はまた後だ」

　声だけが、教きよう示じの祭さい殿でんにこだまする。

「すぐに戻ってくる。あんたの息むす子こを連れてな」

　その言葉に、血盟者は長槍を握にぎったまま立ち尽つくした。

　生ぬるい風に、黒い包帯が戦旗の如ごとくたなびいている。

　黒い包帯の下で、血盟者は静かに呼い吸きを吐はきだした。

〈結局、ジャスティスは我われらの元にやって来る〉

〈それが定めだ……決して変えられぬな……〉

　姿すがたを消してなお、その思念は白いもやにいつまでも漂ただよい続けていた。




〈ジャスティスはあんたのことが好きだってさ〉

　ライオットを見下ろして、クライストは笑いかけた。

〈僕ぼくには分からないな。あんたみたいな機械女のどこがいいのか〉

「女を見る目が無いんじゃないの？」

　言ったライオットの顔を、クライストは見下ろした。

　にやつきをたたえたまま、軽く鼻を鳴らす。

〈確たしかにね。僕には、偽にせ物ものの女の善よし悪しなんか分からない〉

〈もっとも、造つくり物の顔と身体からだでイイ女ぶるあんたよりはましさ〉

　ライオットは視し線せんを逸そらし、屈くつ辱じよくを嚙かみしめる。

　だがクライストは、その顔を乱らん暴ぼうに引き寄よせた。

〈どうせ美人に造ってもらったんだろ？　元の顔よりも〉

〈そうでないなら、本当の顔、見せてみなよ〉

　背せ筋すじが震ふるえるほどの、冷たい声こわ音ねだった。

　ライオットの脳のう裏りに、かつて浴びた無数の罵ば声せいが蘇よみがえり、共鳴する。

　だがそれをうち払はらうように、ジャスティスの声が響ひびいた。

「ライオットは……君に偽物呼ばわりされる理由なんてない」

〈へえ、こいつのどこが人間なんだよ〉

「心だ」

　力強く、ジャスティスは言い切った。

「他人を愛し、思いやるのが人間だ。ライオットは……」

　言いかけて、嗚お咽えつを吞のんだ。

「……ずっと優やさしかった。僕にも、他の人にも……」

　押さえつけられたまま、ライオットはその言葉に聞き入った。

　蘇った罵声が、闇の彼方かなたに遠のいていく。

　目を閉とじて浮うかぶのは、ジャスティスとの幸せな生ばかりであった。

（あんたがいたからあたしは……）

（……人間として生きられた……）

　短い生を回かい顧こし、黙だまって嚙みしめる。

　だが不意に、クライストがその顔を握にぎりしめた。

〈違ちがうね。こいつは中ちゆう途と半はん端ぱに人間を真ま似ねた人形さ〉

〈機械の身体を剝むき出せば醜みにくいのが分かってる。だから人間の皮をかぶってるのさ〉

〈必要ないんだよ。こんな顔も、身体もね……〉

　言った直後、ライオットの全身に悪お寒かんが走った。

　クライストの手が、無ぶ遠えん慮りよに胸むな元もとに滑すべり込こんだのだ。

「な……！」

　ライオットは身をよじるが、クライストは放そうとはしない。

　拳こぶしを握るジャスティスにも聞こえるよう、クライストは声量を高めた。

〈どうしてこんなものが付いてるのさ？　僕には分からないな〉

〈これは子供を育てるための器官だ。子供を産うめないあんたには必要ない〉

〈飾かざりで付いてるんだろ？　それとも男を惑まどわすためにかい？〉

〈ジャスティスもこれで誘ゆう惑わくしたんじゃないのかな、ふふふっ……〉

　ライオットの思考が、真っ白に霧む散さんした。

　確かに飾り物の身体だった。飾り物の顔かもしれない。

　だが弄もてあそばれている自分の心は……

「クライスト！　貴き様さま！」

　叫さけぶジャスティスの声は、激げき怒どに満ちあふれている。

　今までライオットも、一度も聞いたことのない憤ふん激げきだった。

「ライオットから離れろ！　貴様は最低の血けつ盟めい者しやだ！」

〈この機械女を犯おかす〉

　クライストは、勝ち誇ほこったように宣せん言げんした。

〈目の前で愛する者を奪うばわれる。それが絶望の近道だ〉

〈あんたにとっても、この機械女にとってもね〉

　ライオットは、傲ごう然ぜんとクライストと視線をぶつけた。

　血盟者は、にやーっと唇くちびるをねじ曲げて笑う。

〈機械女は自分の身体に微び妙みような思いを抱だいてる〉

〈機械の身体だけど、大事なことには変わりない〉

〈その大事な身体、めちゃくちゃにしてやるよ〉

「ふざけるなっ！」

　ライオットは身を起こし、血盟者から逃のがれようとする。

　だがクライストの力は、未いまだライオットを離はなしはしなかった。

「クライスト！　僕はお前を許ゆるさない！　僕は……！」

〈憎ぞう悪おだね。それでいいんだ。僕をもっと憎にくんでくれ〉

〈でなければ僕たちの世界にはやって来れない〉

　クライストは、ぐいとライオットの皮ひ革かく鎧よろいをくつろげた。

〈もっと調べてみるかな。飾り物は他にもあるはずだ〉

「ぐっ……！」

　ライオットは、顔を背そむけた。

　かつては憎にくいと思い、捨すてたいとさえ思った身体だ。壊こわれれば取り替かえがきく。

　だが踏ふみにじられているのは、彼女の心だった。

〈へえ、これも飾り物らしいね〉

　クライストが意外そうな声で、ライオットの内側をまさぐった。

〈こんな物を持つなんて、くくっ、自分は女らしいとでも言いたいのかい？〉

　ライオットが視し線せんを上げた。

　ジャスティスも、血盟者の手を凝ぎよう視しする。

　クライストが握っていたのは、しおれた一本の白い花だ。

　唐とう突とつに記き憶おくが蘇り、つい数日前の光景が遥はるか遠いものに感じられた。




（うーん、髪かみに飾るってどうかな？　似に合あうと思うよ？）

（昔、母さんに花をあげたこと、あったんだ……）

（うん、僕、もっときれいな花、探さがしてあげるよ！）

（なんだかさあ……こんなところでずっと暮くらせたらいいのにね！）




「返せっ……！」

　手を伸ばしたライオットは、思い切り殴おう打だされる。

　そして白い花も、クライストの手の中で無む惨ざんに握り潰つぶされた。

〈花一本ぐらいでそんなに怒おこるなよ〉

〈いい加か減げん、人間の振りはよせよ。機械人間が〉

　血盟者の手から、白い花びらが舞まい落ちた。

　ライオットの目に、ちぎれたそれが自分に重なった。

　だが先に悲ひ憤ふんをむき出したのは、ジャスティスだった。

「お前にできるのはそれだけか！」

　ぴくりと、クライストの眉まゆ根ねが引きつった。

〈どういう意味だ？〉

「花を手た折おるしかできないのか、クライスト！」

　ジャスティスは、結界の中から鋭い視線を放つ。

　あれほどの血ち潮しおを流しても、聖戦官クルセイダーの闘志に衰おとろえはなかった。

「お前にできるのは弱い者虐いじめだけか！　邪神王アスモデの言いなりに動くだけか！」

〈黙だまれ！　この女を……！〉

「ライオットは絶ぜつ望ぼうなんかしない！」

　力強く断だん言げんした。そしてたぎる血を言葉にした。

「お前如ごときに好き勝手されたぐらいで絶望なんかするもんか！　ライオットは強い！　お前なんかよりずっと強いんだ！」

　その言葉で、ライオットの内に眠ねむっていた何かが覚かく醒せいした。

　脳のう裏りに幾いくつもの過か去こが去来する。

　死のうとしたこともあった。死にきれないこともあった。

　だが全すべては、希望がない人生ゆえだった。しかし今は……

（あんたがいる）

　すぐ近くに、大事な水色の瞳ひとみが輝かがやいていた。

　今一度、思い起こして気力を振ふり絞しぼる。

「いつまで触さわってんだよ、このガキが」

　ライオットは、侮ぶ蔑べつの声をクライストに吐き飛ばした。

「十年早いっていうのよ。それともあんたが強くなりたい理由ってこれだったの？」

　呆あきれたように、血けつ盟めい者しやに視線を投げた。

「力ずくで女をものにするだけ？　そこらのスケベ親父おやじと変わんないわね」

〈黙れ！　この力は……！〉

「力があると言うなら僕と戦ってみろ！」

　クライストの激げつ高こうを阻そ止しするように、聖戦官クルセイダーは挑戦の言葉を叩たたきつけた。

「言うなりでないなら僕を殺してみろ！　お前にできるか！　聖戦官クルセイダーと戦えるか！」

〈ジャスティス、貴き様さま……〉

　クライストは、背中から両手剣を抜きはなった。

　黒々と濡ぬれ光る刃やいばを、正気を失った双そう眸ぼうで握りしめる。

　だが狂きよう奔ほんを止めるように、周囲に重々しい思念の帳とばりが降おりてきた。

《待て、クライスト》

　邪神王アスモデンムル・タトゥラが警けい告こくする。

《奴やつが来た》

　その言葉に、クライストが振り返る。

　と突とつ然ぜん、暗くら闇やみの中から、長身の男が飛び出してきた。

　黄金の甲かつ冑ちゆうはすでに原形を失い、白はく髪はつは自分の血で染そまっている。

　だがレギオスは高みから血盟者めがけて飛び込み、長剣を振りかざした。

「クライスト……！」

〈来たか、聖戦将ブリゲイドレギオス！〉

　叫さけんだ血盟者も宙ちゆうへ跳とぶ。

　空中で激げき突とつした二人は剣を交かわし、着地するやすぐさま再ふたたび剣を交えた。

〈待ってたよ、レギオス兄ちゃん〉

〈お前を殺すために、この力を得たのだ〉

〈兄ちゃんを斬きるために、僕は血盟を結んだんだ〉

〈貴き様さまを殺した時、我わが血盟は成じよう就じゆする〉

〈父さんと母さんの仇かたきだ！〉

　レギオスは復ふく讐しゆうの刃を懸けん命めいに受け止め、跳はね返した。

「なぜ最初から俺おれを狙ねらわん！　ライオットに何をした！」

　怒ど声せいではなく、いきどおった声であった。

「悪いのは俺のはずだ！　責せめるなら俺だけにしろ！」

「レギオスさん！」

　叫んだジャスティスへ向かって、ライオットは身を転がした。

　転がっていた聖せい戦せん杖じようを引き寄せ、電でん磁じ大たい剣けんを拾い上げる。

　左右に得物を握にぎったまま、黒いピラミッドへ疾しつ走そうした。

　ばちばちと魔導ノイズの火花を散らす結界に、ライオットは切っ先を突き立てる。

「ジャスティス、伏ふせて！」

　聖せい光こうをまとった分ぶ厚あつい刀身が、結界を突き破やぶり、斬きり開く。

　閃せん光こうが派は手でに瞬またたくが、次の瞬しゆん間かん、結界は跡あと形かたもなくかき消えていた。

「ラ、ライオット……」

　手を伸ばしたジャスティスを、ライオットは両腕で抱きしめた。

　流れる血で、その華きや奢しやな身体が滑すべり落ちようとする。

　戦せん鎧がい鬼きは慌あわてて、しっかと小さな身体を抱きとめた。

「しっかりすんのよ、ジャスティス！　ねえ！」

「うん……ごめん、ライオット……」

　ジャスティスは、血だらけの顔で微笑ほほえんでみせた。

「心配かけたね……ほんと……」

「いつものことじゃない、ばかね」

　ずっと、喜びに浸ひたっていたい。

　だがライオットは、戦場にいる自分を思い起こした。

「奇跡サウンド、最後の一度は使えるわよね」

　ぐいと聖戦杖を突き出し、その手に握にぎらせる。

「自分のために使いなさい。その傷きず、治さないと」

「でもライオット……」

「後はあたしたちに任まかせて」

　ジャスティスの抗こう議ぎを遮さえぎって、ライオットは立ち上がった。

　両手に大剣を構かまえ、自信に満ちた笑え顔がおで呼よびかける。

「一いつ緒しよに元の世界に帰るわよ！」

　叫さけんで高く飛ぶ。

　ライオットは、斬きり合う二人の頭上へ割わり込んだ。

　レギオスとクライストが、一瞬視線を向ける。

「来るな、ライオット！」

〈機械女があっ！〉

　警けい告こくと痛つう罵ばにもかまわず、クライストの脳のう天てんへ大剣を振り下ろす。

　難なんなく回かい避ひしたその動きを読んで、さらに首筋へ一刀を振り入れる。

　かすめた切っ先がクライストの肌はだを裂さき、赤い血を宙に飛ばした。

〈それで借りを返したつもりか！〉

「冗じよう談だん！　ライオット様をなぶった礼はこんなもんじゃすまないよ！」

　ライオットは怒ど鳴なって、レギオスと肩かたを並ならべた。

「今度はあんたの大事なその力、あたしが奪うばう番だよ」

　ぐっ、とクライストの喉のどが鳴る。

　血けつ盟めい者しやに向かって、レギオスも一歩前に踏ふみだした。

「こうなる前に止めたかった」

　悔くいる言葉を、愛いとしい子こ供どもに投げかける。

「だが俺は諦あきらめない。まだ間に合う」

　レギオスは、悲しげな瞳ひとみでクライストに歩み寄よった。

「俺を斬れ。だがその後で……血盟を捨すてるんだ」

〈それこそ悪い冗談だ、聖戦将ブリゲイド〉

　クライストは、狂きよう気きに満ちた瞳で育ての親を斜ななめに見上げた。

〈堕だ落らくは過あやまちではない。この力、返すつもりもない〉

〈もっともまだ、真の魔導ノイズ……見せてはいないがな〉

　と、クライストの背後に近づく気配があった。

　振り返ればそこに、聖戦杖を手にしたジャスティスが立っている。

「その力……見せるなら僕ぼくは戦う」

〈死に損ぞこないが大きな口を……〉

「無理だ。やめるんだよ、クライスト」

　ジャスティスは傷をそのままに、血盟者に聖戦杖を突きつけた。

「君に邪神王アスモデの力は使えやしない。レギオスさんもそれは分かってる」

　そしてクライストに手を差し伸のべた。

「だから言ってるんだ、血盟を捨てろと。まだ分からないのか？」

〈分からぬのは貴様らの方だ〉

〈僕はもう強い！　強いに決まってる！〉

〈ンムル・タトゥラ様の力、存分に見よ！　第一撃フアースト・レイヴ！〉

　クライストは、血を吐くような声で叫び散らした。

〈萌芽斬撃増腕ユーズ・マイ・サード・アーム！〉

　両腕うでを広げ、自信に満ちた笑みで三人の敵てきをねめつける。

　するとくぐもった音を立てながら、クライストの肘ひじの肉が盛もり上がった。

　体内から湧わき出した魔導ノイズが、新たな腕となって表皮を突き破やぶる。

　三本の爪つめを生やした黒い腕は、獲え物ものを求めて空を搔かきむしった。

〈見よ、新たな力を！〉

〈これぞ邪神王アスモデ様より授さずかりし力……！〉

　魔導ノイズの黒い腕は見る間に伸しん長ちようし、肥ひ大だい化する。

　ライオットは、思わず身構えた。

　だがジャスティスは唇くちびるを嚙かみ、悲しげな光を瞳にたたえる。

　レギオスもうつむき、かすかに嘆たん息そくを吐はき漏もらすだけだ。

　そして不意に……

〈あがああああああっっ！〉

　哄こう笑しようが途と絶だえ、クライストの口から絶ぜつ叫きようが吐き出される。

　突とつ如じよ方向を見失ったように、黒い腕うでがクライストの肩かたへ折れ曲がった。

　内部に鬱うつ積せきした魔導ノイズが筋きん繊せん維いを吹ふき飛ばし、濁にごった血けつ液えきを周囲に撒まく。

　呆あつ気けなく、新たな腕は根本から砕くだけ散っていった。

〈馬ば鹿かなっ！　こんな馬鹿なっ！〉

　クライストは、左右の傷口を見て錯さく乱らんした。

〈どうしてです、我わが主よ！　私の身体からだはもうすでに……！〉

《やはり耐たえられなかったか》

　つまらなそうに、邪神王アスモデの思念がつぶやいた。

《我が力を駆く使しするには、貴様はか弱すぎたようだ》

《致いたし方もない。また新たな憎ぞう悪おを探さがしに行くとしよう》

　クライストは口を何度も開け閉しめすると、信じられぬ思いで虚こ空くうを見上げた。

〈それでは約束が違ちがう！〉

〈あなたはレギオスを討うつ力を与あたえると申された！〉

〈あれは噓うそなのか！　私を騙だましたのか！〉

《騙してなぞいない。現げんに力は与えたはず》

《貴き様さまに耐えうる力、とは言っておらぬわ》

　邪神王アスモデは嘲ちよう笑しようを響ひびかせ、血けつ盟めい者しやは絶ぜつ望ぼうに立ち尽つくす。

〈そんな……〉

《だがそなたの献けん身しん、無む駄だではないぞ》

《なにせ聖戦官クルセイダージャスティス、我が手に差し出したのだからな》

　大気が震しん動どうした。

　いや、空間そのものが斜ななめにかしいでいる。

　冷気が周囲にあふれ、やがて熱波が一同の頰ほおを撫なでていく。

「ライオット、行け！」

　叫さけんでレギオスが、宙空を見上げた。

「ここはお前らのいる場所じゃない！」

　声が響くと同時に、頭上に灼しやく熱ねつの炎ほのおが満ちあふれた。

　踊おどり狂くるう炎が闇やみの中から噴ふき降おりるや、意い志しをもって襲おそいかかった。

「頭下げんのよ、早く！」

　ジャスティスを横っ飛びに抱きかかえ、ライオットは地に転がった。

　炎は竜たつ巻まきとなって二人を追撃し、衝しよう撃げきは大地を両断する。

　ジャスティスを抱だいたまま、ライオットも地じ割われに吞のまれた。

「ラ、ライオット！」

「帰るって言ったでしょ！　一いつ緒しよにね！」

　必死に右腕だけを伸ばし、超ちよう硬こう質しつワイヤーを射しや出しゆつする。

　それを受け止めたのは、剣を放ほうり捨すてたレギオスの右腕だった。

「こっちだ、早く！」

〈させてたまるかああっっ！〉

　レギオスは腕に巻まき付けたワイヤーを、一気に引き寄せる。

　だが動きを封ふうじられた聖戦将ブリゲイドめがけ、クライストの獣じゆう声せいが飛び込んだ。

〈力はある！　ここにある！〉

〈貴様を倒たおして証しよう明めいしてみせる！〉

〈レギオス！　我が父母の仇かたきだ！〉

　ねじくれた腕で両手剣を上じよう段だんから振り下ろす。

　その突とつ進しんを、レギオスは静かに迎むかえ入れた。

「仕方のない奴やつだよ、お前は」

「レギオスっ！」

　地割れの縁ふちを蹴けって、ライオットは地上へ飛びだした。

　腕の中にはジャスティス。

　そして目の前のレギオスには、クライストの剣が振り下ろされていた。

「レギオスさんっっ！」

　ジャスティスの悲鳴と同時に、レギオスの肩から鮮せん血けつが噴ふん出しゆつした。

　左手には剣を握っているにもかかわらず、レギオスは微び動どうだにしていない。

　ただ真まっ直すぐ斬きり込んできたクライストを、まともに受け止めるだけだった。

〈な、なぜだ……！〉

〈なぜ……兄ちゃん……〉

　クライストのつぶやきは、炎えん熱ねつにかき消え、ジャスティスには届とどかなかったのか。

　聖戦官クルセイダーはライオットの腕から飛び出すと、クライストの背せに疾しつ走そうした。

「クライスト！」

〈なぜだああああっっ！〉

　聖戦将ブリゲイドは、微び笑しようをたたえたまま力無く倒れる。

　泣き叫さけぶクライストは、両手剣をレギオスから引き抜き、振り回した。

　強大な刃やいばは、ジャスティスの首を斬り飛ばせる位置に飛んでくる。

「ジャスティス、避よけて！」

　ライオットは、腰こしから拳けん銃じゆうを抜ぬきかける。

　だがジャスティスは身をかがめ、レギオスが投げ捨てた剣を素す早ばやく拾い上げていた。

　クライストの剣がジャスティスの頭上を行き過すぎる。

　そしてジャスティスは、満身の力を込めて切っ先をクライストの胸むねに押おし込こんだ。

〈が……ああっ！〉

　クライストの手から両手剣が転げ落ちた。

　そして華きや奢しやだった小さな身体からだが、仰あお向むけに倒たおれていく。

　ジャスティスは剣を引き抜き、その刃にこびりついた鮮せん血けつに青ざめた。

「クライスト……」

　呼びかけて、抱き起こす。

　目にはうっすらと涙なみだが浮うかび、やがて静かに流れ落ちた。

「どうして……兄ちゃん……」

　その声に、ジャスティスは息を詰つまらせた。

「どうして、兄ちゃん……僕に斬られたんだ……」

　元に戻った声での問いかけに、レギオスはゆっくり身を起こした。

「そうしなきゃ、お前は納なつ得とくしない……」

　傷きず口ぐちからあふれる血ち潮しおを抑おさえ、聖戦将ブリゲイドはクライストに近づいた。

「俺おれが斬りたかったんだろう。これで勘かん弁べんしてくれないか」

「ふふっ、やっぱり僕はだめだね……」

　クライストは、血の気の引いた顔で微笑ほほえんだ。

「やっぱり兄ちゃんにはかなわない……馬ば鹿かだよなあ……」

　そしてジャスティスの腕の中で事切れた。

　聖戦官クルセイダーの少年は、クライストの腕を堅かたく握りしめて声を絞しぼった。

「ほんとに馬鹿だよ……クライスト……」

　しばし、その骸むくろを抱いてむせび泣く。

　横おう臥がするレギオスの身体からだは、ライオットが抱き起こした。

「レギオス、傷は……」

「たいして深くはない。脱ぬいでみせようか」

　冗じよう談だんにも、ライオットは笑いを見せない。

　ただ今は、クライストの死を看み取とるだけであった。

（あたしだってもしかしたら……）

　クライストのような憎ぞう悪おを背せ負おって生きたかもしれない。

　自分の身体からだを、運命を呪のろって生きたかもしれない。

　違ちがっていたのはただひとつ。

「ジャスティス、泣いてる暇ひまないわよ」

　唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいに、ライオットは呼よびかけた。

　ジャスティスは、クライストの身体を横たえ、聖せい印いんで十字を切る。

　そして毅き然ぜんとして、立ち上がった。

「分かってる。まだ敵てきがいるからね」

　レギオスも、ライオットの身体を背に回し剣を握った。

　渦うず巻まく炎ほのおの竜たつ巻まきはいったん天に昇のぼり、そしてまた地上へと舞まい降おりた。

　身を寄せ合う三人と距きよ離りを取り、クライストの遺い骸がいを見下ろしていた。

《酷ひどい世だ、この世は》

《かくも幼おさなき命が簡かん単たんに失われる》

《いつまでこの絶ぜつ望ぼうが続くのかな、聖戦官クルセイダージャスティス》

「他ひ人と事ごとのように言うなっ！」

　ジャスティスは、激げき怒どを邪神王アスモデに叩たたきつけた。

「貴き様さまのせいでクライストは死んだんだ！　バザラの宿場も！　ワイルダー村の人も！」

　そして拳こぶしを震ふるわせる。

「貴様に命の尊そん厳げんを語る資し格かくはない……！」

《なら戦うかね。その身体で》

　邪神王アスモデは、嘲あざ笑わらうように火か勢せいを強めた。

《悪いが聖戦官クルセイダー程てい度どに倒たおされるようでは邪神王アスモデは名乗れぬ》

《レギオスにも奇跡サウンドを召しよう喚かんする力も、剣をふるう力もない》

《戦せん鎧がい鬼きは問題外だ。貴様には創世神かみの祝しゆく福ふくが足りぬしな》

「なっ……！」

　叫んではみたが、ライオットは圧あつ倒とう的てきな力の差を感じ取っていた。

　ただの炎の塊かたまりに見えるがその実、背せ骨ぼねががたつくほど震ふるえが止まらない。

　レギオスとジャスティスがいなかったら、錯さく乱らんして逃にげ惑まどっていただろう。

　だがその恐おそれをなだめるように、レギオスがその肩を抱いてくれた。

「ジャスティスは、まだ奇跡サウンドが使えるさ。一度だけな」

　レギオスは、邪神王アスモデに挑いどむように微笑んだ。

「それだけあればお前が倒せるだろう。分かっているとは思うが」

《治癒奇跡ヒーリング・サウンド》

　邪神王アスモデは不服そうに、思念を歪ゆがめた。

《それを以もつてレギオスを癒いやすか》

《さすれば聖戦将ブリゲイドは存分に剣を使える。この邪神王アスモデとも戦える》

《考えたな、ジャスティス》

　今いま頃ごろ、ライオットは相あい棒ぼうの考えに気づいた。

　自分の傷きずを癒いやさなかったのはこのためなのだ。

　自分を癒すよりレギオスを癒せば、邪神王アスモデを倒せる。

　そう読んでいたジャスティスの背中が、いつもより雄お々おしく見えてならなかった。

《無念という他無い。が、今回は諦あきらめるのが上じよう策さくのようだ》

　ンムル・タトゥラは、自じ嘲ちようするように思念を飛ばした。

《しばらくはそちらの世界を楽しむがいい》

《終わりが始まるまでの間だけに過ぎぬが》

　周囲の闇やみが青黒く移うつり変わり、邪神王アスモデの声こわ音ねも遠のき始める。

　察したジャスティスは、なんとか前に出ようとした。

「逃にげるつもりか！　そうは……」

「ジャスティス」

　呼びかけて、レギオスが制止した。

「たとえ俺が戦っても五分の勝負だ。奴やつが引き下がるなら、俺たちも引こう」

「そんな！」

「戦う機会はこれから幾いくらでもある。お前が諦あきらめない限かぎりな」

　首を横に振り、血気に満ちたジャスティスを静かになだめた。

　しかしジャスティスは、その場にがくりと膝ひざを落とした。

「ちょっとジャスティス……！」

「僕ぼく、悔くやしいよ……」

　心配するライオットに、少年は涙なみだ声ごえで告げた。

「僕のせいで大勢死んだんだよ……せめて僕の手で邪神王アスモデに一いち矢し報むくいなきゃ……死んだ人たちに僕は……」

　レギオスがうなずいて、腕を放す。

　ライオットは、むせび泣くジャスティスの背中を後ろから抱きしめてやった。

「その悔しさ、忘わすれないでよ」

「ライオット……」

「あたしも忘れない。身体からだに刻きざみ込んどくわ。いつまでもね」

　そう言って、ジャスティスの手を握る。

「たとえあんたの旅が終わったとしても」

　黙だまって、ジャスティスはライオットを抱きしめた。

　血に濡ぬれた頰ほおを鎧よろいにこすりつける。

　だがかまわずに、ライオットも少年の身体を強く自分の胸へと引き寄せていた。







　　　【エピローグ】







　丘の上を、湿しめった風が吹ふきすぎていった。

　雨期の到とう来らいを告げる南風は、例年より冷たいとレギオスが言う。

「それでも行くんだな」

　傷きずだらけの顔で、聖戦将ブリゲイドは二人に念ねんを押おした。

　ジャスティスはうなずき、ライオットは肩かたをすくめてみせる。

「これが僕ぼくの苦行ですから」

「雨が降ろうが、邪じや神しんが降ろうが旅は続くってことよ」

　そう言って、ライオットは丘の下を見下ろした。

　破は壊かいされたワイルダー村の跡あと地ちでは、もう村人たちが村の再さい建けんに奔ほん走そうしている。

　リッグスやアンナ、馴な染じみの子こ供どもたちも材木を担かつぎ、走り回っていた。

「挨あい拶さつしないで帰るけど……」

「ああ。みんなには俺おれから言っておく。どうせ泣かれるからな」

　レギオスは、前まえ髪がみを搔かき上げて小さく笑った。

「俺も泣くかもしれん。とっとと行け。いつまでも別れを惜おしむ柄がらじゃない」

　分かりましたと笑って、ジャスティスは手を差し伸のべた。

「いろいろお世話になりました。また」

「そうだな、また会おう」

　お互たがいの手を堅かたく握にぎりしめる。

　そしてジャスティスは、聖戦将ブリゲイドの顔を真まっ直すぐ見上げた。

「あの時、僕は見ました」

　唐とう突とつに、そう切り出す。

「教きよう示じの祭さい殿でんには、クライストとンムル・タトゥラ……そしてもう一人、邪神帝ルシフエルの血けつ盟めい者しやらしい男がいたんです」

　ライオットも、その光景を思い起こした。

　レギオスは、微び笑しようを少しも変えはしない。

「らしいな」

「戦ったはずです、レギオスさん。あいつは僕の……」

「親父おやじだと思ってるんじゃないだろうな？」
















　呆あきれたように、レギオスは破は顔がんした。

「信じるのがお前の苦行だぜ。それを捨すてるつもりか」

「けどもし……」

　言いかけて、ジャスティスはうつむいた。

　ライオットが心配そうに見守るが、少年は悟さとったように笑えみを取り戻した。

「愚ぐ問もんでした。それを確たしかめるために旅をしているのに」

「見つかるといいな。お前さんの望むかたちで」

　うなずき合い、そして握あく手しゆをほどく。

　と、レギオスはためらっていた言葉を口にした。

「迷まよったと思ったら……十二教きよう皇こうを頼たよるのもいい」

「え？」

「驚おどろくことはないだろう。彼らは聖せい教きよう徒とを導みちびく者だ。何か答えをくれるかもしれん」

　だがジャスティスは、淋さびしげな笑みしか浮うかべなかった。

「僕は疑うたがわれた身です。答えを出せたら、会いに行きますよ」

「あまり気負うな。奴やつらだって、お前が来るのを待ってるかもしれんぞ」

　レギオスの言葉に、少年は何か含ふくみを感じたようだった。

　しかしただうなずくだけで、ジャスティスは聖せい戦せん杖じようを握って駆かけだした。

「じゃあさよなら、レギオスさん！　ライオット、僕先に行ってるよ！」

「ちょっとジャスティス！」

「少しは走らないと怪け我がも治りにくいからね！」

　戦せん鎧がい鬼きの声も聞かず、少年は丘の向こうに走り始めた。

　その背せ中なかに、レギオスはため息を投げかける。

「あれで気をきかせたつもりらしい。やっぱりまだガキだな」

「不自然過ぎるのよ、芝しば居いがね」

　ライオットも言って、笑い合った。

　そして静せい寂じやくと共に、視し線せんを重ねる。

「本当に、お前となら……」

「うん、分かってる」

　ライオットは笑って、レギオスの声を押おしとどめた。

「あたしだって……同じ気持ちよ。あんたとならうまくやってけそうな気がするの。ジャスティスとは違ちがった……その、なんて言うか……」

　うなじを搔かくライオットに、聖戦将ブリゲイドも微笑ほほえんだ。

「でも行くんだな」

「ごめん。あたしたちの旅は、まだ終わってないもの」

　不思議なほどに、今はそれ以外考えられない。

　しかもずっと探さがし求めていたものが、少しだけ近づいたようにも思える。

　今、止めるわけにはいかない。今、おりたら後こう悔かいするだけだ。

（でも……）

　ライオットは、レギオスの瞳ひとみをおずおずと見上げた。

「ねえ、あの……お別れにさ……」

「そうだな、せっかくだしな」

「そんな言い方、しないでよ」

「悪かった」

　短く言葉を交かわすと、レギオスはライオットを引き寄せた。

　ライオットも、その力に抗あらがうことなく胸に飛び込む。

　抱きしめ合い、唇くちびるを近づける。

　息を閉とじて、思いを重ねようとした刹せつ那な……

「ごめん、やっぱりだめ」

　ライオットが、レギオスの身体を押おし退のけた。

「どうした？」

「次に会った時にするわ。今はさよなら」

　微笑んで、ライオットは愛する者の腕うでを脱だつしていった。

「だって、あんたのとこに居いたくなっちゃうもの」

「因いん果がな女だな、お前も」

「貸かしにしといて、お願い」

　大たい剣けんを背せ負おって、ライオットは相あい棒ぼうの後を追いかけた。

　そして振り向いて、レギオスに手を振る。

「また会えたらの話だけどねー」

　そして再ふたたび駆けだし、ジャスティスに追いついた。

　振り返った少年は、意外そうな顔で出で迎むかえる。

「えっ、もう来たの、ライオット？」

「なによ、なんか文もん句くあるってえの」

「文句はないけどさあ。せっかく僕が気を利きかせて……」

「遣やり手ババアみたいな事言わないでよ。子こ供どものくせに」

「子供じゃないよ！　だいたいライオットは僕のこと……」

「だったらしばらくおやつ抜ぬき！　お菓か子しは抜き！」

「それはまた話が違うじゃないかあ」

　ジャスティスが涙声で懇こん願がんし、ライオットはその頭をこづいてやる。

　嬉うれしそうに舌したを出すと、ジャスティスはくるりと聖せい衣いをひるがえした。

「ありがとう、ライオット。一いつ緒しよに来てくれて」

「なによ、今さら。らしくないわよ」

「また、花、探さがすからね」

　不意に言って、先に走り出す。

「もっときれいな花、探すよ！　約束だからね！」

　その笑顔に、ライオットは一瞬立ち止まる。

　散っていった花びらを思い出し、そして再ふたたび前に踏みだしていった。

「ばかっ、そんなに走ったら危ないわよ！　ちょっと、もおっ！」

　悠ゆう久きゆう平へい原げんに、小さな喧けん噪そうが湧わき起こる。

　声を弾はずませながら、二人は旅の続きへと歩き出していった。




　レギオスは黙だまって、遠のく二人の背を見送った。

　ライオットがジャスティスに追いつき、並ならんで丘の向こうに消えていく。

　それでもレギオスは、しばし冷たい風に身を晒さらしていた。

「行ったぜ、ジャスティスは」

　微び笑しようをかき消し、無人の野に話しかける。

「親父おやじと会うこともなくな」

　と、彼の隣となりに音もなく人ひと影かげが現あらわれた。

　高位の聖戦官クルセイダーにのみ許ゆるされた聖衣をまとい、波打つ金きん髪ぱつをなびかせた青年。

　無から生じた彼は、怜れい悧りな視し線せんでレギオスを見つめた。

〈だがジャスティスの心には疑ぎ念ねんが生じたはず〉

〈これが始まりだ。疑念はやがて大きさを増まし、強さを増す〉

〈あの者の信念に匹ひつ敵てきするほどにな〉

「仕方ないさ、それがあいつの苦行なんだろう？」

　レギオスは、嘆たん息そくを込めて言葉を吐はき出した。

「それにいつかは出会うのだ。始まったからとて動じるあんたたちでもないはずだ」

〈私もそう願っている。ひたすらにな〉

　二人の男は正対し、互たがいの瞳を見つめ合った。

〈私の元へ戻れ、レギオス〉

　命令の声には、断だん固ことしたものがあった。

〈やがて時代が変わる。力ある者は、一人でも多く戦いに参加すべきだ〉

〈それが分からぬお前でもあるまい〉

　レギオスは視線を逸そらし、今一度彼らが去った方向へ目を向けた。

「災わざわいの子よ、汝なんじの道は血肉で塗ぬられ、友は全すべて冥めい府ふへと旅立つ」

　言って、レギオスは彼に笑いかけた。

「聖典第四章だったよな……まさにジャスティスのためにある言葉だと思わんか。なあ、エルンスト」

　問うてレギオスは、悠久平原の風に身を浸ひたし続けた。

　名を呼よばれた黄金の教きよう皇こうも、無言のまま、聖戦将ブリゲイドの横顔を見つめるだけであった。







　　　あとがき







　どうもです。作者、市川です。

　本シリーズも、ようやく四巻まで書き進める事が出来ました。

　これもひとえに読者のみなさま方のおかげです。

　今回は、かねてから書いてみたかった「恋愛編」をお届けします。

　ちょうど季節は、センチメンタルな秋（のはず）。

　ライオットの新しい出会いを楽しんでいただければ幸いです。




　で、おかげさまをもう一つ。

　新しいパソコンを買かい換かえることが出来ました。

　思い起こせば三年前。デビュー時の賞金で買った、思い出深いパソコンは壊こわれました。

　ダーク・フロンティア・ブルースの全原稿を叩き出した陰かげの功こう労ろう者しや。

　実は三巻を書いていた時から不調を訴うつたえていたのですが、なんとかこの四巻まで完成させてくれました。ありがとう、安らかに眠るがいい。




　そして今、このあとがきを新しいノートパソコンで書いてます。

　ええ、以前はデスクトップ機だったんですよ。

　画面は大きくて見やすい方が良いと思って買ったのですが、問題点がひとつ。

「パソコンを置いてある部へ屋やでしか仕事ができない」

　正しよう直じき言うと、毎日毎日自分の部屋で書くのに飽きてました。

　その点、持ち運べるノートパソコンなら自由に環かん境きようも変えられます。

　公こう園えんで書こうが、図と書しよ館かんや喫きつ茶さ店てんに持ち込もうが全部オッケー。

　夢のモバイルライフ（二〇〇二年十月現在死語）を満まん喫きつできるのです。

　なんなら東北の温泉に浸かっていようが、沖おき縄なわの浜はま辺べで寝ころんでいようが、原稿さえ書けて、それを送信できれば大丈夫じゃないですか。

　そうだ、そうだ、旅先で仕事しよう！




　……と思い立って、はや数ヶ月。

　未いまだにこの新ノートパソコンは、市内から脱出しておりません。

　それどころか、自宅から外出もしておりません。

　長年の習しゆう慣かんが身体からだに染しみつき、僕は自分の部屋でないと落ち着いて仕事ができなくなっていたのです。あれほど飽あきた飽きたと思っていたのに……

　次回こそは引きこもり作業から脱だつしたいと誓う、今日この頃です。




　そしていつものように、イラストレイターのぽぽるちゃさんにも感謝を。

　レギオス、またしてもイメージ通りです（笑）。

　毎回、イラストを拝見するのが僕の何よりの楽しみですからね。




　では次巻も引き続き、ジャスティスとライオットを見守ってやってください。

　そしておそらくは、レギオスと彼も……








二〇〇二年十月　市川丈夫
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